
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式１-１

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 3 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 1 ○

1 ○ ○ 2 ○

1 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

4 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ 2 ○

2 ○ 1 ○

2 ○ 1 ○

数理モデルプログラミング(EA・KA)

プログラミング基礎Ⅰ（ER）［2023,2024対象］

■学科別指定科目（１科目）
　＜工学部＞
  （2020-2022カリ）
　　　機械応用プログラミングⅠ（EM）（2単位）  ※機械工学科
　　　数理モデルプログラミング（EA）（2単位）　※航空システム工学科
　　　プログラミング言語（ER）　　　 　（2単位）　※ロボティクス学科
　　　電気電子プログラミング演習（EL）（3単位）※電気電子工学科
　　　プログラミングⅠ（EP）　　　　　　（2単位） ※情報工学科
　　　AIプログラミング入門　　　　　　（1単位）  ※環境土木工学科（EV）

  （2023カリ）
　　　機械応用プログラミングⅠ（EM）（2単位）  ※機械工学科
　　　数理モデルプログラミング（EA）（2単位）　※航空システム工学科
　　　プログラミング基礎Ⅰ（ER）　 　 （2単位）　※ロボティクス学科
　　　電気電子プログラミング演習（EL）（3単位）※電気電子工学科
　　　プログラミングⅠ（EP）　　　　　　（2単位） ※情報工学科
　　　AIプログラミング入門      　　　（1単位）  ※環境土木工学科（EV）

 
 （2024カリ）
　●機械工学科（EM）
　　　機械応用プログラミング（EM）（1単位）
　●航空宇宙工学科（EA） 航空システム工学科
　　　数理モデルプログラミング（EA）（2単位） または
　　　AIプログラミング入門（1単位）
　●ロボティクス基礎（ER）
　　　プログラミング基礎Ⅰ（ER） （2単位）
　●電気電子工学科（EL）
　　　電気電子プログラミング演習（EL）（3単位） または
　　　AIプログラミング入門（1単位）
　●情報工学科（EP）
　　  プログラミングⅠ（EP）　（2単位）
　●環境土木工学科（EV）
　　　水理学Ⅰ（EV）（1単位）  または
　　　AIプログラミング入門（1単位）

 
 （2025カリ以降）
　●機械工学科（KM）
　　　プログラミング基礎（KM）　（2単位）
　●先進機械システム工学科（KS）
　　　プログラミング基礎（KS）　（2単位）
　●航空宇宙工学科（KA）
　　　数理モデルプログラミング（KA）　（2単位） または
　　　AIプログラミング入門（1単位）
　●電気エネルギーシステム工学科（KE）
　　　電気電子プログラミング（KE） （2単位） または
　　　AIプログラミング入門（1単位）
　●電子情報システム工学科（KI）
　　　電気電子プログラミング（KI） （2単位） または
　　　AIプログラミング入門（1単位）
　●環境土木工学科（KC）
　　　水理学Ⅰ（KC） （1単位） または
　　　AIプログラミング入門（１単位）

電気電子プログラミング（KI）［2025以降対象］

プログラミング言語（ER）［2020～2022対象］

AIプログラミング入門(EA･EL・EV)［2024対象］

AIプログラミング入門（KA･KE･KI･KC）［2025以降対象］

プログラミングⅠ（EP）［2020～2024対象］

プログラミング基礎（KS）［2025以降対象］

水理学Ⅰ（KC）［2025以降対象］

＜指定科目＞
■全学部共通科目（2020-2022カリ：7科目、2023カリ以降：8科目）
 　　「修学基礎A」（2単位）　　「線形代数Ⅰ」（2単位）[2020-2022カリ]　または　「線形代数学」（2単位）[2023カリ以降]
　　　「AI基礎」（1単位）　　　　 「ICT入門※2」（1単位）　　　 　「データサイエンス入門※2」（1単位）　　　　　　「プロジェクトデザインⅠ」（2単位）
　　　「プロジェクトデザインⅡ」（2単位）　　　　　「プロジェクトデザイン実践」（2単位）
　　※２ 2020、2021年度カリは、「ICT入門」（1単位）「データサイエンス入門」（1単位）の2科目を「ICT基礎」（2単位）で修得することとする

■学部別指定科目
＜工学部共通＞
　（2020-2022カリ：1科目）　 「工学のための数理工Ⅰ」（4単位）
　（2023カリ以降  ：2科目）　 「技術者のための数理Ⅰ」（2単位）、「技術者のための数理Ⅱ」（2単位）

技術者のための数理Ⅱ［2023以降対象］

水理学Ⅰ（EV）［2024対象］

金沢工業大学

KIT数理データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

工学部

機械応用プログラミングⅠ(EM)［2020～2024対象］

AIプログラミング入門［2020-2023:EV対象］

技術者のための数理Ⅰ［2023以降対象］

線形代数学［2023以降対象］

電気電子プログラミング（KE）［2025以降対象］

プロジェクトデザインⅠ

プログラミング基礎（KM）［2025以降対象］

ICT入門 ［2022以降対象]

データサイエンス入門 ［2022以降対象]

電気電子プログラミング演習（EL）［2020～2024対象］

18 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

線形代数Ⅰ［2020～2022対象］

ICT基礎［2020,2021対象]

工学のための数理工Ⅰ[2020～2022対象]

１）2020、2021年度カリキュラム（以下、カリ）は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち9科目（18単位以上）に合格すること。
　 2022年度カリは、プログラムを構成する以下の指定科目のうち10科目（18単位以上）(※1)に合格し、工学部は18～20単位を修得すること。
　 2023年度カリ以降は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち、11科目(18単位以上)に合格すること。

※１ 2020、2021年度入学生は「9科目」と読み替える
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⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

●機械工学科
　　[2023カリ] ・関数、分岐、繰り返し「機械応用プログラミングⅠ」（第4、5、9、10回目）
　　[2024カリ] ・関数、分岐、順次、繰り返し、変数「機械応用プログラミングⅠ」（第6、8、9、11回）
　　[2025カリ] ・関数、順次、繰り返し、変数「プログラミング基礎」（KM）（第6、8、9、11回目）
　　　　　　　　　　 【2026年度開講予定：2024カリ機械応用プログラミングⅠ※科目名称変更】

●先進機械システム工学科
　　[2025カリ] ・関数、順次、繰り返し、変数「プログラミング基礎」（KS）（第6、8、9、11回目）
　　　　　　　　　　 【2026年度開講予定：2024カリ機械応用プログラミングⅠ※科目名称変更】

●航空宇宙工学科
　　[2020-2023カリ]　・関数、引数、分岐、繰り返し「数理モデルプログラミング」（第6、8、9回目）
　　[2024-2025カリ]　・関数、引数、分岐、繰り返し「数理モデルプログラミング」（第6、8、9回目）
                  　　     ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）
　
●ロボティクス学科　※廃止
　　[2020-2022カリ]  ・関数、分岐、繰り返し、変数「プログラミング言語」（第3、6、8回目）
　　［2023-2024カリ] ・関数、分岐、繰り返し、演算子、配列、変数「プログラミング基礎Ⅰ」（第3-4、7-12回目）

[2020-2021]
・文章、数値、画像、構造化データ、グラフ 「ＩＣＴ基礎」 （第3､5、6、8-14回目）
[2022以降]
・文章、画像「ICT入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・数値・画像、構造化データ、グラフ「データサイエンス入門 」（第1-7回目）
[2025以降]
・画像の操作「ICT入門」 （第8回目）
・対話型音声識別、画像識別 「AI基礎」（第2-4、6回目）
・数値データ「プロジェクトデザインⅠ」（第6回目）

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

[2020-2022]
・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列 「線形代数Ⅰ」（第1､2､3､5､6､7､9回目）
・指数関数、対数関数「工学のための数理工Ⅰ」[2020～2022対象]（第3、9、20回目）
[2023以降]
・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列 、行列の演算「線形代数学」（第1-5、7-13回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「技術者のための数理Ⅰ」（第2、3、4、9回目）
・微分法、指数関数、対数関数、積分（法）「技術者のための数理Ⅱ」（第3-4、9-12，14回目）

講義内容

データサイエンス入門 [2022以降対象]

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め

様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」

の概念や知識の習得を
目指す。

授業科目 授業科目

修学基礎A

プロジェクトデザインⅠ

ICT基礎［2020,2021対象]

AI基礎

プロジェクトデザインⅡ

プロジェクトデザイン実践(実験）

プロジェクトデザインⅡ

プロジェクトデザイン実践（実験）

授業科目 授業科目

プロジェクトデザインⅠ

選択項目 選択項目授業科目 授業科目

AI応用基礎

データエンジニアリング応用基礎

データサイエンス応用基礎

データサイエンス応用基礎

データサイエンス基礎Ⅰ［2022以降対象]

IoT基礎

ビジネスデータサイエンス［2022以降対象]

ネットワークセキュリティ

授業に含まれている内容・要素
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1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-9
10

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

・ビッグデータ（都道府県人口データ）「データサイエンス入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・ビッグデータ（都道府県人口データ）「ICT基礎」[2020,2021対象]（第14回目）

[2020-2024]
・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）
[2025以降]
・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）、様々なデータ分析手法「プロジェクトデザインⅠ」（第6、
7、13回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）

・学長講話（データ駆動型社会、Society5.0）「修学基礎A」（第2回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）

・ベクトルや行列、関数、演算といったデータの処理に関する基礎的な能力
・ソートや探索、データ構造に関するデータを理解するアルゴリズムの基礎的な能力
・AIに関する基本概念、機械学習・自然言語処理・音声識別機能等の基本的仕組みを理解し、操作できる能力
・オープンデータ、ビッグデータ等を通してデータ駆動型社会の現状の把握・理解とデータを活用した地域課題解決の検証プロセスの理解と実践
力
・問題発見、問題解決に取り組む際に必要となるデータ収集、データ処理、データを読む力に加え、AIを活用する能力

・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践（実験）」（第1-30回目）

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

[2020-2024]
・AIの社会実装、ビジネス/業務への取り込み 「ＡＩ基礎」（第4、7回目）
[2025以降]
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み 「AI基礎」（第4、7回目）

[2025以降]
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成）「AI基礎」（第5回目）

[2020-2024]
・自然言語処理、ニューラルネットワークの原理 「ＡＩ基礎」（第5-7回目）
[2025以降]
・自然言語処理、画像識別、ニューラルネットワークの原理 「AI基礎」（第4-7回目）

[2020-2024]
・機械学習、AIの開発環境と実行環境「ＡＩ基礎」（第3、4､7回目）
[2025以降]
・機械学習、AIの開発環境と実行環境「AI基礎」（第3、4、7回目）

[2020-2024]
・AI倫理、個人情報の取り扱い 「ＡＩ基礎」（第2回目）
[2025以降]
・AI倫理、AIに関連する法令 「AI基礎」（第2回目）

[2020-2024]
・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI） 「ＡＩ基礎」（第1回目）
[2025以降]
・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI） 「AI基礎」（第7回目）

●電気電子工学科　※廃止
　　[2020-2023カリ]　・関数、繰り返し　「電気電子プログラミング演習」（第7-10、15-18回目）
　　[2024カリ]　 　　　 ・関数、繰り返し、配列、変数、代入、四則演算、浮動小数点型、順次
　　　　　　　　　　　　　　「電気電子プログラミング演習」（第7-12、15-18回目）
　　　　　　　　　　　　   ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

●電気エネルギーシステム工学科
　　[2025カリ]　・関数、繰り返し、配列、変数、代入、四則演算、浮動小数点型、順次
　　　　　　　　　　「電気電子プログラミング演習」（KE）（第3、7-12、10、15-18回目）
　　　　　　　　　　　【2026年度開講予定：2024カリ電気電子プログラミング演習※科目名称変更】
　　　　　  　　    ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

●電子情報システム工学科
　　[2025カリ]　 ・関数、繰り返し、配列、変数、代入、四則演算、浮動小数点型、順次
　　　　　　　　　　　「電気電子プログラミング演習」（KI）（第3、7-12、10、15-18回目）
　　　　　　　　　　　　【2026年度開講予定：2024カリ電気電子プログラミング演習※科目名称変更】
　　　　       　　 ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

●情報工学科　※廃止
　　[2020-2023カリ] ・関数、変数、分岐、繰り返し「プログラミングⅠ」（第3、4、6、7、9、11-13回目）
　　[2024カリ]         ・関数、変数、分岐、繰り返し「プログラミングⅠ」（第3-6、8-9、11-13回目）

●環境土木工学科
　　[2020-2023カリ]  ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）
　　[2024-2025カリ]  ・繰り返し「水理学Ⅰ」（第15回目）
            　　         　  ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

2-7

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。
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様式１-２

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 1 ○

2 ○ ○ 2 ○

1 ○ ○ 2 ○

1 ○ ○ 1 ○

2 ○ ○

4 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1918 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

線形代数Ⅰ［2020～2022対象］ プログラミング基礎（FM）［2020～2022対象］

金沢工業大学

KIT数理データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

情報フロンティア学部　※2025年度 募集停止

１）2020、2021年度カリキュラム（以下、カリ）は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち9科目（19単位以上）に合格すること。
　 2022年度カリは、プログラムを構成する以下の指定科目のうち10科目（19単位以上）(※1)に合格し、情報フロンティア学部は18単位を修得す
ること。
　 2023、2024年度カリは、プログラムを構成する以下の指定科目のうち11科目(18単位以上)に合格すること。

※１ 2020、2021年度入学生は「9科目」と読み替える
＜指定科目＞
■全学部共通科目（2020-2022カリ：7科目、2023-2024カリ以降：8科目）
 　　「修学基礎A」（2単位）　　「線形代数Ⅰ」（2単位）[2020-2022カリ]　または　「線形代数学」（2単位）[2023カリ以降]
　　　「AI基礎」（1単位）　　　　 「ICT入門※2」（1単位）　　　 　「データサイエンス入門※2」（1単位）　　　　　　「プロジェクトデザインⅠ」（2単位）
　　　「プロジェクトデザインⅡ」（2単位）　　　　　「プロジェクトデザイン実践」（2単位）
　　※２ 2020、2021年度カリは、「ICT入門」（1単位）「データサイエンス入門」（1単位）の2科目を「ICT基礎」（2単位）で修得することとする

■学部別指定科目
　＜情報フロンティア学部共通＞
　（2020-2022カリ：1科目）　 「情報のための数学」（4単位）
　（2023-2024カリ：2科目）　 「情報のための数学Ⅰ」（2単位）、「情報のための数学Ⅱ」（2単位）

■学科別指定科目（１科目）
　＜情報フロンティア学部＞
  （2020-20222カリ）
　　プログラミング基礎（FM） （2単位） ※メディア情報学科
　　プログラミング基礎（FS） （2単位） ※経営情報学科
　　心理学のためのプログラミングⅠ（FP）（2単位） ※心理科学科

  （2023カリ）
　　プログラミング入門（FM） （1単位） ※メディア情報学科
　　プログラミング基礎（FS） （2単位） ※経営情報学科
　　心理学のためのプログラミングⅠ（FS）（2単位） ※心理科学科

　（2024カリ）
　　●メディア情報学科（FM）
　　　　プログラミング入門（FM） （1単位）　または AIプログラミング入門（1単位）
　　●経営情報学科（FS）
　　　　プログラミング基礎 （2単位） または AIプログラミング入門（1単位）
　　●心理科学科（FP）
　　　　心理学のためのプログラミングⅠ（FS）（2単位）  または AIプログラミング入門（1単位）

→2025年度募集停止

データサイエンス入門 [2022～2024以降対象] AIプログラミング入門［2024対象］

ICT基礎[2020,2021対象]

情報のための数学[2020～2022対象]

線形代数学［2023,2024対象］ プログラミング入門（FM）［2023,2024対象］

プロジェクトデザインⅠ プログラミング基礎（FS）［2020～2024対象］

ICT入門 [2022～2024以降対象] 心理学のためのプログラミングⅠ（FP）［2020～2024対象］

修学基礎A

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ

情報のための数学Ⅰ［2023,2024対象］

情報のための数学Ⅱ［2023,2024対象］

授業科目 授業科目

AI基礎

プロジェクトデザイン実践(実験）

データサイエンス入門 [2022以降対象]

ICT基礎[2020,2021対象]
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⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

プロジェクトデザイン実践（実験）

授業科目 授業科目

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

ビジネスデータサイエンス［2022以降対象] AI応用基礎

ネットワークセキュリティ データエンジニアリング応用基礎

データサイエンス基礎Ⅰ [2022以降対象] データサイエンス応用基礎

IoT基礎 データサイエンス応用基礎

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

[2020-2022]
・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列 「線形代数Ⅰ」（第2、3、6、7回目）
・順列・組み合わせ・集合・平均・分散・条件付確率、相関係数「情報のための数学」（第8、9、11-13、15-17、19-21、25、
26回目）

[2023以降]
・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列、行列の演算 「線形代数学」（第1-5、7-13回目）
・集合、指数「情報のための数学Ⅰ」（第5，8，11-14回目）
・順列、組合せ、条件付き確率、相関係数、分散「情報のための数学Ⅱ」（第1、3-5、7、10、12回目）

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

[2020-2021]
・文章、数値、画像、構造化データ、グラフ 「ＩＣＴ基礎」 （第3､5、6、8-14回目）
[2022以降]
・文章、画像「ICT入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・数値・画像、構造化データ、グラフ「データサイエンス入門 」（第1-7回目）
[2025以降]
・画像の操作「ICT入門」 （第8回目）
・対話型音声識別、画像識別 「AI基礎」（第2-4、6回目）
・数値データ「プロジェクトデザインⅠ」（第6回目）

●メディア情報学科（FM）
　　[2020-2022カリ]　・関数、変数、引数、戻り値、分岐、論理演算子、繰り返し、配列、データ型
　　　　　　　　　　　　　　「プログラミング基礎」（FM）（第3、4、7、9回目）
　　[2023カリ]　　　　　・関数、変数、引数、戻り値、分岐、論理演算子、繰り返し、配列、データ型
　　　　　　　　　　　　　　「プログラミング入門」（FM）（第3-9回目）
　　[2024カリ]　　　　　・関数、変数、引数、戻り値、分岐、論理演算子、繰り返し、配列、データ型
　　　　　　　　　　　　　　「プログラミング入門」（FM）（第3-9回目）
　　　　　　　　　　　　　 ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

●経営情報学科（FS）
　　[2020-2023カリ] 　・関数、変数、引数、戻り値、分岐、論理演算子、繰り返し、配列、データ型
　　　　　　　　　　　　　　　「プログラミング基礎」（FS）］（第3、5-7回目）
　　[2024カリ]　　　　　 ・関数、変数、引数、戻り値、分岐、論理演算子、繰り返し、配列、データ型
　　　　　　　　　　　　　　　「プログラミング基礎」（FS）］（第3-7回目）
　　　　　　　　　　　　　　・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

●心理科学科（FP）
　　[2020-2023カリ] 　・変数、関数、配列 「心理学のためのプログラミングⅠ」（FP）（第3、6、7回目）
　　[2024カリ]　　　　　 ・変数、関数、配列 「心理学のためのプログラミングⅠ」（FP）（第3、6、7回目）
　　　　　　　　　　　　　　・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）
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1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-9
10

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・学長講話（データ駆動型社会、Society5.0）「修学基礎A」（第2回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）

[2020-2024]
・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）
[2025以降]
・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）、様々なデータ分析手法「プロジェクトデザインⅠ」（第6、
7、13回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）

・ビッグデータ（都道府県人口データ）「データサイエンス入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・ビッグデータ（都道府県人口データ）「ICT基礎」[2020,2021対象]（第14回目）

[2020-2024]
・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI） 「ＡＩ基礎」（第1回目）
[2025以降]
・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI） 「AI基礎」（第7回目）

・ベクトルや行列、関数、演算といったデータの処理に関する基礎的な能力
・ソートや探索、データ構造に関するデータを理解するアルゴリズムの基礎的な能力
・AIに関する基本概念、機械学習・自然言語処理・音声識別機能等の基本的仕組みを理解し、操作できる能力
・オープンデータ、ビッグデータ等を通してデータ駆動型社会の現状の把握・理解とデータを活用した地域課題解決の検証プロセスの理解と実践
力
・問題発見、問題解決に取り組む際に必要となるデータ収集、データ処理、データを読む力に加え、AIを活用する能力

[2025以降]
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成）「AI基礎」（第5回目）

[2020-2024]
・AI倫理、個人情報の取り扱い 「ＡＩ基礎」（第2回目）
[2025以降]
・AI倫理、AIに関連する法令 「AI基礎」（第2回目）

[2020-2024]
・機械学習、AIの開発環境と実行環境「ＡＩ基礎」（第3、4､7回目）
[2025以降]
・機械学習、AIの開発環境と実行環境「AI基礎」（第3、4、7回目）

[2020-2024]
・自然言語処理、ニューラルネットワークの原理 「ＡＩ基礎」（第5-7回目）
[2025以降]
・自然言語処理、画像識別、ニューラルネットワークの原理 「AI基礎」（第4-7回目）

[2020-2024]
・AIの社会実装、ビジネス/業務への取り込み 「ＡＩ基礎」（第4、7回目）
[2025以降]
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み 「AI基礎」（第4、7回目）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践」（第1-30回目）
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様式１-３

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

1 ○ ○ 1 ○

1 ○ ○ 1 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

18 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

線形代数Ⅰ［2020～2022対象］ 建築情報デザイン（AA）［2024対象］

金沢工業大学

KIT数理データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

建築学部

１）2020、2021年度カリキュラム（以下、カリ）は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち9科目（18単位以上）に合格すること。
　 2022年度カリは、プログラムを構成する以下の指定科目のうち10科目（18単位以上）(※1)に合格し、建築学部は16単位を修得すること。
　 2023年度カリ以降は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち11科目(18単位以上)に合格すること。

※１ 2020、2021年度入学生は「9科目」と読み替える

＜指定科目＞
■全学部共通科目（2020-2022カリ：7科目、2023カリ以降：8科目）
 　　「修学基礎A」（2単位）　　「線形代数Ⅰ」（2単位）[2020-2022カリ]　または　「線形代数学」（2単位）[2023カリ以降]
　　　「AI基礎」（1単位）　　　　 「ICT入門※2」（1単位）　　　 　「データサイエンス入門※2」（1単位）　　　　　　「プロジェクトデザインⅠ」（2単位）
　　　「プロジェクトデザインⅡ」（2単位）　　　　　「プロジェクトデザイン実践」（2単位）
　　※２ 2020、2021年度カリは、「ICT入門」（1単位）「データサイエンス入門」（1単位）の2科目を「ICT基礎」（2単位）で修得することとする

■学部別指定科目
＜建築学部共通＞
　（2020-2022カリ：1科目）　 「建築のための数理工Ⅰ」（2単位）」
　（2023カリ以降  ：2科目）　 「技術者のための数理Ⅰ」（2単位）、「技術者のための数理Ⅱ」（2単位）

■学科別指定科目（１科目）
　＜建築学部＞
　（2020-20223カリ)
　　AIプログラミング入門（1単位）　※建築学科（AA）

　（2024カリ）
　●建築学科
　　　　建築情報デザイン（AA） （2単位）　または AIプログラミング入門（1単位）

　（2025カリ以降）
　●建築学科（AE）
　　　　建築エンジニアリング情報演習Ⅱ（AE）（2単位） または AIプログラミング入門（1単位）
　●建築デザイン学科（AD）
　　　　建築デザイン情報演習Ⅱ（AD）（2単位）  または AIプログラミング入門（1単位）

データサイエンス入門 [2022以降対象] AIプログラミング入門［2024以降対象］

ICT基礎［2020,2021対象]

建築のための数理工Ⅰ[2020～2022対象]

線形代数学［2023以降対象］ 建築エンジニアリング情報演習Ⅱ（AE）［2025以降対象］

プロジェクトデザインⅠ 建築デザイン情報演習Ⅱ（AD）［2025以降対象］

ICT入門 [2022以降対象] AIプログラミング入門 [2020～2023対象]

修学基礎A

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ

技術者のための数理Ⅰ［2023以降対象］

技術者のための数理Ⅱ［2023以降対象］

授業科目 授業科目

AI基礎

プロジェクトデザイン実践(実験）

データサイエンス入門 [2022以降対象]

ICT基礎[2020,2021対象]

プロジェクトデザイン実践（実験）

授業科目 授業科目

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-9
10

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

ビジネスデータサイエンス［2022以降対象] AI応用基礎

ネットワークセキュリティ データエンジニアリング応用基礎

データサイエンス基礎Ⅰ [2022以降対象] データサイエンス応用基礎

IoT基礎 データサイエンス応用基礎

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

[2020-2022]
・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列 「線形代数Ⅰ」（第2､3、6、7回目）
・指数関数、対数関数「建築のための数理工Ⅰ」（第9-11回目）
[2023以降]
・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列 「線形代数学」（第1-5、7-13回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「技術者のための数理Ⅰ」（第2、3、4、9回目）
・微分法、指数関数、対数関数、積分（法）「技術者のための数理Ⅱ」（第3-4、9-12，14回目）

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

[2020-2021]
・文章、数値、画像、構造化データ、グラフ 「ＩＣＴ基礎」 （第3､5、6、8-14回目）
[2022以降]
・文章、画像「ICT入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・数値・画像、構造化データ、グラフ「データサイエンス入門 」（第1-7回目）
[2025以降]
・画像の操作「ICT入門」 （第8回目）
・対話型音声識別、画像識別 「AI基礎」（第2-4、6回目）
・数値データ「プロジェクトデザインⅠ」（第6回目）

●建築学科
　　[2020-2023カリ]  ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）
    [2024カリ]  ・関数、引数、変数、四則演算「建築情報デザイン」（第1回目）
                   ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）
　　[2025カリ]  ・関数、引数、変数、四則演算「建築エンジニアリング情報演習Ⅱ（第1回目）
                   ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

●建築デザイン学科
　　[2025カリ]  ・関数、引数、変数、四則演算「建築デザイン情報演習Ⅱ」（第1回目）
                   ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・学長講話（データ駆動型社会、Society5.0）「修学基礎A」（第2回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）

[2020-2024]
・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）
[2025以降]
・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）、様々なデータ分析手法「プロジェクトデザインⅠ」（第6、
7、13回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）

・ビッグデータ（都道府県人口データ）「データサイエンス入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・ビッグデータ（都道府県人口データ）「ICT基礎」[2020,2021対象]（第14回目）

[2020-2024]
・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI） 「ＡＩ基礎」（第1回目）
[2025以降]
・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI） 「AI基礎」（第7回目）

[2020-2024]
・AI倫理、個人情報の取り扱い 「ＡＩ基礎」（第2回目）
[2025以降]
・AI倫理、AIに関連する法令 「AI基礎」（第2回目）

[2020-2024]
・機械学習、AIの開発環境と実行環境「ＡＩ基礎」（第3、4､7回目）
[2025以降]
・機械学習、AIの開発環境と実行環境「AI基礎」（第3、4、7回目）

[2020-2024]
・自然言語処理、ニューラルネットワークの原理 「ＡＩ基礎」（第5-7回目）
[2025以降]
・自然言語処理、画像識別、ニューラルネットワークの原理 「AI基礎」（第4-7回目）

[2025以降]
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成）「AI基礎」（第5回目）

[2020-2024]
・AIの社会実装、ビジネス/業務への取り込み 「ＡＩ基礎」（第4、7回目）
[2025以降]
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み 「AI基礎」（第4、7回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

・ベクトルや行列、関数、演算といったデータの処理に関する基礎的な能力
・ソートや探索、データ構造に関するデータを理解するアルゴリズムの基礎的な能力
・AIに関する基本概念、機械学習・自然言語処理・音声識別機能等の基本的仕組みを理解し、操作できる能力
・オープンデータ、ビッグデータ等を通してデータ駆動型社会の現状の把握・理解とデータを活用した地域課題解決の検証プロセスの理解と実践
力
・問題発見、問題解決に取り組む際に必要となるデータ収集、データ処理、データを読む力に加え、AIを活用する能力

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践」（第1-30回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式１-４

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○

1 ○ ○ 1 ○

1 ○ ○

2 ○ ○

4 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

18 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

線形代数Ⅰ［2020～2022対象］ 化学コンピュータ演習（BC）[2020～2024対象]

金沢工業大学

KIT数理データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

バイオ・化学部

１）2020、2021年度カリキュラム（以下、カリ）は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち9科目（16単位以上）に合格すること。
　 2022年度カリは、プログラムを構成する以下の指定科目のうち10科目（16単位以上）(※1)に合格し、バイオ・化学部は18～19単位を修得する
こと。
　 2023年度カリ以降は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち11科目(18単位以上)に合格すること。

＜指定科目＞
■全学部共通科目（2020-2022カリ：7科目、2023カリ以降：8科目）
 　　「修学基礎A」（2単位）　　「線形代数Ⅰ」（2単位）[2020-2022カリ]　または　「線形代数学」（2単位）[2023カリ以降]
　　　「AI基礎」（1単位）　　　　 「ICT入門※2」（1単位）　　　 　「データサイエンス入門※2」（1単位）　　　　　　「プロジェクトデザインⅠ」（2単位）
　　　「プロジェクトデザインⅡ」（2単位）　　　　　「プロジェクトデザイン実践」（2単位）
　　※２ 2020、2021年度カリは、「ICT入門」（1単位）「データサイエンス入門」（1単位）の2科目を「ICT基礎」（2単位）で修得することとする

■学部別指定科目
＜バイオ・化学部共通＞
　（2020-2022カリ：1科目）　 「バイオ・化学のための数理Ⅰ」（4単位）」
　（2023カリ以降  ：2科目）　 「技術者のための数理Ⅰ」（2単位）、「技術者のための数理Ⅱ」（2単位）

■学科別指定科目（１科目）
　＜バイオ・化学部＞
  （2020-20223カリ）
　　化学コンピュータ演習（2単位） ※環境・応用化学科
　　AIプログラミング入門（1単位）  ※生命・応用バイオ学科

　（2024カリ）
　●環境・応用化学科（BC）
　　　　化学コンピュータ演習（2単位） または AIプログラミング入門（1単位）
　●生命・応用バイオ学科（BB）
　　　  データ解析（2単位） または AIプログラミング入門（1単位）

　（2025カリ以降）
　●環境・応用化学科（BE）
 　　　化学コンピュータ演習Ⅰ（2単位） または AIプログラミング入門（1単位）
　●生命・応用バイオ学科（BS）
　　　 データ解析（2単位） または AIプログラミング入門（1単位）

データサイエンス入門 [2022以降対象]

ICT基礎［2020,2021対象]

バイオ・化学のための数理Ⅰ[2020～2022対象]

線形代数学［2023以降対象］ 化学コンピュータ演習Ⅰ（BE）［2025以降対象］

プロジェクトデザインⅠ データ解析（BB・BS）［2024以降対象］

ICT入門 [2022以降対象] AIプログラミング入門

修学基礎A

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ

技術者のための数理Ⅰ［2023以降対象］

技術者のための数理Ⅱ［2023以降対象］

授業科目 授業科目

AI基礎

プロジェクトデザイン実践(実験）

データサイエンス入門 [2022以降対象]

ICT基礎[2020,2021対象]

プロジェクトデザイン実践（実験）

授業科目 授業科目

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-9
10

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

ビジネスデータサイエンス［2022以降対象] AI応用基礎

ネットワークセキュリティ データエンジニアリング応用基礎

データサイエンス基礎Ⅰ [2022以降対象] データサイエンス応用基礎

IoT基礎 データサイエンス応用基礎

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

[2020-2023]
・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列 「線形代数Ⅰ」（第2､3、6、7回目）
・指数関数、対数関数「バイオ・化学のための数理Ⅰ」（第5、6、8、9回目）
[2023以降]
・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列、行列の演算 「線形代数学」［2023以降対象］（第
1-5、7-13回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「技術者のための数理Ⅰ」［2023以降対象］（第2、3、4、9回目）
・微分法、指数関数、対数関数、積分（法）「技術者のための数理Ⅱ」［2023以降対象］（第3-4、9-12，14回目）

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

[2020-2021]
・文章、数値、画像、構造化データ、グラフ 「ＩＣＴ基礎」 （第3､5、6、8-14回目）
[2022以降]
・文章、画像「ICT入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・数値・画像、構造化データ、グラフ「データサイエンス入門 」（第1-7回目）
[2025以降]
・画像の操作「ICT入門」 （第8回目）
・対話型音声識別、画像識別 「AI基礎」（第2-4、6回目）
・数値データ「プロジェクトデザインⅠ」（第6回目）

●環境・応用科学科
　　[2020-2023カリ]  ・関数「化学コンピュータ演習 （第13回目）
　　[2024カリ]　 ・関数、反復、分岐、データ型「化学コンピュータ演習 （第12-13回目）
                    ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）
　　[2025カリ]　 ・関数、反復、分岐、データ型「化学コンピュータ演習Ⅰ」（第12-13回目）
                    ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

●生命・応用バイオ学科
　　[2020-2023カリ]  ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）
　　[2024カリ]　 　　　・四則演算、関数、データ型「データ解析」（第3、12回目）
                   　　   ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）
　　[2025カリ]　 　　　・四則演算、関数、データ型「データ解析」（第3、12回目）
                     　　 ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・学長講話（データ駆動型社会、Society5.0）「修学基礎A」（第2回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）

[2020-2024]
・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）
[2025以降]
・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）、様々なデータ分析手法「プロジェクトデザインⅠ」（第6、
7、13回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）

・ビッグデータ（都道府県人口データ）「データサイエンス入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・ビッグデータ（都道府県人口データ）「ICT基礎」[2020,2021対象]（第14回目）

[2020-2024]
・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI） 「ＡＩ基礎」（第1回目）
[2025以降]
・AIの歴史、汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI） 「AI基礎」（第7回目）
[2020-2024]
・AI倫理、個人情報の取り扱い 「ＡＩ基礎」（第2回目）
[2025以降]
・AI倫理、AIに関連する法令 「AI基礎」（第2回目）
[2020-2024]
・機械学習、AIの開発環境と実行環境「ＡＩ基礎」（第3、4､7回目）
[2025以降]
・機械学習、AIの開発環境と実行環境「AI基礎」（第3、4、7回目）
[2020-2024]
・自然言語処理、ニューラルネットワークの原理 「ＡＩ基礎」（第5-7回目）
[2025以降]
・自然言語処理、画像識別、ニューラルネットワークの原理 「AI基礎」（第4-7回目）

[2025以降]
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成）「AI基礎」（第5回目）

[2020-2024]
・AIの社会実装、ビジネス/業務への取り込み 「ＡＩ基礎」（第4、7回目）
[2025以降]
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み 「AI基礎」（第4、7回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

・ベクトルや行列、関数、演算といったデータの処理に関する基礎的な能力
・ソートや探索、データ構造に関するデータを理解するアルゴリズムの基礎的な能力
・AIに関する基本概念、機械学習・自然言語処理・音声識別機能等の基本的仕組みを理解し、操作できる能力
・オープンデータ、ビッグデータ等を通してデータ駆動型社会の現状の把握・理解とデータを活用した地域課題解決の検証プロセスの理解と実践
力
・問題発見、問題解決に取り組む際に必要となるデータ収集、データ処理、データを読む力に加え、AIを活用する能力

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践」（第1-30回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式１-5

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○

2 ○

1 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

金沢工業大学

KIT数理データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

情報デザイン学部　※2025年度新設

プロジェクトデザインⅠ

ICT入門 

１）2025年度カリキュラム（以下、カリ）以降の学生は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち11科目（18単位以上）に合格すること。

＜指定科目＞
■全学部共通科目（2025カリ以降：8科目）
 　　「修学基礎A」（2単位）　　「線形代数学」（2単位）
　　　「AI基礎」（1単位）　　　　 「ICT入門※2」（1単位）　　　 　「データサイエンス入門※2」（1単位）　　　　　　「プロジェクトデザインⅠ」（2単位）
　　　「プロジェクトデザインⅡ」（2単位）　　　　　「プロジェクトデザイン実践」（2単位）

■学部別指定科目
＜情報デザイン学部共通＞
　（2025カリ以降  ：2科目）　 「情報のための数学Ⅰ」（2単位）、「情報のための数学Ⅱ」（2単位）

■学科別指定科目（１科目）
＜情報デザイン学部共通＞
　（2025カリ以降）
　●経営情報学科（DM）　　　　　　　プログラミング基礎（DM）（2単位） または AIプログラミング入門（1単位）
　●環境デザイン創成学科（DE）　 プログラミング基礎（DE）（2単位） または AIプログラミング入門（1単位）

データサイエンス入門

18 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

線形代数学

プログラミング基礎（DE）

AIプログラミング入門

授業科目 授業科目

情報のための数学Ⅱ

情報のための数学Ⅰ

プロジェクトデザイン実践(実験）

データサイエンス入門

修学基礎A

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ

プロジェクトデザイン実践（実験）

授業科目 授業科目

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

ビジネスデータサイエンス AI応用基礎

ネットワークセキュリティ データエンジニアリング応用基礎

データサイエンス基礎Ⅰ データサイエンス応用基礎

IoT基礎 データサイエンス応用基礎

プログラミング基礎（DM）

AI基礎



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-9
10

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・ベクトルや行列、関数、演算といったデータの処理に関する基礎的な能力
・ソートや探索、データ構造に関するデータを理解するアルゴリズムの基礎的な能力
・AIに関する基本概念、機械学習・自然言語処理・音声識別機能等の基本的仕組みを理解し、操作できる能力
・オープンデータ、ビッグデータ等を通してデータ駆動型社会の現状の把握・理解とデータを活用した地域課題解決の検証プロセスの理解と実践
力
・問題発見、問題解決に取り組む際に必要となるデータ収集、データ処理、データを読む力に加え、AIを活用する能力

・AI倫理、AIに関連する法令 「AI基礎」（第2回目）

・機械学習「AI基礎」（第3、4、7回目）

・自然言語処理、画像識別「AI基礎」（第4-7回目）

・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成）「AI基礎」（第5回目）

・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み 「AI基礎」（第7回目）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践（実験）」（第1-30回目）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列、行列の演算 「線形代数学」（第1-5、7-13回目）
・集合、指数「情報のための数学Ⅰ（第5，8，11-14回目）
・順列、組合せ、条件付き確率、相関係数、分散「情報のための数学Ⅱ」（第1、3-5、7、10、12回目）

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

・画像の操作「ICT入門」（第8回目）
・グラフ「データサイエンス入門 」[2022以降対象]]（第1、3、5-7回目）
・対話型音声識別、画像識別 「AI基礎」（第2-4、6回目）
・数値データ「プロジェクトデザインⅠ」（第6回目）

●経営情報学科
　　[2025カリ]　　・関数、変数、引数、戻り値、分岐、論理演算子、繰り返し、配列、データ型
　　　　　　　　　　　「プログラミング基礎」（DM）（第3-7回目）
　　　　　　　　　  ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

●環境デザイン創成学科
　　[2025カリ]　　・関数、変数、引数、戻り値、分岐、論理演算子、繰り返し、配列、データ型
　　　　　　　　　　　「プログラミング基礎」（DE）（第3-7回目）
　　　　　　　　　　・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・学長講話（データ駆動型社会、Society5.0）「修学基礎A」（第2回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）

・データの収集、様々なデータ可視化手法、様々なデータ分析手法「プロジェクトデザインⅠ」（第6、7、13回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）

・ビッグデータ（都道府県人口データ）「データサイエンス入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・ビッグデータ（都道府県人口データ）「ICT基礎」[2020,2021対象]（第13-15回目）

・AIの歴史 「AI基礎」（第7回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式１-6

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 1 ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○

2 ○

1 ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

18 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

線形代数学 AIプログラミング入門

金沢工業大学

KIT数理データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

メディア情報学部　※2025年度新設

１）2025年度カリキュラム（以下、カリ）以降の学生は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち11科目（18単位以上）に合格すること。

＜指定科目＞
■全学部共通科目（2025カリ以降：8科目）
 　　「修学基礎A」（2単位）　　「線形代数学」（2単位）
　　　「AI基礎」（1単位）　　　　 「ICT入門※2」（1単位）　　　 　「データサイエンス入門※2」（1単位）　　　　　　「プロジェクトデザインⅠ」（2単位）
　　　「プロジェクトデザインⅡ」（2単位）　　　　　「プロジェクトデザイン実践」（2単位）
■学部別指定科目
＜メディア情報学部共通＞
　（2025カリ以降  ：2科目）　 「情報のための数学Ⅰ」（2単位）、「情報のための数学Ⅱ」（2単位）

■学科別指定科目（１科目）
＜情報デザイン学部共通＞
　（2025カリ以降）
　●メディア情報学科（MM）　　　　　　　プログラミング入門（MM）（1単位） または AIプログラミング入門（1単位）
　●心理情報デザイン学科（MP）　　　 心理情報プログラミングⅠ（MP）（2単位） または AIプログラミング入門（1単位）

情報のための数学Ⅰ

情報のための数学Ⅱ

プログラミング入門（MM）

プロジェクトデザインⅠ

ICT入門 

データサイエンス入門

修学基礎A

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ

心理情報プログラミングⅠ（MP）

AIプログラミング入門

授業科目 授業科目

プロジェクトデザイン実践(実験）

データサイエンス入門

AI基礎

プロジェクトデザイン実践（実験）

授業科目 授業科目

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

ビジネスデータサイエンス AI応用基礎

ネットワークセキュリティ データエンジニアリング応用基礎

データサイエンス基礎Ⅰ データサイエンス応用基礎

IoT基礎 データサイエンス応用基礎



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-9
10

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列、行列の演算 「線形代数学」（第1-5、7-13回目）
・集合、指数「情報のための数学Ⅰ（第5，8，11-14回目）
・順列、組合せ、条件付き確率、相関係数、分散「情報のための数学Ⅱ」（第1、3-5、7、10、12回目）

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

・画像の操作「ICT入門」（第8回目）
・グラフ「データサイエンス入門 」[2022以降対象]]（第1、3、5-7回目）
・対話型音声識別、画像識別 「AI基礎」（第2-4、6回目）
・数値データ「プロジェクトデザインⅠ」（第6回目）

●メディア情報学科
　　[2025カリ]   ・配列、変数、データ型、算術演算「プログラミング入門」（第4-6回目）
                    ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

●心理情報デザイン学科
　　[2025カリ]   ・変数、配列 「心理情報プログラミングⅠ」（第3、6-7回目）
                    ・変数、関数、代入「AIプログラミング入門」（第2、3回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・学長講話（データ駆動型社会、Society5.0）「修学基礎A」（第2回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）

・データの収集、様々なデータ可視化手法、様々なデータ分析手法「プロジェクトデザインⅠ」（第6、7、13回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）

・ビッグデータ（都道府県人口データ）「データサイエンス入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・ビッグデータ（都道府県人口データ）「ICT基礎」[2020,2021対象]（第13-15回目）

・AIの歴史 「AI基礎」（第7回目）

・ベクトルや行列、関数、演算といったデータの処理に関する基礎的な能力
・ソートや探索、データ構造に関するデータを理解するアルゴリズムの基礎的な能力
・AIに関する基本概念、機械学習・自然言語処理・音声識別機能等の基本的仕組みを理解し、操作できる能力
・オープンデータ、ビッグデータ等を通してデータ駆動型社会の現状の把握・理解とデータを活用した地域課題解決の検証プロセスの理解と実
践力
・問題発見、問題解決に取り組む際に必要となるデータ収集、データ処理、データを読む力に加え、AIを活用する能力

・AI倫理、AIに関連する法令 「AI基礎」（第2回目）

・機械学習「AI基礎」（第3、4、7回目）

・自然言語処理、画像識別「AI基礎」（第4-7回目）

・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成）「AI基礎」（第5回目）

・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み 「AI基礎」（第7回目）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践（実験）」（第1-30回目）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式１-7

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

1 ○ ○ 2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5
3-
910

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

2 ○

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

金沢工業大学

KIT数理データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

情報理工学部　※2025年度新設

データサイエンス入門

線形代数学 プログラミングⅠ（CC）

プロジェクトデザインⅠ 知能情報プログラミングⅠ（CA）

ICT入門 プログラミング基礎Ⅰ（CR）

19 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

１）2025年度カリキュラム（以下、カリ）以降の学生は、プログラムを構成する以下の指定科目のうち11科目（19単位以上）に合格すること。

＜指定科目＞
■全学部共通科目（2025カリ以降：8科目）
 　　「修学基礎A」（2単位）　　「線形代数学」（2単位）
　　　「AI基礎」（1単位）　　　　 「ICT入門※2」（1単位）　　　 　「データサイエンス入門※2」（1単位）　　　　　　「プロジェクトデザインⅠ」（2単位）
　　　「プロジェクトデザインⅡ」（2単位）　　　　　「プロジェクトデザイン実践」（2単位）

■学部別指定科目
＜情報理工学部共通＞
　（2025カリ以降  ：2科目）　 「技術者のための数理Ⅰ」（2単位）、「技術者のための数理Ⅱ」（2単位）

■学科別指定科目（１科目）
＜情報理工学部共通＞
　（2025カリ以降）
　●情報工学科（CC）　　　　　　　　　　　プログラミングⅠ（CC）（2単位）
　●知能情報システム学科（CA）　　　  知能情報プログラミングⅠ（CA）（2単位）
　●ロボティクス学科（CR）　　　　　　　　プログラミング基礎Ⅰ（CR）（2単位）

授業科目 授業科目

修学基礎A

プロジェクトデザインⅠ

技術者のための数理Ⅰ

技術者のための数理Ⅱ

AI基礎

プロジェクトデザインⅡ

プロジェクトデザイン実践(実験）

データサイエンス入門 

プロジェクトデザイン実践（実験）

授業科目 授業科目

プロジェクトデザインⅠ

プロジェクトデザインⅡ

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

ビジネスデータサイエンス AI応用基礎

ネットワークセキュリティ データエンジニアリング応用基礎

データサイエンス基礎Ⅰ データサイエンス応用基礎

IoT基礎 データサイエンス応用基礎



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-9
10

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

・AIの歴史 「AI基礎」（第7回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・ベクトルや行列、関数、演算といったデータの処理に関する基礎的な能力
・ソートや探索、データ構造に関するデータを理解するアルゴリズムの基礎的な能力
・AIに関する基本概念、機械学習・自然言語処理・音声識別機能等の基本的仕組みを理解し、操作できる能力
・オープンデータ、ビッグデータ等を通してデータ駆動型社会の現状の把握・理解とデータを活用した地域課題解決の検証プロセスの理解と実践
力
・問題発見、問題解決に取り組む際に必要となるデータ収集、データ処理、データを読む力に加え、AIを活用する能力

・AI倫理、AIに関連する法令 「AI基礎」（第2回目）

・機械学習「AI基礎」（第3、4、7回目）

・自然言語処理、画像識別「AI基礎」（第4-7回目）

・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成）「AI基礎」（第5回目）

・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み 「AI基礎」（第7回目）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

・データの収集、様々なデータ可視化手法（比較、分類、変化）「プロジェクトデザインⅠ」（第4-6回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践（実験）」（第1-30回目）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・ベクトルと演算、ベクトルの和、スカラー倍、内積、行列と積、逆行列、行列の演算 「線形代数学」（第1-5、7-13回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「技術者のための数理Ⅰ」（第2、3、4、9回目）
・微分法、指数関数、対数関数、積分（法）「技術者のための数理Ⅱ」（第3-4、9-12，14回目）

・アルゴリズムの表現（ロジックツリー、フローチャート、サイクル図）「プロジェクトデザインⅠ」（第7回目）

・画像の操作「ICT入門」（第8回目）
・グラフ「データサイエンス入門 」[2022以降対象]]（第1、3、5-7回目）
・対話型音声識別、画像識別 「AI基礎」（第2-4、6回目）
・数値データ「プロジェクトデザインⅠ」（第6回目）
●情報工学科
　　[2025カリ]   ・関数、変数、繰り返し、引数、戻り値、代入、浮動小数点「プログラミングⅠ」（第3-6、9-13回目）

●知能情報システム工学科
　　[2025カリ]   ・関数、変数、繰り返し、引数、戻り値、代入、浮動小数点「知能情報プログラミングⅠ」（第3-6、9-13回
目）

●ロボティクス学科
　　[2025カリ]  ・関数、繰り返し、変数、配列、演算子「プログラミング基礎Ⅰ」［ロボティクス学科］（第2-3、6-7、9-12回
目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・学長講話（データ駆動型社会、Society5.0）「修学基礎A」（第2回目）
・問題発見解決プロセス（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定） 「プロジェクトデザインⅡ」（第1-30回目）

・データの収集、様々なデータ可視化手法、様々なデータ分析手法「プロジェクトデザインⅠ」（第6、7、13回目）
・検証プロセス 「プロジェクトデザイン実践(実験)」（第1-30回目）

・ビッグデータ（都道府県人口データ）「データサイエンス入門」 [2022以降対象]（第7回目）
・ビッグデータ（都道府県人口データ）「ICT基礎」[2020,2021対象]（第13-15回目）



【⽬次】⾦沢⼯業⼤学応⽤基礎レベルシラバス⼀覧 2025 カリ 
 Ⅰ．データ表現とアルゴリズム 
[変更] 1 線形代数学 
 2 プロジェクトデザインⅠ 
[変更] 3 ICT⼊⾨ 
[変更] 4 ＡＩ基礎 
[変更] 5 情報のための数学Ⅰ 
[変更] 6 情報のための数学Ⅱ 
 7 技術者のための数理Ⅰ 
 8 技術者のための数理Ⅱ 
[変更] 9 プログラミング基礎（DM） 
[変更] 10 プログラミング基礎（DE） 
[変更] 11 プログラミング⼊⾨（MM） 
[変更] 12 ⼼理情報プログラミングⅠ（MP） 
[変更] 13 プログラミングⅠ（CC） 
[変更] 14 知能情報プログラミングⅠ（CA） 
[変更] 15 プログラミング基礎Ⅰ（CR） 
[変更] 16 化学コンピュータ演習Ｉ（BE） 
[変更] 17 データ解析（BS) 
[変更] 18 プログラミング基礎（KM） 
[変更] 19 プログラミング基礎（KS） 
[変更] 20 数理モデルプログラミング（KA） 
[変更] 21 電気電⼦プログラミング（KE） 
[変更] 22 電気電⼦プログラミング（KI） 
[変更] 23 ⽔理学Ⅰ（KC） 
[変更] 24 建築エンジニアリング情報演習Ⅱ（AE） 
[変更] 25 建築デザイン情報演習Ⅱ（AD） 
 26 AI プログラミング⼊⾨ 
 Ⅱ．AI・データサイエンス基礎 
 1 修学基礎Ａ 
 2 プロジェクトデザインⅠ 
 3 プロジェクトデザインⅡ 
 4 プロジェクトデザイン実践 
 5 データサイエンス⼊⾨ 
[変更] 6 ＡＩ基礎 
 Ⅲ．AI・データサイエンス実践 
 1 プロジェクトデザインⅠ 
 2 プロジェクトデザインⅡ 
 4 プロジェクトデザイン実践 
 Ⅳ．選択項⽬・その他 
 1 データサイエンス基礎Ⅰ 
 2 IoT 基礎 
 3 ビジネスデータサイエンス 
 4 ネットワークセキュリティ 



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

線形代数学数理・DS・AI教育課程 ２期（後学期）

数理基礎科目  2 G153-01 １期（前学期）

数理基礎

1 ベクトル・行列

2 掃き出し法

3 行列式・余因子展開

4 固有値・固有ベクトル

5 地域連携

D

D

D

D

C

A

 30  30  15   0   0   0  25 100

 10  10   0   0   0   0  10  30

 10  10  10   0   0   0   0  30

  0   0   0   0   0   0   0   0

 10  10   5   0   0   0   0  25

  0   0   0   0   0   0  15  15

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

線形代数は，「まっすぐな対象」を統一的に扱う分野であり，理学・工学、データサイエン

スなど，さまざまな分野において必要不可欠な学問である．ベクトルの演算や行列の計算，

連立１次方程式の解法，１次変換，行列式などの学習を通して，多次元の対象を代数的に扱

える能力を養い，専門分野へ応用できる力を養う．また，地域に住む地域住民や企業と連携

した授業運営・特別講演を行う．

本科目の内容は，
・ベクトルの演算（和，差，スカラー倍）
・行列とその演算（和，差，スカラー倍，積）
・基本変形を用いた連立１次方程式の解法（掃き出し法）
・逆行列
・１次変換
・行列式の定義と性質
・余因子展開とその応用
・ベクトルの内積と外積
・ベクトルの１次独立性と１次従属性
・行列の固有値と固有ベクトル　など．

毎回の予習，復習が大切である．特に、授業後は教科書の問題を解き，しっかり理解しておくこと．普段から，結論のみなら
ず，その導出課程を論理的かつ明瞭に記述する練習を行い，特に宿題やレポートでは丁寧に記述すること．数理工教育研究セ
ンターや担当教員のオフィスアワーを積極的に活用すること．

教科書：線形代数学[金沢工業大学]
参考書：A First Course in Linear Algebra (Open Textbook Library)[CreateSpace Independent Publishing Platform]
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

数式に対する基礎的な計算能力（文字式の計算，１次方程式・２次方程式，三角比，三角関数）と座標平面の知識

ベクトルと行列を理解し，その演算を計算し応用することができる．

連立１次方程式を「掃き出し法」を用いて解くことができる．

行列式の性質を理解し，それを用いて行列式を計算することができる．

１次変換を理解し，その表現行列の固有値・固有ベクトルを求めることができる．

基礎的な数学用語の英単語を理解し，英語で出題された問題に対応できる．

毎回の授業に出席し，授業内容の理解に努め，演習や宿題をやり遂げることができる．
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評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

G153-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

試験は学期末に１回実施する．達成すべき行動目標を総合評価の３０％として評価する．

試験範囲は全範囲であり，評価割合も高いので確実な復習が必要である．

小テストは２回実施する．

各小テストの成績により，達成すべき行動目標の達成度を合計３０％として評価する．

小テストの範囲および授業回数は授業明細表に記載してある．

レポートを総合評価の１５％として評価する．

課題に忍耐強く取り組むことにより，論理的思考力を養う．

そのために，課題に対し，解答のプロセスを論理的に記述すること．

また，他人のレポートを写すことは厳に慎むこと．

　

　

　

予習・復習として取り組んだ演習や宿題について２５％で評価する

（学習に取り組む姿勢・意欲も受講態度なども含む）．

質問や疑問がある場合，数理工教育研究センターを積極的に利用すること．

・ベクトルと行列の演算を正しく計算できる． ・ベクトルと行列の演算を計算できる．
・複雑な連立１次方程式も「掃き出し法」を用いて解くことが ・基本的な連立１次方程式を「掃き出し法」を用いて解くこと
できる． ができる．
・１次変換の意味を理解し，行列を用いて表現することができ ・平面における１次変換を，行列を用いて表現することができ
る． る．
・行列式の定義とその性質を十分理解し，複雑な行列式の計算 ・行列式の性質を理解し，行列式の計算をすることができる．
をすることができる． ・余因子を用いて逆行列を計算することができる．
・余因子の性質を理解し，逆行列が求まることを理解できる． ・簡単な行列について固有値・固有ベクトルを求めることがで
・固有値と固有ベクトルを求め，それを対角化に応用すること きる．
ができる．



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G153-01

  3

1

/

2

/

3

/

4

/

5

/

6

/

7

/

8

/

9

/

10

/

11

/

12

/

13

/

14

/

15

/

16

/

科目ガイダンス
ベクトルとその演算（和・差・スカラー倍）

行列とその演算（和，差，スカラー倍，積）
正方行列

正方行列の逆行列
行基本変形（掃き出し法）による連立１次方程式の解
法

３次正方行列の逆行列

小テスト（１）【範囲：１～４回】
１次変換の定義と表現行列

１次変換の合成
逆変換

行列式の定義
２次・３次の行列式の計算

行列式の性質と計算

行列式の余因子展開
余因子展開の応用

小テスト（２）【範囲：５～９回】
ベクトルの内積と外積

ベクトルの１次独立・１次従属

固有値・固有ベクトルとその性質

行列の対角化とその応用
総復習

総復習
期末試験【範囲：１～１３回】

期末試験の解説
科目アンケート

特別講義「企業と数理」
地元企業の技術者による講演（地域連携教育）

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

小テスト実施
講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

小テスト実施
講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義
期末試験実施

期末試験の解説
全体の自己点検
授業アンケートの実施

大学で学ぶ数理の必要性や重
要性についての講演を聴講
する．
講演会の聴講に関しては，担
当教員に従う．

復習：ベクトルとその演算
予習：行列とその演算

復習：行列の演算，正方行列
予習：逆行列，連立1次方程式

復習：逆行列，掃き出し法
予習：基本変形

復習：基本変形，３次行列の逆行
列
予習：小テストに向けて今までの
学習内容を確認

復習：１次変換，表現行列
予習：１次変換の合成，逆変換

復習：１次変換の合成，逆変換
予習：行列式の定義と計算
自己点検：小テスト結果の振り返
り

復習：行列式の定義と計算
予習：基本変形の復習，行列式の
計算法

復習：行列式の計算法
予習：余因子展開

復習：余因子展開
予習：小テストに向けて今までの
学習内容を確認

復習：ベクトルの内積と外積
予習：１次独立・１次従属

復習：１次独立・１次従属
予習：固有値・固有ベクトル
自己点検：小テスト結果の振り返
り

復習：固有値・固有ベクトル
予習：行列の対角化

復習：行列の対角化
予習：期末試験に備え，1～13回
の内容について総復習をしておく
．

復習：期末試験の振り返り
自己点検：提出物，出欠の確認な
ど

期末試験の結果を確認する．
全体の自己点検：必要な復習項目
を確認する．

予習：講演者の企業について調べ
てくる．
復習：各自の講演メモを参考に講
演に関する感想文を書く．
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再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

ＩＣＴ入門PD基礎教育課程 １期（前学期）

基礎プロジェクト科目  1 G256-01

基礎プロジェクト

1 Windows

2 インターネット

3 セキュリティ

4 文書作成

5 プレゼンテーション

H

H

H

H

H

H

  0   0 100   0   0   0   0 100

  0   0  40   0   0   0   0  40

  0   0  30   0   0   0   0  30

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0  20   0   0   0   0  20

  0   0  10   0   0   0   0  10

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

パーソナルコンピューター(パソコン)の仕組みとその能力・可能性を理解する。その上でパ

ソコンを教育・研究・技術開発など、学生として、また社会人となって、活用するための基

礎的能力を修得する。特に、文書作成やプレゼンテーション資料作成の伝える力を修得する

。

本科目の授業では、各自のパソコン(ノートパソコン)を学業と学生生活に活用するための以下のような基礎知識を学ぶ。

　１．パソコンの基本操作：Windowsの操作およびソフトウェアのインストールなどの基本操作を修得する。
　２．ネットワーク操作：学内・学外のネットワークへの接続設定方法、学内・学外のWebページの閲覧方法、学内Webシス
　　　テムの利用方法、ネットワークセキュリティやウイルス対策ソフトに関する知識と情報、日常インターネット上での
　　　基本的なマナーを修得する。
　３．オフィスソフト操作：文書作成やプレゼンテーション資料作成の基礎能力を修得する。

教科書：ICT入門・データサイエンス入門 2025年[金沢工業大学]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

予備知識、技能は前提としません。
演習では、各自が所有するノートパソコンを使用します。
授業には、ノートパソコン、電源アダプター、ネットワークケーブル(LANケーブル)を必ず持参すること。

パーソナルコンピューターの基礎知識を修得し、ノートパソコンの特徴と利用方法を理解する。

Windowsの基礎知識を修得し、WindowsとWindows上で動作するアプリケーションを利用することができる。

ソフトウェアのインストール方法を修得し、パソコンを本学の学業において利用可能な状態にすることができる。

ウイルス感染の仕組みを理解し、コンピューターウイルスから各自のパソコンを防衛することができる。

ネットワークの設定方法を修得し、Web上のマナーを理解して、学内ネットワーク・学内外のWebページを活用できる。

オフィスソフトの操作方法を修得し、効果的な文書・プレゼンテーション資料を作成できる。
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評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

G256-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

　

　

該当時点までの演習で修得した能力を幅広く検証し、コンピュータの操作を正確に実行できるかどうかの

観点で評価を行う。第４回、第７回にレポート課題の内容を提示する。

　

　

　

　

コンピューターが持つ能力を理解し、ハードウェア・ソフトウ コンピューターを日々管理ができ、Windows、Word、PowerPoin
ェアの様々な問題に対して、適切な機能を選択して対応できる tを、目的に合わせて利活用できる。
。また、問題解決にあたり、その問題がもつ特質を見極め、最
適なソフトウェアを適用し、その機能を活用できる。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G256-01

  3

1

/

2

/

3

/

4

/

5

/

6

/

7

/

8

/

【ネットワーク設定オリエンテーション①】
PC設定・Windows・情報リテラシー（その１）
・ガイダンス（授業とスケジュールの概要）

（教科書）
・ハードウェアの解説                （1.2）
・ノートパソコンのセットアップ
・Windows その１                    （1.3）
・ネットワーク接続（有線LAN接続）   （資料1）
・電子メールの利用                  （資料3）
・学内Webシステムの閲覧・利用方法   （資料2）
・Remote-VPNの利用方法              （資料5）

【ネットワーク設定オリエンテーション②】
PC設定・Windows・情報リテラシー（その２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （教科書）
・Windows その２                    （1.4）
・Microsoft Officeのインストール    （資料4）
・クラウドストレージBoxの利用方法　 （資料5）
・Web会議サービスZoomの設定・演習

PC設定・Windows・情報リテラシー（その３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （教科書）
・日本語入力                        （1.5）
・タッチタイピング                  （1.6）
・フォルダー・ファイル操作          （1.7）
・レポート提出の説明・演習          （資料2）
・無線LANの利用方法                 （資料5）
・ウィルス対策ソフトウェアのｲﾝｽﾄｰﾙ  （資料5）

PC設定・Windows・情報リテラシー（その４）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （教科書）
・情報リテラシー                    （2.1-2.8）
・ネットワークプリンターの設定      （資料5）
・アカウント一覧確認                （資料6）
・振り返り

Windowsレポート課題提示

Word（その１）
・起動と終了、ファイルの新規作成と保存、既存ファ
イルの読み込みと保存、ウィンドウの基本操作、ペー
ジ設定
・編集操作①（範囲選択、移動／コピー）

Word（その２）
・編集操作②（フォント、中央揃え、ワードアートの
挿入、図の挿入）、印刷
・編集操作③（図形、テキストボックス、段組、脚注
）
・表の基本操作（作成、挿入、編集、削除）

Word（その３）
・単語検索と置換、数式入力、その他の機能（行頭記
号、目次、ヘッダー、フッター、ヘルプ機能）

Wordレポート課題提示

PowerPoint
・パワーポイントの起動と終了
・プレゼンテーションの操作
・スライドへの種々のオブジェクトの挿入
・スライドショーの操作
・プレゼンテーションの印刷
・画像の操作（ペイントについて）

自己点検、授業アンケート

講義
ノートパソコンを用いた演習

講義
ノートパソコンを用いた演習

講義
ノートパソコンを用いた演習

講義
ノートパソコンを用いた演習

講義
ノートパソコンを用いた演習

講義
ノートパソコンを用いた演習

講義
ノートパソコンを用いた演習

講義
ノートパソコンを用いた演習

授業内で設定・演習を終えること
ができなかった箇所については、
次回の授業までに各自で対処し、
できるようにしておく。

授業内で設定・演習を終えること
ができなかった箇所については、
次回の授業までに各自で対処し、
できるようにしておく。

授業内で設定・演習を終えること
ができなかった箇所については、
次回の授業までに各自で対処し、
できるようにしておく。

授業内で設定・演習を終えること
ができなかった箇所については、
次回の授業までに各自で対処し、
できるようにしておく。
また、これまでの内容を振り返り
、定着を図る。

教科書の該当部分に目を通してお
く。授業後は学習・演習内容を再
確認する。

教科書の該当部分に目を通してお
く。授業後は学習・演習内容を再
確認する。

教科書の該当部分に目を通してお
く
Wordについてのこれまでの学習・
演習内容を復習しておく。

パワーポイントの機能および基本
操作について、教科書の該当部分
に目を通しておく。
達成目標の各項目を点検し、達成
度の低い項目について学習する。
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再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

ＡＩ基礎数理・DS・AI教育課程 ２期（後学期）

数理基礎科目  1 G240-01

数理基礎

1 AI

2 画像認識

3 自然言語分析

4 対話型音声識別

5 機械学習

D,H

D,H

D,H

D

B

A

  0   0  70   0   0   0  30 100

  0   0  40   0   0   0  20  60

  0   0  20   0   0   0   0  20

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0  10   0   0   0  10  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

この科目ではAI（Artificial Intelligence）に関する，基本的機能や活用例を，アクティ

ブラーニングをとおして体験し，最先端技術について，さまざまな基本的実例を通して学ぶ

。AI基礎においては，サイエンス・テクノロジーの新しいパラダイムに対応できる素地を涵

養するため，AIの歴史，AI独自の画像認識，文章カテゴリー化と自然言語処理，対話型音声

識別などの基本的内容を理解し，基本的操作ができるようになる。さらに，機械学習（深層

学習）に必要な初等的なデータ構成ができるようになる。

○　学習内容は下記の通りである：
　　　１．AIの基本的仕組み，AI機能の基本的・代表的機能
　　　　　機械学習（深層学習）の働きの初等的理論について学習する
　　　　　また，AI機能の基本的機能の具体例としては，
　　　　　(1) 画像認識　　　　　
　　　　　(2) 自然言語処理
　　　　　(3) 対話型音声識別
　　　　　を理解し，基礎的操作について学習する

２．AIの歴史について学習する
３．AIを活用する際に関係する法令の遵守と倫理的問題について学習する

　　　　　(1) 個人情報保護法などの法令の遵守について
　　　　　(2) 法令より広範な基準としてのAI倫理について：人に関わる情報やデータの取り扱いに関する倫理の尊重
　　　４．AIの機械学習に必要な基礎的データ構成について学習し，実際に簡単なデータを作成する
　　　５．AIの様々な機能の理学・工学への応用例の学習

教科書：指定なし
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

○この授業で必要な基礎知識はコンピュータ操作の基礎である。
○この分野の進歩は早く，解説書類はすぐに対応しなくなるため，授業の進行に応じて，プリントを配布する。配布されたプ
リントなどで十分学習すること。参考書などはその都度，最新のものを紹介する。
○レポートは丁寧に書き、提出期日を厳守すること。また他人のレポートを写すようなことは厳に慎むこと。

AIの画像識別の基本例を理解でき，基本的操作を行うことができる。

AIの自然言語処理の基本例を理解でき，基本的操作を行うことができる。

AIの対話型音声識別機能の基本例を理解でき，基本的操作を行うことができる。

機械学習に必要な，基礎的データ構造を理解し，基本的なデータを構成できる。

AIの歴史を理解し，AIに関わる法令を遵守し，AI倫理を尊重する態度を身につけることができる。

毎回の授業に出席し,与えられた課題に取り組み、授業内容の理解に努めることができる。
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評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

G240-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

　

　

レポートは総合評価割合を７０％として評価する。レポートは文章やデータの数値，文章等を丁寧に書き

、課題に取り組んでいく過程を論理的に記述すること。他人のレポートを写すことは厳に慎むこと。また

、レポートの提出期日を厳守すること。レポートの提出期日はガイダンスで配布される授業予定表に記載

してある。

　

　

　

学習に取り組む姿勢・意欲を，受講態度や授業内容の理解度を，実際のAI操作に取り組む状況で評価し，

さらに予習・復習として取り組んだ宿題や演習も含めて，総合評価割合30％として評価する．

・AIの仕組みを理解でき，工学的応用例をあげることが ・AIの仕組みを理解でき，基本的応用例をあげることが
できる。 できる。
・AIの歴史を十分理解でき，説明することができる。 ・AIの歴史を理解でき，概要を説明することができる。
・機械学習（深層学習）の基礎的内容を十分理解でき，説明す ・機械学習（深層学習）の基礎的内容を理解でき，概要を説明
ることができる。 することができる。
・画像識別の基本的仕組みを理解し，十分操作ができる。 ・画像識別の基本的仕組みを理解し，操作ができる。
・自然言語処理の基本的仕組みを理解し，十分操作ができる。 ・自然言語処理の基本的仕組みを理解し，操作ができる。
・対話型音声識別機能の基本的仕組みを理解し，十分操作が ・対話型音声識別機能の基本的仕組みを理解し，操作が
できる。 できる。
・機械学習のためのデータを目的に応じて，十分準備できる。 ・機械学習のためのデータを必要量準備できる。
・AIに関する法令を理解し遵守できる。また，AI倫理について ・AIに関する法令を理解し遵守できる。また，AI倫理について
の理解を深め，尊重することができる。 の理解を深め，尊重することができる。

Owner
ハイライト表示



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G240-01

  3

１回

/

２回

/

３回

/

４回

/

５回

/

６回

/

７回

/

○科目ガイダンス　
○AIの基本的働きの概要を学習する。
○AIの基本的操作を学習する。

○AIの画像認識について学ぶ。
○AIに関連する法令を学ぶ。
○AIに関連する倫理問題を学び，「人に関する情報に
おける倫理尊重」の必要性を理解する。

○ＡＩの画像識別を数字や文字を中心に学ぶ。
○機械学習用データ構成の基礎を学ぶ。

○機械学習用データ作成の基礎を学ぶ。
○自作データによる画像識別について学ぶ。

○自然言語処理について学ぶ。

○自然言語処理とそのデータ分析について学ぶ。　
○対話型音声識別について学ぶ。

○AIの歴史について学ぶ。
○全体について振り返り，機械学習（深層学習）につ
いて，グループ討議を行い復習する。
○自己点検授業として，出席，提出物，成績評価につ
いての確認を行う。

○学習目標、授業方針、評価
方法等について説明する。
○簡単なモデルによりAI紹介
する。
○画像識別の使用例を紹介す
る。
○簡単なサンプルによるAI使
用を体験する。（音声認識，
テキスト音声変換など）

○画像認識の仕組みを理解し
，デモ用モデルを用いて，基
本操作を体験する。
○AI倫理に関する説明を
行う。
○「AIに関する倫理的使用に
関する学生宣言」への署名を
行う。
○これまでの授業について振
り返りを行う。

○数字・文字の画像識別を体
験する。
○簡単なデータ作成を行う。

○画像認識の応用に関するグ
ループ学習と討議を行う。
○レポート作成の準備を
行う。
○分類器による機械学習の実
習を行う。

○自然言語処理：NLPをとお
してAIの仕組みを解説する。
○自然言語処理の実習を
行う。
○生成AIでの自然言語処理の
演習を行う。
○これまでの授業について振
り返りを行う。

○自然言語処理：NLP分類器
の使用を体験する。
○画像認識の仕組みを
理解し，デモ用モデルを
用いて，基本操作を体験
する。
○レポート作成の準備を
行う。

○AIの歴史を解説する。
○グループ討議を実施する。
○これまでの授業について振
り返りを行う。
○出席，提出物を確認する。
○成績評価の説明をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○AIの歴史について学習した内容
を復習する。
○これまで学習した内容を振り返
り，全体の流れを確認し，復習す
る。
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再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

情報のための数学Ⅰ数理・DS・AI教育課程 １期（前学期）

数理基礎科目  2 G154-01 ２期（後学期）

数理基礎

1 n進数

2 浮動小数点形式

3 集合と論理

4 論理代数

5 論理回路

D

D

D

D

C

A

 30  30  15   0   0   0  25 100

 20  20   0   0   0   0  15  55

 10  10  15   0   0   0   0  35

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0  10  10

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

本科目では，情報フロンティア学部での学習の基礎となる数学を学習する．前半は，2進数

，8進数，16進数などのn進法の基礎とその演算について学習する．また，コンピュータ内で

の数の表し方（浮動小数点数形式）について学ぶ．後半は，集合の考え方を論理代数に適用

し，コンピュータ内での論理の表し方の基礎を学習する．さらに，論理代数演算をコンピュ

ータ内で実現するための論理回路の構成法についても学習する．本科目では，n進法および

論理代数の基礎知識の習得を目標とする．

本科目では，以下について学習する．
○ n進数：2進数，8進数，16進数
○ n進数の基数変換
○ 2進数の四則演算
○コンピュータ内での数の表し方：浮動小数点数形式
○集合と論理代数：集合の基礎，命題論理，真理値表
○コンピュータ内での論理の表し方：論理回路

学習上の助言
・専門課程への基礎となる授業であるので，理想的な達成レベルを目標とすること．
・補助教材は適宜配布するが，各自で専門書を参照することも勧める．
・毎回の予習・復習が大切である．
・レポートは，説明や数式を丁寧に書き，課題に取り組んでいく過程を，論理的に記述すること．
・質問や疑問がある場合は，数理工教育研究センターを積極的に利用することを勧める．

教科書：情報のための数学Ⅰ・Ⅱ[金沢工業大学]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

主に整数の四則演算を扱うため，高等学校以上の数学の知識は不要であるが，指数計算等計算のためのスキルが必要となる．
また，新しい知識を取り込む力が必要である．

10進数⇔n進数の基数変換や，2進数の四則演算ができる．

コンピュータ内での数の表し方が理解できる．

集合・論理の概念が理解できる．

論理演算・論理回路が理解できる．

基礎的な数学用語の英単語を理解し，英語で出題された問題に対応することができる．

毎回の授業に出席し，授業内容の理解に努めて，レポート・宿題をやり遂げることができる．

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

G154-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

試験は学期末に1回実施する．総合評価割合の30％とし，学習教育目標の達成度を測る．実施授業回と試

験範囲は，授業明細表に記載している．

小テストを1回実施し，総合評価割合30％として評価する．小テストの範囲，および，実施授業回は，授

業明細表に記載している．

授業で学習した内容を含む演習問題や，関連した応用問題について解答を作成し，レポートとしてまとめ

る．総合評価割合15％として評価する．

　

　

　

学習に取り組む姿勢・意欲を，受講態度や授業内容の理解度を補充する課外学習への参加などで評価し，

さらに予習・復習として取り組んだ宿題や演習も含めて，総合評価割合25％として評価する．なお，各課

題の提出期日は，担当教員の指示に従うこと．

・10進数とn進数の相互関係が，正確に理解できる． ・10進数とn進数の相互関係が理解できる．
・2進数の四則演算が正確にでき，補数を理解している． ・2進数の和，差，積の計算ができる．
・小数の2進数表示ができ，浮動小数点数形式に正しく変換す ・小数の2進数表示ができ，浮動小数点数形式を理解すること
ることができる． ができる．
・集合の記号を理解し，論理演算が正しくできる． ・集合の記号を理解し，基本的な集合の計算ができる．
・論理回路を正しく記述することができる． ・論理記号を理解し，真理値表が作成できる．
・毎回の授業に出席し，レポート・宿題・演習をやり遂げるこ ・論理回路を記述することができる．
とができる． ・レポート・宿題・演習をやり遂げることができる



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G154-01

  3

第1回

/

第2回

/

第3回

/

第4回

/

第5回

/

第6回

/

第7回

/

第8回

/

第9回

/

第10回

/

第11回

/

第12回

/

第13回

/

第14回

〇科目ガイダンス・学習ガイダンス
○情報フロンティア学部における本科目の位置づけ

〇10進数からn進数への基数変換
○10進数とn進数の関係（数の桁と基数の関係）

〇2進数の四則演算(1)
○負の数の表現と補数

〇2進数の四則演算(2)

〇負の指数と指数法則
○小数の2進数表示

〇浮動小数点形式
○コンピュータ内における誤差

〇総復習
○10進数，2進数，16進数の相互関係についての演習
，補数についての演習

〇小テスト
○集合の包含関係・ドモルガンの法則

〇小テストの解説・振り返り
〇命題論理と2値論理(1)

〇命題論理と2値論理(2)
○論理演算と真理値表

〇集合と論理代数(1)

〇集合と論理代数(2)
○論理回路

〇総復習
○集合と論理についての演習，論理回路図の演習

〇期末試験

○学習ガイダンス

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○2回&#12316;6回の学習内容
の振り返りのための演習を行
う．

○小テストを実施する
○講義，例題の解説

○講義，例題の解説
○自己点検
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○2回～13回の学習内容の振
り返りのための演習を行う．

○期末試験を実施する

復習：学習支援計画書を読み，学
生の行動目標を確認する．
予習：10進数から2進数への変換
について予習し，指数表記につい
て調べておく．

復習：10進数と2進数の相互関係
について，学習内容を復習する．
予習：2進数の四則演算や補数に
ついて予習し，疑問点をノートに
書いておく．

復習：2進数の四則演算及び補数
について，学習内容を復習する．
予習：2回～3回の学習内容で不十
分な点を点検しておく．

復習：2進数の四則演算及び補数
について，学習内容を復習する．
予習：負の指数と指数法則，小数
の2進表示について予習し，疑問
点をノートに書いておく．

復習：コンピュータ内での数の表
し方について，学習内容を復習す
る．
予習：浮動小数点数形式について
予習し，疑問点をノートに書いて
おく．

復習：コンピュータ内での数の表
し方について，学習内容を復習す
る．
予習：2回～6回の学習内容で不十
分な点を点検しておく．

復習：2回～7回の学習内容を復習
し，小テストに備える．
予習：集合について調べておく．

復習：小テストの問題を見直し，
負の指数と指数法則について，学
習内容を復習する．
予習：集合の包含関係・ドモルガ
ンの法則について予習し，疑問点
をノートに書いておく．

復習：小テストの解答を見直し，
学習内容を復習する．
予習：命題論理と2値論理につい
て予習し，疑問点をノートに書い
ておく．
自己点検：これまでの振り返り

復習：命題論理と2値論理につい
て，学習内容を復習する．
予習：8回～10回の学習内容で不
十分な点を点検しておく．

復習：集合と論理代数について，
学習内容を復習する．
予習：論理回路について予習し，
疑問点をノートに書いておく．

復習：論理回路について，学習内
容を復習する．
予習：8回～12回の学習内容で不
十分な点を点検しておく．

復習：期末試験に備えて，2回～1
3回の内容に関する復習をしてお
く．

復習：期末試験問題を見直し，復

復習：
20
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
90
予習：
30

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
30
自己点
検：30

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
120

復習：

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

owner
ハイライト表示



授業明細

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G154-01

  4

/

第15回

/

第16回

/

〇集合と論理についての復習

○振り返り授業
○全体の自己点検

数理リテラシーオリエンテーション

○講義，例題の解説

○期末試験の解説を通して，
2回～13回までの授業の振り
返りをする
○講義，例題の解説
○自己点検

担当教員の指示に従うこと
（日程は別途連絡）

習する．

復習：この授業で学んだことを振
り返り，不十分である内容につい
て復習する．
全体の自己点検．後学期開始まで
に学び直しておくべき学習事項の
確認．

120

復習：
60
自己点
検：30

Owner
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

情報のための数学Ⅱ数理・DS・AI教育課程 １期（前学期）

数理基礎科目  2 G155-01 ２期（後学期）

数理基礎

1 順列・組み合わせ

2 確率・条件付き確率

3 ベイズの定理

4 統計の基礎

5 Excelを用いたデータの整理

D

D

D

H

C

A

 25  20  20  10   0   0  25 100

 15  10   5   0   0   0  15  45

 10  10  10   0   0   0   0  30

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   5  10   0   0   0  15

  0   0   0   0   0   0  10  10

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

この科目では，情報フロンティア学部での学習の基礎となる数学を学習する．前半は，順列

・組み合わせについて復習し，確率の基本と条件付き確率やベイズの定理について学ぶ．後

半は，統計の基礎を学習し，Excelによる統計データ処理の基本操作を学習する．本科目で

は，Excelを利用したデータの整理と，それに関わる統計の基礎知識の習得を目標とする．

本科目では，以下について学習する．
○ 順列・組み合わせ
○ 確率・条件付き確率
○ ベイズの定理
○ 統計の基礎（度数分布表，ヒストグラム，相関図，平均・分散，共分散・相関係数）
○ Excelを用いたデータの整理

学習上の助言
・専門課程への基礎となる授業であるので，理想的な達成レベルを目標とすること．
・補助教材は適宜配布するが，各自で専門書を参照することも勧める．
・毎回の予習・復習が大切である．
・レポートは，説明や数式を丁寧に書き，課題に取り組んでいく過程を，論理的に記述すること．
・質問や疑問がある場合は，数理工教育研究センターを積極的に利用することを勧める．

教科書：情報のための数学Ⅰ・Ⅱ[金沢工業大学]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

高等学校までに学んだ確率や統計の基本的な知識があることが望ましい．講義ではパソコンを使用する場面が多いので，必ず
パソコンを携帯すること．

確率，条件付き確率，ベイズの定理が理解できる．

基本的な記述統計について理解できる．

数学的意味を理解して，Excelによるデータの統計処理ができる．

コンピュータを用いてデータを可視化できる．

基礎的な数学用語・統計用語の英単語を理解し，英語で出題された問題に対応することができる．

毎回の授業に出席し，授業内容の理解に努めて，レポート・宿題をやり遂げることができる．

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

G155-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

試験は学期の中間に1回実施する．総合評価割合の25％とし，学習教育目標の達成度を測る．

実施授業回と試験範囲は，授業明細表に記載している．

小テストを1回実施し，総合評価割合20％として評価する．小テストの範囲，および，実施授業回は，授

業明細表に記載している．

授業で課されたExcelを用いる演習問題や，各自が取得したデータに対する整理と分析結果をレポートと

してまとめる．総合評価割合20％として評価する．

授業で課されたExcelを用いる演習問題を踏まえて，各自が取得したデータを整理・分析し，成果発表を

行う．総合評価割合10％として評価する．

　

　

学習に取り組む姿勢・意欲を，受講態度や授業内容の理解度を補充する課外学習への参加などで評価し，

さらに予習・復習として取り組んだ宿題や演習も含めて，総合評価割合25％として評価する．なお，各課

題の提出期日は，担当教員の指示に従うこと．

・順列・組み合わせの計算が正しくでき，いろいろな問題に応 ・順列・組み合わせの計算が正しくできる．
用できる． ・確率，条件付き確率，ベイズの定理を用いた計算を行うこと
・確率，条件付き確率，ベイズの定理を用いた計算を正しく行 ができる．
うことができる． ・確率の概念が理解できる．
・確率の概念が理解でき，実際の確率的問題に応用することが ・統計の基本事項を理解し，手計算・Excelによってデータの
できる． 特性値を求め，データの可視化の処理を行うことができる．
・統計の基本事項を理解し，手計算・Excelによってデータの ・レポート・宿題・演習・成果発表をやり遂げることができる
特性値を正確に求め，データの可視化の処理が正しくできる． ．
・毎回の授業に出席し，レポート・宿題・演習・成果発表をや
り遂げることができる．



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G155-01

  3

第1回

/

第2回

/

第3回

/

第4回

/

第5回

/

第6 回

/

第7回

/

第8回

/

第9回

/

第10回

/

第11回

/

第12回

/

第13回

/

第14回

〇科目ガイダンス・学習ガイダンス
○順列・組み合わせ

○事象と確率

〇総復習
〇順列・組合せ，事象と確率についての演習

〇小テスト
〇条件付き確率(1)

〇小テストの解説・振り返り
〇条件付き確率(2)

〇ベイズの定理

〇総復習
〇条件付き確率，ベイズの定理についての演習

〇期末試験
○Σ記号についての理解と演習

〇期末試験の解説・振り返り
〇記述統計（1変量）
・データの特性値
・度数分布表とヒストグラム

〇記述統計（2変量）
・相関係数
・相関図と回帰直線

〇Excelを用いたデータの処理(1)
・データの特性値の算出
・度数分布表とヒストグラムの作成

〇Excelを用いたデータの処理(2)
・共分散と相関係数の算出
・相関図と回帰直線の描画
・レポート作成

〇Excelを用いたデータの処理(3)
・成果発表のためのチーム活動

〇統計データに関する成果発表

〇学習ガイダンス
○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○1回～2回の学習内容の振り
返りのための演習を行う．

○小テストを実施する
○講義，例題の解説

○講義，例題の解説
○自己点検
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○1回～6回の学習内容の振り
返りのための演習を行う．

○期末試験を実施する
○講義，例題の解説

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○講義，例題の解説
＊学習内容確認のための演習

○Excel演習

○Excel演習

○チーム活動
＊活動報告を行う．

○成果発表
＊取得したデータを統計処理

復習：学習支援計画書を読み，学
生の行動目標を確認する．
予習：事象と確率について予習し
，疑問点をノートに書いておく．

復習：事象と確率について，学習
内容を復習する．
予習：1回～2回の学習内容で不十
分な点を点検しておく．

復習：1回～3回の学習内容を復習
し，小テストに備える．
予習：条件付き確率について調べ
ておく．

復習：小テストの問題を見直し，
順列・組み合わせ，事象と確率に
ついて，学習内容を復習する．
予習：条件付き確率について予習
し，疑問点をノートに書いておく
．

復習：小テストの解答を見直し，
学習内容を復習する．
予習：ベイズの定理について予習
し，疑問点をノートに書いておく
．
自己点検：これまでの振り返り

復習：ベイズの定理について，学
習内容を復習する．
予習：1回～6回の学習内容で不十
分な点を点検しておく．

復習：期末試験に備えて，1回～7
回の内容に関する復習をしておく

復習：期末試験問題を見直し，復
習する．

復習：期末試験の解答を見直し，
学習内容を復習する．
予習：2変量の記述統計について
予習し，疑問点をノートに書いて
おく．
自己点検：これまでの振り返り

復習：1変量の記述統計について
，学習内容を復習する．
予習：Excel操作について予習し
ておく．

復習：Excelの演習課題を完成さ
せておく．
予習：Excelの関数と使用法につ
いて調べておく．データの特性値
について予習し，疑問点をノート
に書いておく．

復習：Excelの演習課題を完成さ
せておく．
予習：データを収集し，これまで
に学んだ統計を用いて整理し，さ
らに発表を行うためにまとめる．

復習：レポート課題と発表用のpp
t資料を完成させておく．
予習：発表のための予行演習をし
ておく．

復習：成果発表の結果を受けて，
データの収集，データの整理方法

復習：
30
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
120

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
30
自己点
検：30

復習：
60
予習：
60

復習：
120

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
30
自己点
検：30

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
60
予習：
60

復習：
120

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



授業明細

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G155-01

  4

/

第15回

/

○振り返り授業
○全体の自己点検

し，まとめた内容について発
表を行う．

○授業全体の総括
○各自の評価の確認

，記述統計によるデータの特性値
について復習する．

復習：この授業で学んだことを振
り返り，不十分である内容につい
て復習する．
全体の自己点検：後学期開始まで
に学び直しておくべき学習事項の
確認をしておく．

復習：
60
自己点
検：60



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

技術者のための数理Ⅰ数理・DS・AI教育課程 １期（前学期）

数理基礎科目  2 G151-01 ２期（後学期）

数理基礎

1 関数とグラフ

2 方程式と逆関数

3 指数関数と対数関数

4 三角関数と逆三角関数

5 関数の極限

D

D

D

D

C

A

 30  30  15   0   0   0  25 100

 10  10   0   0   0   0  10  30

 10  10   5   0   0   0   0  25

  0   0   0   0   0   0   0   0

 10  10  10   0   0   0   0  30

  0   0   0   0   0   0  15  15

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

理系学問は，関数と微積分の知識を土台として構築されている．本科目では，関数と逆関数

について学び，関数の極限について学習する．また，指数関数，対数関数，三角関数，逆三

角関数の理解を深め，その計算に習熟することを目指す．

対面授業をベースとしながら，オンデマンド教材も用いて自学自習できる．

第1章　関数とグラフ　　　1.1 関数　 1.2 関数のグラフ　 1.3 グラフの移動　　　　1.4 関数の極限値
第2章　方程式と逆関数　　2.1 逆関数と対数関数　　　2.2 三角関数と逆三角関数　　2.3 三角関数の相互関係・加法定理

○内容の理解度が不足している場合は，適宜補充授業を行うことがある．
○毎日の予習・復習が大切である．特に，授業後には問題を解き，理解を徹底させること．
○教科書の理解に必要な内容を進んで自学自習すること．
○補助教材は必要に応じて，適宜配付する．
○宿題やレポート課題は説明や数式を丁寧に書き，計算の過程を論理的に記述すること．
○学習支援としての数理工教育研究センターやオフィスアワーを積極的に活用すること．

教科書：技術者のための数理　 Integrated Math and Science for Engineer[金沢工業大学]
参考書：微分積分読本　－1変数－[裳華房]、意味がわかれば数学の風景が見えてくる[ベレ出版]、工学系数学テキストシリ
　　　　ーズ 「微分積分」[森北出版]
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

数式に対する基本的な計算能力（整式の計算，整式の展開と因数分解，整式の除法，分数式の計算など）

関数の概念を理解し，基本的な関数のグラフを描くことができる．

逆関数について理解し，基本的な関数の逆関数を求め，それらのグラフを描くことができる．

指数関数・対数関数，三角関数・逆三角関数について理解し，それらを用いて計算することができる．

関数の極限値を求めることができる．

基礎的な数学用語の英単語を理解し，英語で出題された問題に対応できる．

毎回の授業に出席し，授業内容の理解に努め，演習や宿題をやり遂げることができる．

Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

G151-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

試験は学期末に１回実施して，総合評価の３０％として評価する．

試験範囲は全範囲であり，評価割合も高いので確実な復習が必要である．

小テストは２回実施する．

各小テストの成績により，合計して総合評価の３０％として評価する．

小テストの範囲および授業回数は授業明細表に記載してある．

レポートを総合評価の１５％として評価する．

課題に忍耐強く取り組むことにより，論理的思考力を養う．

そのために，課題に対し，解答のプロセスを論理的に記述すること．

また，他人のレポートを写すことは厳に慎むこと．

　

　

　

予習・復習として取り組んだ演習や宿題について総合評価の２５％で評価する．

（学習に取り組む姿勢・意欲や受講態度なども含む）．

質問や疑問がある場合，数理工教育研究センターを積極的に利用すること．

・関数と逆関数の概念を理解し，基本的な関数のグラフを正確 ・関数と逆関数の概念を理解し，基本的な関数のグラフを描く
　に描くことができる． 　ことができる．
・指数関数や対数関数について理解し，それらに関する計算が ・指数関数や対数関数について理解し，それらに関する計算が
　正確にできる． 　できる．
・三角関数や逆三角関数について理解し，それらに関する計算 ・三角関数や逆三角関数について理解し，それらに関する計算
　が正確にできる． 　ができる．
・関数の極限値を正確に求めることができる． ・関数の極限値を求めることができる．



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G151-01

  3

1回

/

2回

/

3回

/

4回

/

5回

/

6回

/

7回

/

8回

/

9回

/

10回

/

11回

/

12回

/

13回

/

14回

/

15回

/

○科目ガイダンス
　クラスの授業予定は，担当教員の指示に従うこと．
（「人間と自然」による調整があります）

○関数（定義域・値域）について学習する．

○多項式関数や有理関数について学習する．

○有理関数や指数関数，グラフの平行移動について
　学習する．

○指数関数やグラフの移動について学習する．

○グラフの移動や関数の極限値について学習する．

○関数の連続性や極限値について学習する．

○小テスト１【範囲：１～６回
　（関数の連続性は除く）】
○逆関数について学習する．

○無理関数について学習する．

○対数関数について学習する．

○三角関数について学習する．

○逆三角関数について学習する．

〇小テスト２【範囲：７～１１回】
○三角関数の合成について学習する．

○総復習
○レポート課題の説明

○総復習
〇期末試験【範囲：１～１２回
　（関数の連続性は除く）】

○期末試験・レポート課題の解説
〇授業アンケート
〇数理リテラシーオリエンテーション

○科目ガイダンス
○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○小テスト１を実施する．
○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○小テスト２を実施する．
○講義・演習

○講義・演習

○講義
○期末試験を実施する．

○期末試験の解説
○全体の自己点検
○授業アンケートの実施

・学習支援計画書を読み、学生の
　行動目標を確認する．
・復習：関数の定義と概念
・次回予習：関数のグラフ

・自学：多項式関数
・復習：有理関数と偶関数・
　奇関数
・予習：指数法則

・自学：指数計算
・復習：指数関数のグラフ
・次回予習：グラフの対称移動

・自学：関数の標準形
・復習：グラフの移動
・次回予習：関数の極限値

・自学：グラフの概形
・復習：不定形の極限値
・次回予習：関数の漸近線

・自学：ガウス記号
・復習：関数の連続性と解の
　存在定理
・次回予習：小テスト１に備え，
　1回～6回の学習内容を復習す
　る。

・自学：逆関数のグラフ
・復習：小テスト１の振り返り
・次回予習：累乗と累乗根

・復習：無理関数のグラフ
・自学：対数
・次回予習：対数計算
・自己点検

・自学：対数法則・底の変換公式
・復習：指数方程式・不等式
・次回予習：三角関数の定義

・自学：弧度法と三角関数の値
・復習：三角関数のグラフ
・次回予習：逆三角関数の定義

・自学：逆三角関数の値
・復習：逆三角関数のグラフ
・次回予習：小テスト２に備え，
　７～11回の学習内容を復習す
　る．

・自学：三角関数の加法定理
・復習：小テスト２の振り返り
・次回予習：レポート課題

・レポート課題を仕上げる
・復習：期末試験に備え，
　１～12回の内容について
　総復習をしておく．
・自己点検

・復習：期末試験の振り返り
　提出物，出欠の確認など

・期末試験の結果を確認する．
・全体の自己点検：必要な復習
　項目を確認する．
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再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

技術者のための数理Ⅱ数理・DS・AI教育課程 １期（前学期）

数理基礎科目  2 G152-01 ２期（後学期）

数理基礎

1 微分係数と接線

2 様々な微分法

3 リーマン和

4 微分積分学の定理

5 様々な関数の積分

D

D

D

D

C

A

 30  30  15   0   0   0  25 100

 10  10   0   0   0   0  10  30

 10  10   5   0   0   0   0  25

  0   0   0   0   0   0   0   0

 10  10  10   0   0   0   0  30

  0   0   0   0   0   0  15  15

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

理系学問は，関数と微積分の知識を土台として構築されている．本科目では，微分法の考え

方を理解し，積・商・合成関数の微分法や逆関数の微分法を修得する．さらに，求積法の概

念を理解し，基本的な関数の積分について学ぶ．

対面授業をベースとしながら，オンデマンド教材も用いて自学自習できる．

第3章　変化量と微分　　　3.1 関数の変化量と微分係数　　3.2 導関数と様々な微分法　　3.3 初等関数の導関数
第4章　積分　　 　　　　 4.1 数列の和とその極限　　　　4.2 定積分と不定積分　　　　4.3 いろいろな関数の不定積分

○内容の理解度が不足している場合は，適宜補充授業を行うことがある．
○毎日の予習・復習が大切である．特に，授業後には問題を解き，理解を徹底させること．
○教科書の理解に必要な内容を進んで自学自習すること．
○補助教材は必要に応じて，適宜配付する．
○宿題やレポート課題は説明や数式を丁寧に書き，計算の過程を論理的に記述すること．
○学習支援としての数理工教育研究センターやオフィスアワーを積極的に活用すること．

教科書：技術者のための数理　 Integrated Math and Science for Engineer[金沢工業大学]
参考書：微分積分読本　－1変数－[裳華房]、意味がわかれば数学の風景が見えてくる[ベレ出版]、工学系数学テキストシリ
　　　　ーズ 「微分積分」[森北出版]
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

この科目の基礎は，技術者のための数理Ⅰで学習した関数・逆関数の知識である．特に，指数関数・対数関数，三角関数・逆
三角関数，およびそれらに関する定義と基本的な公式を理解しておく必要がある．

微分法の考え方を理解し，関数の接線の方程式を求めることができる．

様々な微分法を用いて，基本的な関数の導関数を求めることができる．

積分の概念を理解し，いろいろな関数の積分計算ができる．

様々な関数の不定積分を求めることができる．

基礎的な数学用語の英単語を理解し，英語で出題された問題に対応できる．

毎回の授業に出席し，授業内容の理解に努め，演習や宿題をやり遂げることができる．
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評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

G152-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

試験は学期末に１回実施して，総合評価の３０％として評価する．

試験範囲は全範囲であり，評価割合も高いので確実な復習が必要である．

小テストは２回実施する．

各小テストの成績により，合計して総合評価の３０％として評価する．

小テストの範囲および授業回数は授業明細表に記載してある．

レポートを総合評価の１５％として評価する．

課題に忍耐強く取り組むことにより，論理的思考力を養う．

そのために，課題に対し，解答のプロセスを論理的に記述すること．

また，他人のレポートを写すことは厳に慎むこと．

　

　

　

予習・復習として取り組んだ演習や宿題について総合評価の２５％で評価する．

（学習に取り組む姿勢・意欲や受講態度なども含む）．

質問や疑問がある場合，数理工教育研究センターを積極的に利用すること．

・微分法の考え方を理解し，関数の接線の方程式を正確に求め ・微分法の考え方を理解し，関数の接線の方程式を求めること
　ることができる． 　ができる．
・積・商，合成関数の微分法を用いて，基本的な関数の導関数 ・積・商，合成関数の微分法を用いて，基本的な関数の導関数
　を正確に求めることができる． 　を求めることができる．
・リーマン和の定義に基づいて，定積分の値を正確に計算でき ・リーマン和の定義に基づいて，定積分の値を計算できる．
　る． ・様々な関数の不定積分を求めることができる．
・様々な関数の不定積分を，正確に求めることができる．



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G152-01

  3

1回

/

2回

/

3回

/

4回

/

5回

/

6回

/

7回

/

8回

/

9回

/

10回

/

11回

/

12回

/

13回

/

14回

/

15回

/

○科目ガイダンス
○関数の変化量と微分係数について学習する．

○導関数の性質について学習する。

○合成関数の微分法と逆関数の微分法，
　指数関数の導関数について学習する．

○指数関数と対数関数の導関数，対数微分法，
　三角関数の導関数について学習する．

○三角関数と逆三角関数の導関数について学習する．

○逆三角関数の導関数と高次導関数，関数の増減や
　凹凸について学習する．

○小テスト１【範囲：１～６回
　（対数微分法，関数の増減・凹凸を除く）】
○数列の和について学習する．

〇数列の和の極限とリーマン和について学習する．

○定積分と微分積分学の基本定理，べき関数の積分に
　ついて学習する．

○基本的な関数の積分について学習する．

○部分積分法や基本的な関数の積分について学習
　する．

○小テスト２【範囲：７～１１回
　（部分積分を除く）】
○置換積分法や基本的な関数の積分について学習
　する．

○総復習
〇レポート課題の説明

○総復習
〇期末試験【範囲：１～１２回
　（対数微分法，関数の増減・凹凸，部分積分法，
　　置換積分法を除く）】

〇期末試験・レポート課題の解説
〇授業アンケート

○科目ガイダンス
○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○小テスト１を実施する．
○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○講義・演習

○小テスト２を実施する．
○講義・演習

○講義・演習

○講義
○期末試験を実施する．

〇期末試験の解説
〇全体の自己点検
〇授業アンケートの実施

・学習支援計画書を読み，学生の
　行動目標を確認する．
・復習：接線と法線
・予習：導関数

・自学：べき関数の導関数
・復習：積・商の導関数
・次回予習：合成関数の微分法

・自学：微分計算の練習
・復習：逆関数の微分法
・次回予習：指数関数・対数関数
　の導関数

・自学：微分計算の練習
・復習：対数微分法
・予習：逆三角関数の導関数

・自学：微分計算の練習
・復習：逆三角関数の導関数
・次回予習：高次導関数

・自学：関数の増減
・復習：関数の増減と凹凸
・次回予習：小テスト１に備え，
　１～６回の学習内容を復習す
　る．

・復習：小テスト１の振り返り
・自学：数列
・予習：数列の和の極限，
　リーマン和

・自学：極限
・復習：リーマン和
・次回予習：微分積分学の基本
　定理
・自己点検

・自学：微分計算の復習
・復習：積分計算の練習
・次回予習：不定積分

・自学：微分計算の復習
・復習：積分計算の練習
・予習：積の微分法の復習

・自学：積分計算の復習
・復習：部分積分法
・予習：小テスト２に備え，
　７～11回の学習内容を復習す
　る．

・自学：漸化式の考え方
・復習：小テスト２の振り返り
・予習：レポート課題

・レポート課題を仕上げる
・復習：期末試験に備え，
　１～12回の内容について総復習
　をしておく．
・自己点検

・復習：期末試験の振り返り
　提出物，出欠の確認など

・期末試験の結果を確認する．
・全体の自己点検：必要な復習項
　目を確認する．
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再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

プログラミング基礎専門教育課程 ２期（後学期）

専門科目  2 D007-01

専門

1 プログラミング

2 変数とデータ型

3 制御

4 配列

5 地域連携

H,J

D,H,J

H,J

H,J

  0  30  30  30   0   0  10 100

  0  30  10  10   0   0   0  50

  0   0  10  10   0   0   0  20

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0  10  10   0   0   0  20

  0   0   0   0   0   0  10  10

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

本科目は経営情報学科の学習・教育目標の「情報デザイン基礎力」に対応する科目である。

コンピュータプログラミングの基礎的な能力を身につけるために、プログラミングの全体を

俯瞰的に把握するとともに、条件分岐、繰り返し、関数、オブジェクトの基本的な用語や使

い方の基礎を理解することを目指す。

　本授業は、AI学習として、AI応用基礎におけるデータ表現（データ・情報量の単位）、プログラミング基礎（型・変数・演
算・順次構造・分岐・反復・関数）を扱う。講義のほか、基礎的な知識の小テストとプログラミング演習を実施し、プログラ
ムを入力する・実行する・デバッグするの基本を体得することを目的とする。プログラミング言語には組み込み分野からサー
バまであらゆる用途に最も広く用いられているJavaScriptを用いる。演習では、JavaScriptによるさまざまな制御法をウェブ
ブラウザ上で実行し、見てわかるかたちで結果を得ることで方法を理解する。授業で使うウェブブラウザは、Google Chrome
とするので、必ず自身のノートPCにGoogle Chromeをインストールし、そのノートPCを毎回持参すること。また、各回の授業
復習を兼ねた課題を提出してもらう。

教科書：本当によくわかるJavaScriptの教科書[SBクリエイティブ]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

ファイルやフォルダの新規作成・削除・移動・コピー、テキストファイルの編集・保存といった基礎的なPC操作法は理解して
おくこと。
ノートPCは毎回持ってくること。

変数、データ型、配列について説明できる。

条件分岐、繰り返し、関数の使い方を理解できる。

JavaScriptを用いたウェブブラウザで動作する制御プログラムを作成できる。

変数や関数をオブジェクトにまとめ、利用することができる。
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Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

D007-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

　

プログラミング全般およびJavaScriptの基本知識の習得度を小テストで評価する。

授業時に指定された課題を提出し、各単元の理解度を評価する。

演習課題成果を発表し、総合的なプログラミング基礎力を評価する。

　

　

授業に取り組む意欲や姿勢を測るために、出席状況や授業態度をもとに評価する。

プログラミングに関する基本的な用語が説明できる。オブジェ プログラミングに関する基本的な用語を、実例を用いて説明で
クト指向プログラミングを理解し、活用することができる。 きる。簡単なJavaScriptプログラムを実装することができる。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

D007-01

  3

第１週

/

第２週

/

第３週

/

第４週

/

第５週

/

第６週

/

第７週

/

第８週

/

第９週

/

第１０
週

/

第１１
週

/

第１２
週

/

第１３
週

/

第１４
週

/

第１５

ガイダンス
・本講義の狙い
・スケジュール
・成績評価
プログラミングとは

コンピュータが動く仕組み
・ソフトウェア
・プログラミング言語と機械語

JavaScriptとは
・概要・制作環境の準備
JavaScriptの基本（１）
・書き方のルール・エラー
・変数とデータ型・数値と計算

JavaScriptの基本（２）
・文字列・配列
・ダイアログボックス
・ファイルで管理
・読みやすいコードの書き方のコツ

条件分岐
・条件分岐の概要
・if文
・比較演算子・論理演算子
・switch文

繰り返し
・繰り返しの基本
・for文
・while文

関数
・関数の概要
・引数・戻り値
・ローカル変数とグローバル変数

オブジェクト
・オブジェクトの概要
・windowオブジェクト
・Mathオブジェクト
・Dateオブジェクト
・DOM

イベント
・clickイベント
・タイマー処理

これまでの授業振り返りと試験

演習：役に立つアプリを作ってみよう

演習：独自のアプリを作ってみよう１

演習：独自のアプリを作ってみよう２

演習成果発表

jQuery

講義

講義

講義、実習

講義、実習

講義、実習

講義、実習

講義、実習

講義、実習

講義、実習

振り返り授業と試験

演習

演習

演習

発表

講義

復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：小テスト対策
復習：小テスト内容の復習

予習：演習内容の予習
復習：演習未消化分の実施

予習：演習内容の予習
復習：演習未消化分の実施

予習：演習内容の予習
復習：演習未消化分の実施

発表の準備

予習：授業資料の予習
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授業明細

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

D007-01

  4

週

/

Web API
複数の機能を1つのWebサイトにまとめる
自己点検

自己点検



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

プログラミング基礎専門教育課程 ２期（後学期）

専門科目  2 D109-01

専門

1 プログラミング

2 変数とデータ型

3 制御

4 配列

5 地域連携

H,J

D,H,J

H,J

H,J

  0  30  30  30   0   0  10 100

  0  30  10  10   0   0   0  50

  0   0  10  10   0   0   0  20

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0  10  10   0   0   0  20

  0   0   0   0   0   0  10  10

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

本科目は環境デザイン創生学科の学習・教育目標の「コミュニケーションを介して協業する

基礎能力」に対応する科目である。コンピュータプログラミングの基礎的な能力を身につけ

るために、プログラミングの全体を俯瞰的に把握するとともに、条件分岐、繰り返し、関数

、オブジェクトの基本的な用語や使い方の基礎を理解することを目指す。

　本授業は、AI学習として、AI応用基礎におけるデータ表現（データ・情報量の単位）、プログラミング基礎（型・変数・演
算・順次構造・分岐・反復・関数）を扱う。講義のほか、基礎的な知識の小テストとプログラミング演習を実施し、プログラ
ムを入力する・実行する・デバッグするの基本を体得することを目的とする。プログラミング言語には組み込み分野からサー
バまであらゆる用途に最も広く用いられているJavaScriptを用いる。演習では、JavaScriptによるさまざまな制御法をウェブ
ブラウザ上で実行し、見てわかるかたちで結果を得ることで方法を理解する。授業で使うウェブブラウザは、Google Chrome
とするので、必ず自身のノートPCにGoogle Chromeをインストールし、そのノートPCを毎回持参すること。また、各回の授業
復習を兼ねた課題を提出してもらう。

教科書：本当によくわかるJavaScriptの教科書[SBクリエイティブ]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

ファイルやフォルダの新規作成・削除・移動・コピー、テキストファイルの編集・保存といった基礎的なPC操作法は理解して
おくこと。
ノートPCは毎回持ってくること。

変数、データ型、配列について説明できる。

条件分岐、繰り返し、関数の使い方を理解できる。

JavaScriptを用いたウェブブラウザで動作する制御プログラムを作成できる。

変数や関数をオブジェクトにまとめ、利用することができる。

Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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Owner
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nishikawa
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

D109-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

　

プログラミング全般およびJavaScriptの基本知識の習得度を小テストで評価する。

授業時に指定された課題を提出し、各単元の理解度を評価する。

演習課題成果を発表し、総合的なプログラミング基礎力を評価する。

　

　

授業に取り組む意欲や姿勢を測るために、出席状況や授業態度をもとに評価する。

プログラミングに関する基本的な用語が説明できる。オブジェ プログラミングに関する基本的な用語を、実例を用いて説明で
クト指向プログラミングを理解し、活用することができる。 きる。簡単なJavaScriptプログラムを実装することができる。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

D109-01

  3

第１週

/

第２週

/

第３週

/

第４週

/

第５週

/

第６週

/

第７週

/

第８週

/

第９週

/

第１０
週

/

第１１
週

/

第１２
週

/

第１３
週

/

第１４
週

/

第１５

ガイダンス
・本講義の狙い
・スケジュール
・成績評価
プログラミングとは

コンピュータが動く仕組み
・ソフトウェア
・プログラミング言語と機械語

JavaScriptとは
・概要・制作環境の準備
JavaScriptの基本（１）
・書き方のルール・エラー
・変数とデータ型・数値と計算

JavaScriptの基本（２）
・文字列・配列
・ダイアログボックス
・ファイルで管理
・読みやすいコードの書き方のコツ

条件分岐
・条件分岐の概要
・if文
・比較演算子・論理演算子
・switch文

繰り返し
・繰り返しの基本
・for文
・while文

関数
・関数の概要
・引数・戻り値
・ローカル変数とグローバル変数

オブジェクト
・オブジェクトの概要
・windowオブジェクト
・Mathオブジェクト
・Dateオブジェクト
・DOM

イベント
・clickイベント
・タイマー処理

これまでの授業振り返りと試験

演習：役に立つアプリを作ってみよう

演習：独自のアプリを作ってみよう１

演習：独自のアプリを作ってみよう２

演習成果発表

jQuery

講義

講義

講義、実習

講義、実習

講義、実習

講義、実習

講義、実習

講義、実習

講義、実習

振り返り授業と試験

演習

演習

演習

発表

講義

復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：授業資料の予習
復習：授業資料の再読
課題：授業課題の提出

予習：小テスト対策
復習：小テスト内容の復習

予習：演習内容の予習
復習：演習未消化分の実施

予習：演習内容の予習
復習：演習未消化分の実施

予習：演習内容の予習
復習：演習未消化分の実施

発表の準備

予習：授業資料の予習

260

260

260

260

260

260

260

260

260

260

260

340

340

260

100

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



授業明細

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

D109-01

  4

週

/

Web API
複数の機能を1つのWebサイトにまとめる
自己点検

自己点検



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

プログラミング入門専門教育課程 １期（前学期）

専門科目  1 M004-01

専門

1 プログラミング言語C

2 入出力

3 データ型

4 配列

5 算術式

H,I,K

H,I,K

H,I,K

H,I,K

H,I,K

 40  40   0   0   0   0  20 100

 20  30   0   0   0   0   0  50

 20  10   0   0   0   0   0  30

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0  20  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

コンピュータにはハードウェアとソフトウェアのどちらも欠かすことができない．プログラ

ミングはその一方のソフトウェアを作る技術であり，プログラミングの手法とその考え方を

理解すれば，ソフトウェアの作成だけではなく，ソフトウェアを扱う上でも非常に役に立つ

知識を得ることができる．本科目では代表的なプログラミング言語であるC言語を対象とし

て，基本要素（入出力，データ型，および配列）を学習する．

本科目では以下の内容を学習する．

・プログラム作成の基本操作
・変数とデータ型
・入出力と算術演算
・配列と文字列

C言語の開発環境を利用して，実際に教科書に書かれたプログラムを作成し，デバッグ作業や実行結果の確認を行いながら授
業を進めていく．ほぼ毎回，理解力を確認するための小テストが行われる．実施した小テストの評価はその都度受講者本人に
開示する．学習が不十分な点はオフィスアワーで質問するなど，各自学習項目について十分に振り返り学習を行うこと．

教科書：明快入門Ｃ　スーパービギナー編[SBクリエイティブ]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

・第１回の講義内でC言語の開発環境について説明を行う。第2回までに開発環境をインストールしておくこと．
・開発環境がインストールされていないと当科目の履修が困難になるので必ずインストールを行うこと．
・授業の限られた時間内でプログラミングを行うためタイピングに熟達しておくことが望ましい．

C言語の開発環境下でプログラムを作成できる．

入出力の命令を実行できる．

データ型の概念を理解できる．

配列の概念を理解できる．

簡単な算術計算を実行できる．

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

M004-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

重要項目についての理解度を確認する．第8週に実施する．

第3週から第7週まで毎週，小テストを実施する予定である．基本的に，前週に学んだ内容の理解度を確認

する．

　

　

　

　

出欠状況や授業中に行う課題の提出状況で評価する．

・各行動目標の項目を 80 ～ 100% 達成している ・各行動目標の項目を 60 ～ 80% 達成している
・入出力命令を十分に理解している ・入出力命令を十分に理解している
・データ型，配列の概念を十分に理解している ・データ型，配列の概念を十分に理解している
・算術演算を実行できる． ・算術演算を実行できる．



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

M004-01

  3

1

/

2

/

3

/

4

/

5

/

6

/

7

/

8

/

/

オリエンテーション
　Visual Studioのインストール方法
　フローチャート

Visual Studioの使い方
プログラム体験

文字出力

変数（データ型）

小テスト1

配列

小テスト2

算術演算，入出力

小テスト3

入出力

小テスト4

達成度確認試験
自己点検授業

第4週から第7週まで，毎週，前週の授業内容の理解度
を確認するために小テストを実施する．各自，これま
での小テストで出来なかった点を確認しておくこと．
また,授業では，多くの課題演習を行うので理解力の
向上に役立ててほしい．

講義

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

筆記試験

復習: 解説スライドを読む．
予習: Visual Studioをインスト
ールする．

復習: Visual Studioの使い方を
復習し，プログラム体験のプログ
ラムを起動させる．
予習：教科書3章を読む．

復習: 授業スライドを読み，授業
中の課題を復習する．
予習: 小テスト1に備える．教科
書第4.1～4.5節を読む．

復習: 授業スライドを読み，授業
中の課題を復習する．
予習: 小テスト2に備える．教科
書第4.6～4.10節を読む．

復習: 授業スライドを読み，授業
中の課題を復習する．
予習: 小テスト3に備える．教科
書第5章と第6.1,6.2節を読む．

復習: 授業スライドを読み，授業
中の課題を復習する．
予習: 小テスト4に備える．教科
書第6章を読む．

復習: 第1週から第7週の学習内容
を理解する．

復習: 達成度確認試験の内容を理
解する．

30
60

60

30

30

60

30

60

30

60

30

60

150

30

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

心理情報プログラミングⅠ専門教育課程 ２期（後学期）

専門科目  2 M106-01

専門

1 制御文

2 入出力

3 アルゴリズム

4 データ処理

5 図の作成

H,I,J

H,I,J

H,I,J

H,I,J

 30  40  30   0   0   0   0 100

 10  20  10   0   0   0   0  40

 20  10  20   0   0   0   0  50

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0  10   0   0   0   0   0  10

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

複雑な実験の作成や高度なデータ解析など、心理学における研究を実施する際にもプログラ

ミング技術が必要なことが増えている。本科目はプログラミング環境を構築した上で、プロ

グラミングの基礎を学ぶことで、より実用的な技術を学ぶ準備をすることを目的とする。

学内ネットワークにつなげる環境を必ず整えておくこと。環境が整っていないと授業に出ても何も得られないことになってし
まいます。

授業は講義とそれに続く実習から構成されます。実習にできるだけ多くの時間を割くために、授業内容に関する予習は欠かさ
ないようにしてください。予習によって内容を理解し、授業中の実習でそれを確認するつもりで授業に臨んでください。

授業および担当教員のオフィスアワーでは教員に加え、学科の上級生がシニアSAとして受講生の質問に答えます。この仕組み
をうまく使ってプログラミング技術を少しずつ習得することを目指しましょう。

この科目はコースクレジット制対象です。

教科書：指定なし
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

コンピュータの使用に関する技能、知識

基礎的なプログラムソースを読みとることができ、自身の目的に応じて作り変えることができる。

スムーズに目的に応じたプログラミングを行うことができる。

制御文を用いてある程度複雑な処理を実行することができる

ファイルを読み込んでデータ処理とグラフの描画を行うことができる



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

M106-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

知識を確実に習得しているか確認するための筆記試験を行う．プログラムの読解，作成能力が試される．

授業内容を確実に習得しているかどうかを確認するための実習課題を授業中に実施する

授業で得た知識，経験を用いてプログラム設計，実装を含む課題を行う．プログラミングに関する知識だ

けでなく，課題対象となる統計計算などに関する知識も問う．

　

　

　

　

目的に応じたプログラムを設計し、関数やスクリプトの作成を 既存のプログラムを理解し、目的に沿って適切に書き換えるこ
利用した、効率のよい実装を行うことができる。 とができる。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

M106-01

  3

1

/

2

/

3

/

4

/

5

/

6

/

7

/

8

/

9

/

10

/

11

/

12

/

13

/

14

/

15

/

オリエンテーション
プログラミング環境の動作確認

プログラミングの基礎
プログラムの作成と実行

プログラミングの基礎
変数・配列・行列の操作

制御文1
条件分岐1

制御文2
条件分岐2

制御文3
繰り返し1

制御文4
繰り返し2

プログラミング基礎のまとめ

ファイルの入出力

データ読み込みと集計

グラフの描画1

グラフの描画2

基本的なデータ処理

まとめの実習課題
試験

試験問題の確認
振り返り

講義
自己点検

講義
実習
振り返り

講義
実習
振り返り

講義
実習
振り返り

講義
実習
振り返り

講義
実習
振り返り

講義
実習
振り返り

実習
振り返り

実習
振り返り

講義
実習
振り返り

講義
実習
振り返り

講義
実習
振り返り

講義
実習
振り返り

実習課題
試験

質疑

授業資料を読んでくる

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

授業内容についての復習
次回の課題の予習

試験の復習

科目全体を振り返る

30

30
30

30
30

30
30

30
30

30
30

30
30

30
30

30
30

30
30

30
30

30
30

30
30

30

30

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

プログラミングⅠ専門教育課程 １期（前学期）

専門科目  2 C002-01

専門

1 式と演算

2 変数とデータ型

3 条件分岐

4 繰り返し

5 関数

I,J,K

I,J,K

I,J,K

I,J,K

I,J,K

I,J,K

 40  60   0   0   0   0   0 100

 20  20   0   0   0   0   0  40

 20  20   0   0   0   0   0  40

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0  20   0   0   0   0   0  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

この科目の学習教育目標は、プログラミング言語 Python で基本的なプログラムを作成し、

実行できるようになることである。具体的には、適切な開発環境を自分のパソコンに用意で

き、下記概要に記した Python の文法事項を理解したうえでプログラムが書け、書いたプロ

グラムを実行できるようになることが目標である。

本科目プログラミングⅠと後続のプログラミングⅡでは「プログラミング言語 Python を使ってどのように処理を記述し、そ
れを実行するか」について、初歩から順を追って学ぶ。特に本教科では最初の段階として下記の各項目について学ぶ。
　
(1) プログラミング環境の準備（計算機が Python で書かれたプログラムを解釈・実行できるようにソフトウェアを導入整

備すること）
(2) プログラムの作成（これは人間が行うこと）と実行（これは計算機に実行させること）
(3) Python の文法とプログラミング方法（プログラムという文書を作文すること）

　
(3) では、キーワードに挙げた Python に備わっている諸機能を、文法を学びながら、実際にプログラムを作成し実行するこ
とによって学習する。各週の授業は基本的には教科書の順に従って実施するが、話題によっては教科書とは内容が前後する場
合もある。また、試験・レポートの詳細は講義時にアナウンスされる。
　
学習者が主体的に知識を求め技術を修得するために、アクティブラーニング要素を取り入れた授業を随時実施する。

教科書：Python ゼロからはじめるプログラミング[翔泳社]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

前提科目:なし
この授業では各自のパソコンを用いてプログラミングを行う。授業にはパソコン、電源アダプタ、LANケーブルを毎回必ず持
参すること。PCの電源の投入、シャットダウン，タイピングといったコンピュータの操作が適切にできること、および第3週
の授業までに学内でのネットワーク利用が許されていることが必要(授業時間内にソフトウェアのインストールや授業資料の
ダウンロード、解答のアップロードなどを行うため)。

プログラムを実行するまでにどのような操作が必要か、流れを説明できる。

変数に値を代入することができ、様々な方法で変数の値を表示することができる。

適切な名前を持った変数および演算子をもとに式を作り、式を評価して結果を得ることができる。

リストやタプルを定義し、それを利用するプログラムが記述できる。

条件分岐や繰り返しなど、基本的な制御構文を適切に用いたプログラムが記述できる。

比較的簡単な仕様を満たす関数を定義することができる。

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

C002-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

この科目の学習教育目標を達成できているかを総合的に問う問題を出題し，

試験の結果をもとに成績を評価する．

試験の詳細な実施方法は講義時の，遅くとも試験実施1週間前にアナウンスする．

1週間程度の期間で回答する課題と，授業中に実施するプログラム作成問題で，単元のまとまりごとに必

要な知識が身についているかを評価する

　

　

　

　

　

標準的な達成レベル (1)～(6) に加えて、さらに (1) 自分のPCに用意した開発環境でプログラムを実行できる
(7) 無駄がなく読みやすいプログラムを書くことができる

(2) 変数に値を代入したり表示したりできる
(8) 入れ子になった制御構造など少し複雑な処理を行うことが (3) 変数や演算子をもとに、用途に合わせた式を作成できる
できる

(4) リストやタプルを使った処理を行うことができる
(5) if 文や for 文，while文を適切に用いることができる

(6) 簡単な処理を行う関数を定義することができる

Owner
ハイライト表示



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

C002-01

  3

1

/

2

/

3

/

4

/

5

/

6

/

7

/

8

/

9

/

10

/

11

/

12

/

13

/

14

/

15

/

・ガイダンス
・さまざまなプログラミング言語
・プログラムを実行するまでの流れ

・Python のセットアップ
・対話モードでの Python の実行
・簡単な順次プログラムの作成と実行

・変数
・代入
・参照

・データ型
・整数
・浮動小数点
・文字列
・ブール値

・算術演算

・変数とデータ型
・データ型の変換

・モジュールの利用

・条件分岐
・if 文
・関係演算子

・条件分岐
・論理演算子

・中間振り返り
・【中間試験】

・リストとタプル
・文字列

・繰り返し
・while 文

・繰り返し
・for 文

・複雑な繰り返し
・中断
・ネスト

・関数
・関数の定義
・引数
・戻り値

・関数
・応用テクニック

・総合復習
・【期末試験】

自己点検授業

講義

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

質疑応答と試験

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

質疑応答と試験

講義

復習：配布資料と教科書 1-1 を
読む

復習：配布資料と教科書1-2, 1-3
を読み，その内容を実際に実行す
る

予習：講義動画を視聴し，教科書
1-4, 2-1を読み，その内容を実

際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
2-2, 2-4を読み，その内容を実

際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-1, 3-2を読み，その内容を実

際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-2, 3-3 を読み，その内容を実

際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：試験持ち込み資料の作成

予習：講義動画を視聴し，教科書
2-3, 4-2, 4-3を読み，その内容

を実際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-4を読み，その内容を実際に実

行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-4を読み，その内容を実際に実

行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-4を読み，その内容を実際に実

行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
5-1, 5-2, 5-3を読み，その内容

を実際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
5-1, 5-2, 5-3を読み，その内容

を実際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：試験持ち込み資料の作成

なし

30

60

60

60

60

60

60

60

60

60

120

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

120

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

知能情報プログラミングⅠ専門教育課程 １期（前学期）

専門科目  2 C102-01

専門

1 式と演算

2 変数とデータ型

3 条件分岐

4 繰り返し

5 関数

I,J,K

I,J,K

I,J,K

I,J,K

I,J,K

I,J,K

 40  60   0   0   0   0   0 100

 20  20   0   0   0   0   0  40

 20  20   0   0   0   0   0  40

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0  20   0   0   0   0   0  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

この科目の学習教育目標は、データサイエンスやAIでよく用いられるプログラミング言語で

あるプログラミング言語 Python で基本的なプログラムを作成し、実行できるようになるこ

とである。具体的には、適切な開発環境を自分のパソコンに用意でき、下記概要に記した P

ython の文法事項を理解したうえでプログラムが書け、書いたプログラムを実行できるよう

になることが目標である。

本科目プログラミングⅠと後続のプログラミングⅡでは「データサイエンスやAIでよく用いられるプログラミング言語である
プログラミング言語 Python を使ってどのように処理を記述し、それを実行するか」について、初歩から順を追って学ぶ。特
に本教科では最初の段階として下記の各項目について学ぶ。
　
(1) プログラミング環境の準備（計算機が Python で書かれたプログラムを解釈・実行できるようにソフトウェアを導入整

備すること）
(2) プログラムの作成（これは人間が行うこと）と実行（これは計算機に実行させること）
(3) Python の文法とプログラミング方法（プログラムという文書を作文すること）

　
(3) では、キーワードに挙げた Python に備わっている諸機能を、文法を学びながら、実際にプログラムを作成し実行するこ
とによって学習する。各週の授業は基本的には教科書の順に従って実施するが、話題によっては教科書とは内容が前後する場
合もある。また、試験・レポートの詳細は講義時にアナウンスされる。
　
学習者が主体的に知識を求め技術を修得するために、アクティブラーニング要素を取り入れた授業を随時実施する。

教科書：Python ゼロからはじめるプログラミング[翔泳社]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

前提科目:なし
この授業では各自のパソコンを用いてプログラミングを行う。授業にはパソコン、電源アダプタ、LANケーブルを毎回必ず持
参すること。PCの電源の投入、シャットダウン，タイピングといったコンピュータの操作が適切にできること、および第3週
の授業までに学内でのネットワーク利用が許されていることが必要(授業時間内にソフトウェアのインストールや授業資料の
ダウンロード、解答のアップロードなどを行うため)。

プログラムを実行するまでにどのような操作が必要か、流れを説明できる。

変数に値を代入することができ、様々な方法で変数の値を表示することができる。

適切な名前を持った変数および演算子をもとに式を作り、式を評価して結果を得ることができる。

リストやタプルを定義し、それを利用するプログラムが記述できる。

条件分岐や繰り返しなど、基本的な制御構文を適切に用いたプログラムが記述できる。

比較的簡単な仕様を満たす関数を定義することができる。
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評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

C102-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

この科目の学習教育目標を達成できているかを総合的に問う問題を出題し，

試験の結果をもとに成績を評価する．

試験の詳細な実施方法は講義時の，遅くとも試験実施1週間前にアナウンスする．

1週間程度の期間で回答する課題と，授業中に実施するプログラム作成問題で，単元のまとまりごとに必

要な知識が身についているかを評価する

　

　

　

　

　

標準的な達成レベル (1)～(6) に加えて、さらに (1) 自分のPCに用意した開発環境でプログラムを実行できる
(7) 無駄がなく読みやすいプログラムを書くことができる

(2) 変数に値を代入したり表示したりできる
(8) 入れ子になった制御構造など少し複雑な処理を行うことが (3) 変数や演算子をもとに、用途に合わせた式を作成できる
できる

(4) リストやタプルを使った処理を行うことができる
(5) if 文や for 文，while文を適切に用いることができる

(6) 簡単な処理を行う関数を定義することができる



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

C102-01

  3

1

/

2

/

3

/

4

/

5

/

6

/

7

/

8

/

9

/

10

/

11

/

12

/

13

/

14

/

15

/

・ガイダンス
・さまざまなプログラミング言語
・プログラムを実行するまでの流れ

・Python のセットアップ
・対話モードでの Python の実行
・簡単な順次プログラムの作成と実行

・変数
・代入
・参照

・データ型
・整数
・浮動小数点
・文字列
・ブール値

・算術演算

・変数とデータ型
・データ型の変換

・モジュールの利用

・条件分岐
・if 文
・関係演算子

・条件分岐
・論理演算子

・中間振り返り
・【中間試験】

・リストとタプル
・文字列

・繰り返し
・while 文

・繰り返し
・for 文

・複雑な繰り返し
・中断
・ネスト

・関数
・関数の定義
・引数
・戻り値

・関数
・応用テクニック

・総合復習
・【期末試験】

自己点検授業

講義

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

質疑応答と試験

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

質疑応答と試験

講義

復習：配布資料と教科書 1-1 を
読む

復習：配布資料と教科書1-2, 1-3
を読み，その内容を実際に実行す
る

予習：講義動画を視聴し，教科書
1-4, 2-1を読み，その内容を実

際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
2-2, 2-4を読み，その内容を実

際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-1, 3-2を読み，その内容を実

際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-2, 3-3 を読み，その内容を実

際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：試験持ち込み資料の作成

予習：講義動画を視聴し，教科書
2-3, 4-2, 4-3を読み，その内容
を実際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-4を読み，その内容を実際に実

行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-4を読み，その内容を実際に実

行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
3-4を読み，その内容を実際に実
行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
5-1, 5-2, 5-3を読み，その内容
を実際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：講義動画を視聴し，教科書
5-1, 5-2, 5-3を読み，その内容
を実際に実行する
復習：オンライン課題を行う

予習：試験持ち込み資料の作成

なし
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60

60

60

60

60

60

60

60

60

120

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

120
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再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

プログラミング基礎Ⅰ専門教育課程 １期（前学期）

専門科目  2 C205-01

専門

1 プログラミング

2 Ｃ言語

J

J

J

J

J

J

 40   0  60   0   0   0   0 100

 20   0  25   0   0   0   0  45

 20   0  30   0   0   0   0  50

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   5   0   0   0   0   5

  0   0   0   0   0   0   0   0

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

知能ロボットにおいては、運動制御のみならず環境情報取得のためにプログラムが必要不可

欠である。本科目では、Ｃ言語の初歩を学ぶ。

　授業は、講義（質疑応答を含む）、演習およびレポート課題を適宜組み合わせて進める。
　本科目で取り扱う中心的な内容はＣ言語の以下である。
１．プログラムの作成と実行
２．入出力
３．変数
４．式と演算子
５．条件分岐
６．反復
７．配列
８．関数
　授業は、授業明細表に沿って行うが、理解度に応じて予定を変更することがある。講義においては、理解度を深めるために
、質疑応答を適宜組み入れるので、積極的に参加することを期待する。演習においては、ノートＰＣを使用するので、持参す
ること。
　復習と予習が重要である。授業後に復習を行い、知識を定着させ、使いこなせるようになることを期待する。また、予習と
して、教科書の該当範囲に目を通すことを期待する。

教科書：やさしいC　第5版[SBクリエイティブ]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

不自由なくタイピングすることができることが望ましい。

入出力を含むＣ言語の基本的なプログラムの動作を理解し、そのようなプログラムを作成することができる。

変数を含むＣ言語の基本的なプログラムの動作を理解し、そのようなプログラムを作成することができる。

条件分岐を含むＣ言語の基本的なプログラムの動作を理解し、そのようなプログラムを作成することができる。

反復を含むＣ言語の基本的なプログラムの動作を理解し、そのようなプログラムを作成することができる。

配列を含むＣ言語の基本的なプログラムの動作を理解し、そのようなプログラムを作成することができる。

ユーザ定義関数を含むＣ言語の基本的なプログラムの動作を理解し、そのようなプログラムを作成することができる。

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
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Owner
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nishikawa
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nishikawa
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

C205-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

授業明細表に指定した予定で総合的に達成度を評価するために期末試験を行う。なお、授業の進行状況に

応じて予定が変更されることがある。

　

授業内容の理解度を深めるためにレポート課題等を課す。

　

　

　

　

入出力、変数、条件分岐、反復、配列およびユーザ定義関数を 入出力、変数、条件分岐、反復、配列およびユーザ定義関数を
含むＣ言語のプログラムの動作を十分に理解し、そのようなプ 含むＣ言語の基本的なプログラムの動作を理解し、そのような
ログラムを自由に作成することができる。 プログラムを作成することができる。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

C205-01

  3

１

/

２

/

３

/

４

/

５

/

６

/

７

/

８

/

９

/

１０

/

１１

/

１２

/

１３

/

１４

/

１５

/

科目ガイダンス
・授業の運営方針など
教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　１　はじめの一歩」
教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　２　Ｃ言語の基本」

自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　３　変数」
自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　４　式と演算子」
自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　５　場合に応じた処理」（１
）
自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　５　場合に応じた処理」（２
）
自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　６　何度も繰り返す」（１）
自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　６　何度も繰り返す」（２）
自己点検

中間試験
自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　７　配列」（１）
自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　７　配列」（２）
自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　８　関数」（１）
自己点検

教科書「Ｌｅｓｓｏｎ　８　関数」（２）
自己点検

総合演習
自己点検

期末試験と授業の振り返り

授業のまとめ
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習

自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

中間試験
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

講義（質疑応答を含む）と演
習
自己点検

演習
自己点検

試験
演習

講義（質疑応答を含む）
自己点検

予習：教科書該当範囲の通読
復習：授業内容の理解

予習：教科書該当範囲の通読
復習：授業内容の理解

予習：教科書該当範囲の通読
復習：授業内容の理解

予習：教科書該当範囲の通読
復習：授業内容の理解

予習：教科書該当範囲の通読
復習：授業内容の理解

復習：授業内容の理解

予習：教科書該当範囲の通読
復習：授業内容の理解

復習：７週目までの復習

予習：教科書該当範囲の通読
復習：授業内容の理解

復習：授業内容の理解

予習：教科書該当範囲の通読
復習：授業内容の理解

復習：授業内容の理解

予習：第１２回までの学習内容の
復習
復習：授業内容の理解

予習：第１３回までの学習内容の
復習

復習：授業内容の復習

30
60

30
60

30
60

30
60

30
60

60

30
60

60

30
60

60

30
60

60

90

90

180

90

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

化学コンピュータ演習専門教育課程 ５期（前学期）

専門科目  2 B021-01

専門

1 表計算ソフト

2 化学計算

3 物理化学

4 化学工学

5 プログラミング

I,J,L,Q,S

I,J,L,Q,S

I,J,L,Q,S

I,J,L,Q,S

I,J,L,Q,S

 30   0  50   0   0   0  20 100

 15   0  10   0   0   0  10  35

 15   0  20   0   0   0   0  35

  0   0   0   0   0   0   5   5

  0   0  20   0   0   0   0  20

  0   0   0   0   0   0   5   5

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

化学分析、化学工場における工程管理、新規物質の研究開発など、化学におけるあらゆ現場

では、コンピュータを利用した科学技術計算が重要な位置を占める。化学実験でもデータ処

理にExcelなどの表計算ソフトウェアを活用することで、効率的に解析を進めることができ

る。本演習では実際にExcelやVBAを用いて、物理化学、化学工学に登場する計算問題を解く

ことによって、物理化学、化学工学の知識を確実にするとともに、データ・ＡＩ利活用に必

要なプログラミングの基礎を学ぶ。

１．化学構造式、結晶構造を含む化学文書の作成
　　ChemSketchなど英語圏のフリーソフトをインストールする、英語での検索
２．Excelの基本的な使用法とグラフの作成
　　Excelの表計算ソフトとしての使用法、最小二乗法法によるデータ整理
３．物理化学計算
　　気体の状態方程式、熱力学、化学平衡、反応速度論、など
４．Excelの様々な使用法
　　ソルバー、ゴールシークなど
５．VBAを題材にした、データ・ＡＩ利活用に必要なプログラミングの基礎

データ型(文字型、整数型、浮動小数点型)
　　変数、代入、四則演算、論理演算
　　関数、引数、戻り値
　　順次、分岐、反復の構造
小テスト、試験などの日程は講義の際に改めてアナウンスする。
教科書『アトキンス物理化学要論』、実験テキスト『応用化学専門実験Ａ123，Ｂ123』を適宜参照してほしい。

教科書：指定なし
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

毎回、必ず、各自のパーソナルコンピュータを持参すること。必要なアプリケーションソフトウェアをあらかじめインストー
ルしておくこと。必要なソフトウェアは前もって指示するので、学生ポータルや掲示などに注意しておくこと。

コンピュータを用いて化学構造式等を含む文書を作成できる。

表計算ソフト、プログラム等を用いて、実験データを解析することができる。

プログラミングとデータ処理の基礎概念を説明できる

物理化学、化学工学における計算問題をコンピュータを使って解くことができる。

インターネット、データベースを用いて必要な化学情報を検索することができる。

kashiwagi hiroko
ハイライト表示

kashiwagi hiroko
ハイライト表示

kashiwagi hiroko
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

B021-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

プログラミングについて資料持込可の試験を最終週に実施する。授業で取り扱った演習問題を資料を参照

しながら、制限時間内に解くことができるかで評価を行う。試験では３０点分の評価を行う。

　

随時、レポートを課す。レポートは時間の制約に縛られずに問題を解決するトレーニングとなる。レポー

トで５０点分の評価を行う。

　

　

　

演習が中心となるので、授業に出席し、ノートパソコンの操作を体験することが重要となる。授業に参加

し、まじめに取り組んでいるかどうかで２０点分の成績評価を行う。

化学構造式を含む化学文書を整ったフォーマットで作成できる 化学構造式を含む化学文書を作成できる。
。 標準レベルの物理化学計算問題、化学工学計算問題を資料を参
標準レベルの物理化学計算問題、化学工学計算問題を資料を参 照しながら、ノートパソコンを使って自力で解くことができる
照せずに、ノートパソコンを使って自力で解くことができる。 。
プログラミング言語で自分自身のアイデアに基づいてプログラ VBAでユーザ定義関数を作成できる。
ムを作成できる。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

B021-01

  3

1

/

2

/

3

/

4

/

5

/

6

/

7

/

8

/

9

/

10

/

11

/

12

/

13

/

14

/

15

〔ガイダンス〕本科目の運営方針を説明し、本科目の
理解に必要な基礎的事項を学習する パソコンに関す
る基本的な事項について、知識の確認を行う インタ
ーネットを使った専門的事項の検索を演習する

化学レポート作成ソフト「ChemSketch」を使用して化
学構造式をPCで書く方法を習得する

Excelの理系における基本的な使用法
シートの使い方、グラフの作成法、Wordとの連携法

などを学ぶ

物理化学計算１
　気体の状態方程式、単位の換算
　　　　

物理化学計算２
　熱力学、相平衡

物理化学計算３
電気化学

物理化学計算４
SI単位と非SI単位の換算、物質収支

物理化学計算５
　化学平衡、反応速度論

Excelの発展的使用法１
　ゴールシーク、ソルバー、セル関数（IF、SUM、AVE
RAGE）の使用法、行列の使い方、複素数の使い方など

Excelの発展的使用法２
　複素数の取り扱い、行列の取り扱い

Excelの発展的使用法３
　VBAを使ったデータ処理法。FACTORIALなどの関数を
自作し、セル内の数値をマクロで計算する方法を習得
する。

Excel上でのVBAを用いたプログラミング１
データ型、関数とパラメータについて学ぶ

Excel上でのVBAを用いたプログラミング２
　制御構造(反復、条件判定、分岐)などについて学ぶ

文献情報の検索
文献情報データベース利用の心得と化学情報の読取

方

達成度確認試験

講義

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

講義と演習

試験、自己点検

[予習]学習支援計画書に基づき、
1学期間の学習計画を立てる

[予習]http://www.acdlabs.com/d
ownload/chemsk.htmlからフリー
ウェアであるChemSketchをダウン
ロードしインストールしておく。
[復習]化学レポート特有の構造式
等をPCで書けるようにする。

[予習]グラフ作成のルールを確認
しておく
[復習]与えられたデータを表示す
るグラフを作成する

[予習]理想気体、ファンデルワー
ルス気体の状態方程式について確
認しておく
[復習]演習課題をExcelを用いて
解く

[予習]熱力学について復習してお
く
[復習]演習課題をExcelを用いて
解く

[予習]電気化学について復習して
おく
[復習] 演習課題をExcelを用いて
解く

[予習] ＳＩ単位系について復習
しておく
[復習] 演習課題をExcelを用いて
解く

[予習] 化学平衡、速度論につい
て復習しておく
[復習] 演習課題をExcelを用いて
解く

[予習]数学基礎を復習しておく
[復習]演習課題をExcelを用いて
解く

[予習]数学基礎を復習しておく
[復習]演習問題をExcelを使って
解く

[予習]数学関数について復習して
おく
[復習]
VBAを使った独自の関数をプログ
ラミングする

[予習]整数、実数などの区別を確
認しておく。
[復習]データ型の指定について復
習する

[予習]身近な作業の手続き(アル
ゴリズム)を確認しておく。
[復習]制御構造について復習する
。

[予習] 学内の文献データベース
への接続が可能であるように個人
のＰＣを設定しておく
[復習] 文献情報を検索し、その
抄録を読んでレポートを作成する

[予習] 試験に備え、学習内容を
復習しておく

100

90

90

90

180

180

180

180

180

90

180

90

180

90

180

90

180

90

180

90

180

90

180

90

180

90

180

180

kashiwagi hiroko
ハイライト表示

kashiwagi hiroko
ハイライト表示

kashiwagi hiroko
ハイライト表示

owner
ハイライト表示



授業明細

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

B021-01

  4

/ [自己点検] 答え合わせ、解説 30



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

データ解析専門教育課程 ３期（前学期）

専門科目  2 B112-01

専門

1 統計と確率

2 母集団と標本空間

3 分布と検定

4 Ｒによる統計検定

5 プログラミング

I,N,O,P

I,N,O,P

I,N,O,P

I,N,O,P

I,N,O,P

 20  30  40   0   0   0  10 100

 10  10  20   0   0   0   0  40

 10  10  10   0   0   0   0  30

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0  10  10   0   0   0  10  30

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

推測統計の基礎となる正規分布の性質、母集団と標本集団間における比較検定法、複数の標

本集団間における比較検定法について学ぶ。データ尺度に応じた適切な検定法の選定法につ

いて学習する。基本的な記述統計処理を行える。コンピュータープログラミングを、データ

表現や解析に利用できる。

生命・応用バイオ学科における統計の重要性に気づき、統計の基礎とデータサイエンスについて学ぶことを目的とする。

推測統計の基礎となる正規分布の性質、母集団と標本集団間における比較検定法について学ぶ。統計ソフトウエア「Ｒ］を用
いてコンピュータープログラミングの方法を学び、これをデータ表現、および解析に利用するための演習を行う。また、「Ｒ
」によるバイオデータ処理を学び、遺伝子配列の統計的解析手法の取得を目指す。

教科書：指定なし
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

数学の基礎的な知識（高校レベルの確立統計）がなければ、本科目の習得は非常に困難なものとなる。パソコンの操作ができ
ない、基本的な知識を持たない場合は、授業に全くついて来れないので、必ずこれを習得してから履修すること。また、学生
ポータルの中のレポートシステムや教材配信システムを頻繁に利用するので、これらの操作を授業中にも可能なようにしてお
くこと。レポートシステムを使用した試験も行うので、授業中のネットワーク利用ができないと、本科目に合格することは不
可能である。以上の事を事前に用意できない者は、本授業の単位を取得することは困難である。

統計で用いる変数を理解し、説明できる。

データの分布を理解し、説明できる。

統計における確率の扱いを説明できる。

データの内容に合った検定法を選択できる。

統計処理ソフト「Ｒ」を用いて、統計処理ができる。



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

B112-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

第15週に達成度確認試験を行う。この科目で修得した知識、応用力、観察力を評価する。

毎授業ごとに演習を行う。授業内容の理解を確認するとともに、授業に対する姿勢も評価する。

授業の進度にあわせて４回（予定）行う。修得した知識、技術を確認し、その達成度を評価する。

　

　

　

講義や試験への取り組み、席に対して評価する。欠席・遅刻・早退および授業を妨げるような行為につ

いては減点の対象とする。

授業の８０％程度の達成度。 授業の６０％程度の達成度。
例えば、授業で扱ったキーワードについて正確に説明でき、実 例えば、授業で扱ったキーワードについてほぼ正確に説明でき
験の目的に適したデータの記述統計処理ができ、その結果に基 、実験の目的に適したデータの記述統計処理ができ、その結果
づいて、標本集団の分布を検討でき、適切な推測統計処理が行 に基づいて、標本集団の分布を理解し、推測統計処理が行える
える。コンピュータプログラミングをデータ表現や解析に利用 。コンピュータプログラミングをデータ表現に利用できる。
できる。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

B112-01

  3

1回

/

2回

/

3回

/

4回

/

5回

/

6回

/

7回

/

8回

/

9回

/

10回

/

ガイダンス
　配布するシラバスをもとに科目の概要や学習目標、
行動目標を理解する。
　授業時の注意事項と心構えを確認する。
　
統計学の基礎
　本科目を受講することの意義を考え、確率と統計の
違いについて理解する。

統計学の基礎
　「測る」とは何か？測ることについて考えることに
より、より深く統計のもつ意義について議論する。よ
く考えて「測る」ことが重要であることについて学ぶ
。

統計ソフト「Ｒ」の基本操作
　「Ｒ」の基本操作を簡単な計算式を使い学び、統計
ソフトを意のままに利用できるようにする。

統計ソフト「Ｒ」の基本操作２
　ファイルの読み込みと書き出し、各種グラフの作成
方法を学び、Ｒでの変数の扱い方を理解する。

記述統計
　記述統計として代表地について学ぶ。「Ｒ」での統
計計算について演習を行う。

確率と統計
　確率と統計の関係について学ぶ。「Ｒ」による確率
計算の演習を行う。

推測統計
　母集団からの標本抽出について学ぶ。「Ｒ」による
正規分布の演習を行う。

二項分布
　二項分布について学ぶ。「Ｒ」による二項分布の演
習を行う。

検定と推定
　検定と推定の考え方を学び、検定について理解する
（信頼度と信頼区間、帰無仮説と対立仮説）。

検定と推定
　1標本での検定と推定（正規分布の分散に関する検
定と推定）の考え方を学び、理解する。

講義と質疑
演習（１）
自己点検授業（１）

講義と質疑
演習（２）
自己点検授業（２）

講義と質疑
演習（３）
自己点検授業（３）

講義と質疑
演習（４）
自己点検授業（４）

講義と質疑
演習（５）
自己点検授業（５）
レポート（１）

講義と質疑応答
演習（６）
自己点検授業（６）

講義と質疑
演習（７）
自己点検授業（７）

小テスト
演習（８）
自己点検授業（８）

講義と質疑
演習（９）
自己点検授業（９）

講義と質疑
演習（１０）
自己点検授業（１０）
レポート（２）

予習：１年次の確率統計関連授業
の教科書から「変数」を１０種類
調べ、まとめる。

復習：授業内容の確認と演習問題
３の解きなおしておくこと。

予習：統計ソフト「Ｒ」の基本操
作について調べ、ノートにまとめ
ておくこと。
インストールできなかった場合は
、次回授業開始前までに対応する
ので連絡すること。
第３回目に授業時までに使用でき
るようにしておくこと。

復習：演習（２）を解き直し、内
容を理解する。

予習：授業開始前までに「R」の
インストールを完了させておくこ
と。
（できれば全てのパッケージのイ
ンストールも完了させておくこと
。）

復習：補足資料をダウンロードし
、Rを使って簡単な四則演算、統
計処理が行えるようにしておくこ
と。

予習：記述統計についてまとめる
。
復習：演習（４）を解き直し、内
容を理解する。

予習：身の回りにある確率的事象
を調べ、その分布をまとめる。

復習：演習（５）を解き直し、内
容を理解する。

宿題：レポート（１）

予習：正規分布についてまとめて
おくこと。

復習：演習（６）を解き直し、内
容を理解する。

予習：二項分布、二項定理につい
てまとめておくこと。
復習：演習（７）を解き直し、内
容を理解する。

予習：

復習：演習（８）を解き直し、内
容を理解する。

予習：帰無仮説についてまとめて
おくこと。

復習：演習（９）を解き直し、内
容を理解する。

予習：1標本での検定と推定（正
規分布の分散に関する検定と推定
）について調べておくこと。

60

30

60

30

60

30

60

30

60

30

60

30

60

30

120

60

60

30

60

30

nishikawa
ハイライト表示



授業明細

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

B112-01

  4

11回

/

12回

/

13回

/

14回

/

15回

/

検定と推定
　1標本での検定と推定（離散型分布に関する検定と
推定）について学び、理解する。

Ｒによるプログラミング入門
　データ型、関数の作成を行う。

Ｒによる生物情報解析（１）
　Bioconductor による生物配列解析を行う。

Ｒによる生物情報解析（２）
　Bioconductor による生物配列解析を行う。

達成度確認試験
　これまでの学習内容の理解度を確認するための試験
を行い、各自の達成度の確認を行う。

講義と質疑
演習（１１）
自己点検授業（１１）

講義と質疑応答
演習（１２）
自己点検授業（１２）

講義と質疑
演習（１３）
自己点検授業（１３）
レポート（３）

講義と質疑
演習（１４）
自己点検授業（１４）
レポート（４）

達成度認定試験の実施
達成度認定試験の解説
授業の総括
自己点検授業（１５）

復習：演習（１０）を解き直し、
内容を理解する。

宿題：レポート（２）

予習：1標本での検定と推定（正
規分布の平均に関する検定と推定
）について調べておくこと。

復習：演習（１１）を解き直し、
内容を理解する。

予習：Ｒの基本操作について復習
を行っておく。

復習：演習（１１）を解き直し、
内容を理解する

予習：指定の資料を読んでおく。

復習：演習（１３）を解き直し、
内容を理解する

宿題：レポート（３）

予習：指定の資料を読んでおく。

復習：演習（１４）を解き直し、
内容を理解する

宿題:レポート（４）

予習：これまでの学習内容の復習

復習：各自答え合わせをし、解け
なかった問題を解き直し、学習内
容を理解する。

60

60

30

60

30

60

30

60

60

30

60

180

30

owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

機械応用プログラミングⅠ専門教育課程 ３期（前学期）

専門科目  2 E010-01

専門

1 プログラミング

2 変数と型

3 選択処理

4 繰り返し処理

5 関数

H,L

H,L

H,L

H,L

H,L

 40  30  20  10   0   0   0 100

 20  10   0   0   0   0   0  30

 20   5   6   0   0   0   0  31

  0   0   5   5   0   0   0  10

  0   0   6   3   0   0   0   9

  0  15   3   2   0   0   0  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

現代の機械工学においてはコンピュータはそのツールとして不可欠である．なかでも計算機

プログラミングは機械工学においてデータ解析，計測評価を行う場合，有効な技術となる．

本講義では計算機プログラミングにおいて欠かせない選択処理，繰り返し処理を活用できる

ようにする．また，変数の型や計算機内でそれらがどのように取り扱われているか理解する

ことで，数値計算プログラミングの基礎を身につける．

　本講義の目的はプログラミングの基礎を習得することである．これまでに様々なプログラミング言語が開発されてきたが，
本講義では近年データ解析やAIなどで非常に多く利用されているPythonを用いる（状況によっては使用する言語を変更する場
合もある）．プログラミングの習得には，アルゴリズム（一連の処理方法）とそれを表現する言語の習得が必要となる．言語
は英語と同じで”習うより慣れる”ことが重要であり，授業外でも積極的に利用することが必要である．生成系AIにプログラ
ミングをさせることもできるが，自分で作らない限り習得することは出来ない．生成系AIの利用は作成したコードのエラーチ
ェックに留めておくことが望ましい．
　最初に，描画ライブラリーturtleを用いてプログラミングの処理を直感的に理解することから始め，アルゴリズムとフロー
チャートを学習し，プログラムの作り方を学習する．その後，順次処理，選択処理，繰り返し処理について学習する．また，
後学期に開講される機械応用プログラミングIIでは数値解析を学習するため，変数と型とその内部表現について学習し，計算
機における数値の取り扱いについて理解を深める．本講義の集大成として簡単なゲームのコードを作成することを目標とする
．

教科書：プログラムのつくりかた Python 入門編 Lv.0[実教出版]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

パソコンの環境設定などをよく理解しておく．中学や高校で学習した数学を復習しておく．

turtleを用いて図形を描画できる

繰り返し処理を用いたコードを作成できる

選択処理を用いたコードを作成できる

簡単なゲームを作成することができる

変数の型とその内部表現について説明できる

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

E010-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

達成度確認試験を行う．

予習したきた事項について理解度をクイズで確認する

教科書の課題についてプログラムを作成し、リストと実行結果をレポートにして提出する．進度に応じて

追加の課題を課すこともある．

最終プレゼンのレポートもこれに含まれる

簡単なゲームを作成し，プレゼンテーションを行う．

　

　

　

①複雑な図形を描画するコードを作成できる ①簡単な図形を描画できる
②繰り返し処理を多重に用いたコードを作成できる ②1から100までの自然数の合計を求めるコードを作成できる
③分岐を４つ以上含むコードを作成できる ③一つの条件式の真偽に応じて処理をするコードを作成できる
④オリジナルなゲームを作成できる ④単純なゲームを作成できる
⑤変数の内部表現を示すことができる ⑤変数の型について説明できる



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

E010-01

  3

1週目

/

2週目

/

3週目

/

4週目

/

5週目

/

6週目

/

7週目

/

8週目

/

9週目

/

10週目

/

11週目

/

12週目

/

13週目

/

14週目

/

15週目

/

オリエンテーション
プログラミング環境(python)の構築

turtleによる図形の作成

図形を繰り返し書く

選択処理を利用して複雑な図形を書く

プログラムの作り方

順次処理

選択処理

繰り返し処理

変数と型

リスト

関数の定義

簡単なゲームを作る

作ったゲームを発表する

達成度試験とその解説

自己点検と発展学習

演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学，演習

演習

口頭発表

試験と解説

講義

PC操作方法の復習
テキスト第1章を予習する

予習動画により予習する

予習動画により予習する

予習動画により予習する

テキスト第2章を予習する
予習動画により予習する

テキスト第3章を予習しておく
予習動画により予習する

テキスト第4章を予習しておく
予習動画により予習する

テキスト第5章を予習しておく
予習動画により予習する

予習動画により予習する

テキスト第6章を予習しておく
予習動画により予習する

テキスト第7章を予習しておく
予習動画により予習する

課外の時間を使ってゲームを完成
させる

発表の準備をする

学習した内容を復習しておく

理解不十分な点を学習し直す

90分

60分

60分

60分

90分

90分

90分

90分

90分

90分

90分

200分

90分

90分

90分

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

機械応用プログラミングⅠ専門教育課程 ３期（前学期）

専門科目  2 E010-01

専門

1 プログラミング

2 変数と型

3 選択処理

4 繰り返し処理

5 関数

H,L

H,L

H,L

H,L

H,L

 40  30  20  10   0   0   0 100

 20  10   0   0   0   0   0  30

 20   5   6   0   0   0   0  31

  0   0   5   5   0   0   0  10

  0   0   6   3   0   0   0   9

  0  15   3   2   0   0   0  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

現代の機械工学においてはコンピュータはそのツールとして不可欠である．なかでも計算機

プログラミングは機械工学においてデータ解析，計測評価を行う場合，有効な技術となる．

本講義では計算機プログラミングにおいて欠かせない選択処理，繰り返し処理を活用できる

ようにする．また，変数の型や計算機内でそれらがどのように取り扱われているか理解する

ことで，数値計算プログラミングの基礎を身につける．

　本講義の目的はプログラミングの基礎を習得することである．これまでに様々なプログラミング言語が開発されてきたが，
本講義では近年データ解析やAIなどで非常に多く利用されているPythonを用いる（状況によっては使用する言語を変更する場
合もある）．プログラミングの習得には，アルゴリズム（一連の処理方法）とそれを表現する言語の習得が必要となる．言語
は英語と同じで”習うより慣れる”ことが重要であり，授業外でも積極的に利用することが必要である．生成系AIにプログラ
ミングをさせることもできるが，自分で作らない限り習得することは出来ない．生成系AIの利用は作成したコードのエラーチ
ェックに留めておくことが望ましい．
　最初に，描画ライブラリーturtleを用いてプログラミングの処理を直感的に理解することから始め，アルゴリズムとフロー
チャートを学習し，プログラムの作り方を学習する．その後，順次処理，選択処理，繰り返し処理について学習する．また，
後学期に開講される機械応用プログラミングIIでは数値解析を学習するため，変数と型とその内部表現について学習し，計算
機における数値の取り扱いについて理解を深める．本講義の集大成として簡単なゲームのコードを作成することを目標とする
．

教科書：プログラムのつくりかた Python 入門編 Lv.0[実教出版]
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

パソコンの環境設定などをよく理解しておく．中学や高校で学習した数学を復習しておく．

turtleを用いて図形を描画できる

繰り返し処理を用いたコードを作成できる

選択処理を用いたコードを作成できる

簡単なゲームを作成することができる

変数の型とその内部表現について説明できる

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

E010-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

達成度確認試験を行う．

予習したきた事項について理解度をクイズで確認する

教科書の課題についてプログラムを作成し、リストと実行結果をレポートにして提出する．進度に応じて

追加の課題を課すこともある．

最終プレゼンのレポートもこれに含まれる

簡単なゲームを作成し，プレゼンテーションを行う．

　

　

　

①複雑な図形を描画するコードを作成できる ①簡単な図形を描画できる
②繰り返し処理を多重に用いたコードを作成できる ②1から100までの自然数の合計を求めるコードを作成できる
③分岐を４つ以上含むコードを作成できる ③一つの条件式の真偽に応じて処理をするコードを作成できる
④オリジナルなゲームを作成できる ④単純なゲームを作成できる
⑤変数の内部表現を示すことができる ⑤変数の型について説明できる



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

E010-01

  3

1週目

/

2週目

/

3週目

/

4週目

/

5週目

/

6週目

/

7週目

/

8週目

/

9週目

/

10週目

/

11週目

/

12週目

/

13週目

/

14週目

/

15週目

/

オリエンテーション
プログラミング環境(python)の構築

turtleによる図形の作成

図形を繰り返し書く

選択処理を利用して複雑な図形を書く

プログラムの作り方

順次処理

選択処理

繰り返し処理

変数と型

リスト

関数の定義

簡単なゲームを作る

作ったゲームを発表する

達成度試験とその解説

自己点検と発展学習

演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学・演習

座学，演習

演習

口頭発表

試験と解説

講義

PC操作方法の復習
テキスト第1章を予習する

予習動画により予習する

予習動画により予習する

予習動画により予習する

テキスト第2章を予習する
予習動画により予習する

テキスト第3章を予習しておく
予習動画により予習する

テキスト第4章を予習しておく
予習動画により予習する

テキスト第5章を予習しておく
予習動画により予習する

予習動画により予習する

テキスト第6章を予習しておく
予習動画により予習する

テキスト第7章を予習しておく
予習動画により予習する

課外の時間を使ってゲームを完成
させる

発表の準備をする

学習した内容を復習しておく

理解不十分な点を学習し直す

90分

60分

60分

60分

90分

90分

90分

90分

90分

90分

90分

200分

90分

90分

90分

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

電気電子プログラミング演習専門教育課程 ３期（前学期）

専門科目  3 E610-01

専門

1 コンピュータプログラミング

2 Ｃ言語

3 順次・分岐・反復処理

4 アルゴリズム

5 電気電子工学技術者

K

K,D

K,H

K,H

K,H

K,H

  0  40  60   0   0   0   0 100

  0  30  10   0   0   0   0  40

  0  10  30   0   0   0   0  40

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0  20   0   0   0   0  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

電気電子工学に関わる解析、自動計測・制御、回路設計などにコンピュータを活用する実践

力を培うため、本科目ではその基礎として、自在にプログラムを自作しコンピュータを利用

できるようになる。具体的には、主に実習を通して、Ｃ言語の文法を体系的に学習するとと

もに、基本的なプログラミング技法を修得する。「電気電子コンピュータ工学」「電気電子

計測」はじめ２年次後学期以降に開講される科目においてプログラムを自作できるよう、本

科目で基本を確実に身に付けておく。（関連する学習・教育目標：K）

Ｃ言語文法の基本事項を体系的に理解でき、プログラミングの素養を身につけられるよう、履修学生各自のノートパソコンを
用いた実習（プログラムの作成）に重点を置いて、授業を進める。
概ね、以下の項目について、授業を行う。
１．Ｃプログラミングの初歩（変数・代入・四則演算・論理演算，整数型・浮動小数点型・文字型，順次処理）
２．場合分け（分岐処理）
３．繰返し（反復処理）
４．配列
５．関数（呼び出し，引数，戻り値）
６．ポインタ
７．構造体
８．ストリーム入出力
９．電気電子工学分野への応用
ただし、授業明細に記す“各項目への授業の時間配分”は、履修学生の理解度・習熟度に応じて、変更する場合もあり得る。

日頃から、理工系の授業を理解したり問題を解いたりする際などに、論理立てて考える習慣を身につけておくこと。
なお、講義に用いるPowerPointなど資料を、eシラバス等により、予め配布する。

教科書：指定なし
参考書：やさしく学べるC言語 ANSI規格準拠[森北出版]、新・明解C言語 入門編（第2版）[SBクリエイティブ]、猫でもわか
　　　　るC言語プログラミング（第3版）[SBクリエイティブ]
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

履修学生が、プログラミング実習に使用可能なノートパソコン（ＫＩＴ推奨機種、ないし、それと互換性のある機種）を所有
し、授業教室に持参できることを前提として、授業を進めるとともに“評価の要点”欄に後述する“レポートＡ”を課す。

コンピュータの主にソフトウェアについて学ぶ本科目と、２年次後学期に開講され主にハードウェアについて学ぶ「電気電子
コンピュータ工学」とは相補的な科目である。また、本科目は、専門科目「電子回路Ⅱ」や「自動制御」と関連が深い。

数値解析や自動計測制御など、どんなところで電気電子工学技術者としてプログラミング能力が必要になるか、説明できる。

コンピュータに解かせたい問題について、効率的なアルゴリズムを与えることができる。

Ｃ言語で、場合分けや繰返しを用いたプログラムを作成することができる。

Ｃ言語で、ユーザ関数を用いたプログラムを作成することができる。

Ｃ言語で、配列や構造体を用いたプログラムを作成することができる。

ポインタやストリーム入出力の章で学んだ内容の要点を説明できる。

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

E610-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

　

小テストを実施し、学習内容の理解、および、プログラム作成能力について、達成度を確認する。Ｃ言語

の基礎事項に関する問題、プログラムの穴埋め問題、出力結果について問う問題、などを出題する。

この他、自己点検を促す目的も兼ねて、頻繁に、授業内容に対する理解度のチェックを行う。

授業時に課題が提示され、その日の授業終了までにプログラムを作成・実行し、整理して提出する“レポ

ートＡ”、

各週の授業の最後に課題が提示され、翌週の授業開始までにプログラムを作成・実行し、整理して提出す

る“レポートＢ”、

などをもとに、推論能力・学習意欲・理解度・創造する力を評価する。

　

　

　

　

電気電子工学分野などでの課題を解決するために、自らアルゴ Ｃ言語で書かれたプログラムを読んで、内容を理解し他人に説
リズムを考え、Ｃ言語を用いて、効率的なプログラムを効率的 明することができる。電気電子工学分野で解析に役立てられる
に作成することができる。電気電子工学技術者として、数値解 簡単なプログラムをＣ言語で作成することができる。電気電子
析や自動計測制御など、どのようなところでプログラミング能 工学技術者として、数値解析や自動計測制御など、どのような
力が必要になるか、具体的に説明できる。また、種々の数値解 ところでプログラミング能力が必要になるか、大枠で説明でき
法を、適材適所、使い分けることができる。 る。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

E610-01

  3

１回

/

２回

/

３回

/

４回

/

５回

/

６回

/

７回

/

８回

/

９回

/

１０回

/

１１回

/

１２回

/

１３回

/

１４回

/

１５回

/

１６回

/

１７回

/

本科目の概要
授業の進め方と評価方法
ソフトウェアのインストール

簡単なＣプログラムの入力・実行
コンピュータでのプログラム実行の仕組み

１．Ｃプログラミングの初歩

同上

２．場合分け

同上

３．繰返し

同上

同上

同上

４．配列

同上

小テスト（Ⅰ）

第1回～第12回授業内容の振り返り

第1回～第12回授業内容の振り返り

５．関数

同上

同上

講義およびパソコン実習

同上

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

第3回～第12回授業での学習
内容について小テストを実施
する。

講義および自己点検

講義および自己点検

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

予習：受講に向けて準備を要する
事項を、担当教員から学生ポータ
ル授業連絡メッセージやeシラバ
スを通じて、事前に指示する。

復習：内容については担当教員か
ら指示する。

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：第3回～第12回の授業内容
を、再度、おさらいする。

復習：小テスト（Ⅰ）で判明した
理解不足の事項について、理解を
補う。

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

予100

復200

予200

復200

予200

復200

予200

復200

予200

復200

予200

復200

予300

復200

予200

復200

予200

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



授業明細

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

E610-01

  4

１８回

/

１９回

/

２０回

/

２１回

/

２２回

/

２３回

/

２４回

/

２５回

/

２６回

/

２７回

/

２８回

/

２９回

/

３０回

/

同上

小テスト（Ⅱ）

６．ポインタ

同上

７．構造体

同上

８．ストリーム入出力

同上

小テスト（Ⅲ）

第15回～第24回授業内容の振り返り

第15回～第24回授業内容の振り返り

≪総合演習≫　例えば以下のカテゴリから題材を選定
　・電気電子工学分野での数値解析
　・自動計測制御
　・プログラムの指示を遂行する実装設計

同上

同上

同上

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

第3回～第18回授業での学習
内容について小テストを実施
する。

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

第19回～第24回授業での学習
内容について小テストを実施
する。

講義および自己点検

講義および自己点検

講義・演習・考察・検討

同上

同上

同上

授業アンケート調査の実施

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：第3回～第18回の授業内容
を、再度、おさらいする。
復習：小テスト（Ⅱ）で判明した
理解不足の事項について、理解を
補う。

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：第19回～第24回の授業内容
を、再度、おさらいする。

復習：小テスト（Ⅲ）で判明した
理解不足の事項について、理解を
補う。

予習：内容については担当教員か
ら事前に指示する。

復習：内容については担当教員か
ら指示する。

予習：内容については担当教員か
ら事前に指示する。

復習：内容については担当教員か
ら指示する。

復200

予200
復100

復200

予200

復200

予200

復200

予300

復200

予100

復100

予100

復200

nishikawa
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

電気電子プログラミング演習専門教育課程 ３期（前学期）

専門科目  3 E610-01

専門

1 コンピュータプログラミング

2 Ｃ言語

3 順次・分岐・反復処理

4 アルゴリズム

5 電気電子工学技術者

K

K,D

K,H

K,H

K,H

K,H

  0  40  60   0   0   0   0 100

  0  30  10   0   0   0   0  40

  0  10  30   0   0   0   0  40

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0  20   0   0   0   0  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

電気電子工学に関わる解析、自動計測・制御、回路設計などにコンピュータを活用する実践

力を培うため、本科目ではその基礎として、自在にプログラムを自作しコンピュータを利用

できるようになる。具体的には、主に実習を通して、Ｃ言語の文法を体系的に学習するとと

もに、基本的なプログラミング技法を修得する。「電気電子コンピュータ工学」「電気電子

計測」はじめ２年次後学期以降に開講される科目においてプログラムを自作できるよう、本

科目で基本を確実に身に付けておく。（関連する学習・教育目標：K）

Ｃ言語文法の基本事項を体系的に理解でき、プログラミングの素養を身につけられるよう、履修学生各自のノートパソコンを
用いた実習（プログラムの作成）に重点を置いて、授業を進める。
概ね、以下の項目について、授業を行う。
１．Ｃプログラミングの初歩（変数・代入・四則演算・論理演算，整数型・浮動小数点型・文字型，順次処理）
２．場合分け（分岐処理）
３．繰返し（反復処理）
４．配列
５．関数（呼び出し，引数，戻り値）
６．ポインタ
７．構造体
８．ストリーム入出力
９．電気電子工学分野への応用
ただし、授業明細に記す“各項目への授業の時間配分”は、履修学生の理解度・習熟度に応じて、変更する場合もあり得る。

日頃から、理工系の授業を理解したり問題を解いたりする際などに、論理立てて考える習慣を身につけておくこと。
なお、講義に用いるPowerPointなど資料を、eシラバス等により、予め配布する。

教科書：指定なし
参考書：やさしく学べるC言語 ANSI規格準拠[森北出版]、新・明解C言語 入門編（第2版）[SBクリエイティブ]、猫でもわか
　　　　るC言語プログラミング（第3版）[SBクリエイティブ]
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

履修学生が、プログラミング実習に使用可能なノートパソコン（ＫＩＴ推奨機種、ないし、それと互換性のある機種）を所有
し、授業教室に持参できることを前提として、授業を進めるとともに“評価の要点”欄に後述する“レポートＡ”を課す。

コンピュータの主にソフトウェアについて学ぶ本科目と、２年次後学期に開講され主にハードウェアについて学ぶ「電気電子
コンピュータ工学」とは相補的な科目である。また、本科目は、専門科目「電子回路Ⅱ」や「自動制御」と関連が深い。

数値解析や自動計測制御など、どんなところで電気電子工学技術者としてプログラミング能力が必要になるか、説明できる。

コンピュータに解かせたい問題について、効率的なアルゴリズムを与えることができる。

Ｃ言語で、場合分けや繰返しを用いたプログラムを作成することができる。

Ｃ言語で、ユーザ関数を用いたプログラムを作成することができる。

Ｃ言語で、配列や構造体を用いたプログラムを作成することができる。

ポインタやストリーム入出力の章で学んだ内容の要点を説明できる。

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

E610-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

　

小テストを実施し、学習内容の理解、および、プログラム作成能力について、達成度を確認する。Ｃ言語

の基礎事項に関する問題、プログラムの穴埋め問題、出力結果について問う問題、などを出題する。

この他、自己点検を促す目的も兼ねて、頻繁に、授業内容に対する理解度のチェックを行う。

授業時に課題が提示され、その日の授業終了までにプログラムを作成・実行し、整理して提出する“レポ

ートＡ”、

各週の授業の最後に課題が提示され、翌週の授業開始までにプログラムを作成・実行し、整理して提出す

る“レポートＢ”、

などをもとに、推論能力・学習意欲・理解度・創造する力を評価する。

　

　

　

　

電気電子工学分野などでの課題を解決するために、自らアルゴ Ｃ言語で書かれたプログラムを読んで、内容を理解し他人に説
リズムを考え、Ｃ言語を用いて、効率的なプログラムを効率的 明することができる。電気電子工学分野で解析に役立てられる
に作成することができる。電気電子工学技術者として、数値解 簡単なプログラムをＣ言語で作成することができる。電気電子
析や自動計測制御など、どのようなところでプログラミング能 工学技術者として、数値解析や自動計測制御など、どのような
力が必要になるか、具体的に説明できる。また、種々の数値解 ところでプログラミング能力が必要になるか、大枠で説明でき
法を、適材適所、使い分けることができる。 る。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

E610-01

  3

１回

/

２回

/

３回

/

４回

/

５回

/

６回

/

７回

/

８回

/

９回

/

１０回

/

１１回

/

１２回

/

１３回

/

１４回

/

１５回

/

１６回

/

１７回

/

本科目の概要
授業の進め方と評価方法
ソフトウェアのインストール

簡単なＣプログラムの入力・実行
コンピュータでのプログラム実行の仕組み

１．Ｃプログラミングの初歩

同上

２．場合分け

同上

３．繰返し

同上

同上

同上

４．配列

同上

小テスト（Ⅰ）

第1回～第12回授業内容の振り返り

第1回～第12回授業内容の振り返り

５．関数

同上

同上

講義およびパソコン実習

同上

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

第3回～第12回授業での学習
内容について小テストを実施
する。

講義および自己点検

講義および自己点検

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

予習：受講に向けて準備を要する
事項を、担当教員から学生ポータ
ル授業連絡メッセージやeシラバ
スを通じて、事前に指示する。

復習：内容については担当教員か
ら指示する。

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：第3回～第12回の授業内容
を、再度、おさらいする。

復習：小テスト（Ⅰ）で判明した
理解不足の事項について、理解を
補う。

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

予100

復200

予200

復200

予200

復200

予200

復200

予200

復200

予200

復200

予300

復200

予200

復200

予200

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



授業明細

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

E610-01

  4

１８回

/

１９回

/

２０回

/

２１回

/

２２回

/

２３回

/

２４回

/

２５回

/

２６回

/

２７回

/

２８回

/

２９回

/

３０回

/

同上

小テスト（Ⅱ）

６．ポインタ

同上

７．構造体

同上

８．ストリーム入出力

同上

小テスト（Ⅲ）

第15回～第24回授業内容の振り返り

第15回～第24回授業内容の振り返り

≪総合演習≫　例えば以下のカテゴリから題材を選定
　・電気電子工学分野での数値解析
　・自動計測制御
　・プログラムの指示を遂行する実装設計

同上

同上

同上

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

第3回～第18回授業での学習
内容について小テストを実施
する。

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

復習・予習状況チェックをも
とに自己点検

講義および質疑応答

レポートＡのプログラム作成
・実行

第19回～第24回授業での学習
内容について小テストを実施
する。

講義および自己点検

講義および自己点検

講義・演習・考察・検討

同上

同上

同上

授業アンケート調査の実施

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：第3回～第18回の授業内容
を、再度、おさらいする。
復習：小テスト（Ⅱ）で判明した
理解不足の事項について、理解を
補う。

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：範囲ややり方については担
当教員から事前に指示する。

復習：レポートＢのプログラム作
成・実行

予習：第19回～第24回の授業内容
を、再度、おさらいする。

復習：小テスト（Ⅲ）で判明した
理解不足の事項について、理解を
補う。

予習：内容については担当教員か
ら事前に指示する。

復習：内容については担当教員か
ら指示する。

予習：内容については担当教員か
ら事前に指示する。

復習：内容については担当教員か
ら指示する。

復200

予200
復100

復200

予200

復200

予200

復200

予300

復200

予100

復100

予100

復200



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

水理学Ⅰ専門教育課程 ３期（前学期）

専門科目  2 E710-01

専門

1 流体力学基礎

2 静水力学

3 連続式

4 ベルヌーイの定理

5 プログラミング

K

K

K

K

K

K

 40  50   0   0   0   0  10 100

 20  25   0   0   0   0   0  45

 20  25   0   0   0   0   0  45

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0  10  10

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

環境土木工学科の基礎としての水理学を学ぶ．水理学は，河川工学，海岸工学，環境工学，

水道工学の基礎となっている．日本の国土面積は世界で６０位であるが，EEZと含める領海

の面積は世界第９位の海洋国家である．故に，海洋，海岸，河川の開発，保全に土木技術者

として深く関わることが多く，深い理解が要求される．本科目では，水理学の基礎を学ぶ上

で重要である流体力学の基礎，静止流体，管路の問題を理解することを目標とする．

流れの基礎である，完全流体に関するマクロ的な理論を扱う．完全流体とは摩擦のない架空の流体であるが，水理学の基礎
を学ぶ上で非常に重要である．
　本講では，流体の力学基本式である，連続式（質量保存則），ベルヌーイの定理（エネルギー保存則），運動量保存則を解
説し演習問題を解くことにより理解を深める．
　また，水力学では質点系力学にはない圧力の概念が重要であるため上記の問題を扱う事によりその重要性を理解する．具体
的な講義での項目は，下記に上げる６項目に関して理解を深めることを目標とする．

１．流体の力学基礎
２．静水力学
３．連続の式
４．ベルヌーイの定理
５．管路における損失の問題
６．管網の問題

教科書：指定なし
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

本科目の受講前に，「土木数理」「環境・建築系数理」を習得しておくことが望ましい．

水理学に現れる物理量を単位付きで表示できる。[0.2K]

静水圧の計算ができる。[0.2K]

連続式の計算ができる。[0.15K]

ベルヌーイの定理が使える。[0.15K]

運動量式の計算ができる。[0.15K]

管路，開水路の計算ができる。[0.15K]



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

E710-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

達成度確認試験１，２により，知識を取り込む力，思考・推論・創造する力が評価される．

出題対象は，講義の全範囲とする．

キーワードに関連した演習問題のクイズを適宜実施することにより理解を深める．

　

　

　

　

その他において，学習に取り組む姿勢・意欲が評価される．

　大学における専門科目に対する学習態度で臨んでいない場合は，大幅に減点される．

●流体に関する物理量を単位付きで表記でき，完全流体に関し ●流体に関する物理量を単位付きで表記でき，完全流体，ニュ
て説明ができる． ートン流体に関して説明ができる．
●静水力学において，圧力分布，アルキメデスの原理，パスカ ●静水力学において，圧力分布，アルキメデスの原理，パスカ
ルの原理を理解している． ルの原理を理解している．また，浮体の安定，不安定問題につ
●流体の質量保存則である連続式に関して理解している． いても理解している．
●流体のエネルギー保存則であるベルヌーイの定理に関して説 ●流体の質量保存則である連続式に関して理解し，オイラー的
明ができる． 観測，ラグランジュ的観測に関して説明ができる．
●運動量式に関して説明ができる． ●流体のエネルギー保存則であるベルヌーイの定理に関して説
●定常管路流の計算ができる． 明ができる．

●運動量式に関して説明ができる．
●定常管路流の計算ができる．
●定常開水路の計算ができる．



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

E710-01

  3

１

/

２

/

３

/

４

/

５

/

６

/

７

/

８

/

９

/

１０

/

１１

/

１２

/

【概要】
●講師の紹介，授業の説明，成績評価に関わる内容を
確認する。
【水の性質】
●水を表す物理量
●水理で重要な単位
●表面張力
●毛管現象
●粘性

【静水圧１】
●静水圧の性質
●ゲージ圧と絶対圧
●圧力の測定（マノメータ）

【静水圧２】
●パスカルの原理
●水平・鉛直な平面に作用する水圧

【静水圧３】
●傾斜面に作用する全水圧
●水平図形と水圧

【静水圧４】
●曲面に作用する全水圧
●投影面が重なる場合の取扱

【静水圧５】
●アルキメデスの原理
●浮力と浮体の安定

【達成度確認試験１】
●水の性質
●静水圧
に関する達成度確認試験の実施と自己点検

【水の運動１】
●流速と流量
●管水路と開水路

【水の運動２】
●層流と乱流
●定常流と非定常流
●等流と不等流

【水の運動３】
●連続の式
●ベルヌーイの定理

【水の運動４】
●ベンチュリーメーター
●ピトー管

【水の運動５】
●粘性流体のベルヌーイの定理
●開水路のベルヌーイの定理

１．講師の紹介，授業運営，
成績評価に関する説明
２．水の性質に関する講義
３．小テスト

１．静水圧１に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．静水圧２に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．静水圧３に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．静水圧４に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．水の運動１に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．達成度確認試験
２．試験問題の解説

１．水の運動１に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．水の運動２に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．水の運動４に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．水の運動４に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．水の運動５に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト

講義後、必ず復習をして理解を深
めるとともに、疑問箇所を明確に
する．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容の復習と試験問題の復習

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100



授業明細

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

E710-01

  4

１３

/

１４

/

１５

/

【水の運動６】
●管水路の流速分布・平均流速
●開水路の流速分布・平均流速
●平均流公式（実用公式）

【達成度確認試験２】
●水の運動
に関する達成度確認試験の実施と自己点検

【自己点検】
●静水圧，水の運動に関する復習
●Matlabによるプログラミング
　繰り返し計算と分岐

４．小テストの解説

１．水の運動６に関する講義
２．講義内容に関する演習問
題の解説
３．小テスト
４．小テストの解説

１．達成度確認試験
２．試験問題の解説

講義内容の総括

．

講義内容を講義ノートとの穴埋め
箇所と講義資料と対応づけて理解
し，適宜ノートをとるとともに，
疑問箇所は曖昧にせずに質問する
．

講義内容の復習と試験問題の復習

講義内容について復習を行う

100

100

100

Owner
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

建築情報デザイン専門教育課程 ５期（前学期）

専門科目  2 A023-01

専門

1 建築設計・生産

2 BIM

3 ルールベースドモデリング

4 シミュレーション

5 ビジュアルプログラミング

K,M,O

K,P,Q

P,Q

P,Q

K,P

  0  20  40   0  40   0   0 100

  0  10  10   0   8   0   0  28

  0   0  10   0   8   0   0  18

  0   0   0   0   8   0   0   8

  0   0  10   0   8   0   0  18

  0  10  10   0   8   0   0  28

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

本科目は「建築ＣＡＤ」の上位授業であり、より高度な建物形状の作成・管理手法を学ぶ。

具体的には、基礎的なビジュアルプログラミングの学習を通じて、アルゴリズム（ルール）

に基づいた建物（もしくはその一部）の形状定義・編集方法を理解し、合理的且つ精緻で柔

軟な３次元モデルの作成・編集手法を実践的に学ぶ。また、チームによる３次元の構法モデ

ル作成演習を通じて、意匠設計～生産設計～施工という一連のプロセスにおける各種３次元

モデル作成技術の活用や意義について考える。

本授業ではCAD+ビジュアルプログラミング(VP)の演習を中心に下記のような構成で授業を進める。
第 1  回　授業概要の説明、課題説明
　　　　　プログラミングの基礎（関数、引数、変数の型、四則演算、幾何学図形の種類と編集）
第2-4 回　CAD＋ビジュアルプログラミング基礎＋演習
第 5  回　課題１提出、ビジュアルプログラミングによる建築基本構成表現
第6-9 回　CAD＋ビジュアルプログラミングによる建築基本構成表現＋演習
第 10 回　課題２提出　社会における応用事例紹介①
第11-13回　CAD＋ビジュアルプログラミングによる建築デザイン表現＋演習
第 14 回　課題３提出　社会における応用事例紹介②
第 15 回　自己点検

教科書：指定なし
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

・2年次後学期「建築CAD」でBIMソフトによる建物モデル作成や図面表現の操作技術を習得したことを前提に授業を行う
・自身のパソコンをCAD室に持ち込んでソフトウェア（Rhino + grasshopper）を操作してもらいながら授業を進める
・上記ソフトウェアのライセンスは建築学科所有のものを授業内で提供します

各種建物の写真・図面・説明から、構法的な特徴や考え方を読み取ることができる

作成したい建物形状の基本構成を踏まえ、ビジュアルプログラミングの仕様を検討できる

ビジュアルプログラミングを用いて3次元モデルの作成・編集作業を効率化できる

建築設計や生産設計におけるビジュアルプログラミングの役割や可能性について考えることができる

建築設計・生産の各段階における形状（ジオメトリ）データの意義や精度について理解できる

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

A023-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

ビジュアルプログラミングの基礎的知識を問う試験を実施する

選択肢問題とし、その総合点で評価する

　

課題１「VPによる建築構法モデルの再現」

内容：特定の建築作品の特徴的な構法をモデルとして、VPを用いてその形状パターンを自動的に生成する

ツールを作成する。また、そのツールを用いて建築作品を再現するとともに、幾つかのバリエーションも

作成する。

評価方法：建築作品の再現性、バリエーションの数と質、提出紙面の完成度を総合的に評価する。

　

課題２「VPによる建築構法的な空間提案」

内容：3人一組でチームを作り、VPを用いて特徴的な構法空間を検討できるツールをVPで作成する。バリ

エーションの検討を踏まえ、最終案を提案する。

評価方法：参考作品からの発展性、VPツールの面白さ、構法空間の提案性、提出紙面の完成度を総合的に

評価する。

　

　

ビジュアルプログラミングならではの特徴的な空間を構想し、 ビジュアルプログラミングならではの特徴的な空間を構想し、
その形状作成のための高度なツールを作成することができる。 その形状作成のためのツールを作成することができる。また、
また、そのツールを用いたバリエーションの検討を踏まえ、よ そのツールを用いたバリエーションの検討を踏まえ、より良い
り良い案を選択し、提案することができる。 案を選択し、提案することができる。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

A023-01

  3

１

/

２

/

３

/

４

/

５

/

６

/

７

/

８

/

９

/

１０

/

１１

/

１２

/

１３

/

１４

/

１５

/

□授業概要の説明
□課題１の説明
□課題1.5の説明
□課題２，３の概要説明
○Rhinoのインストール方法

○CAD+ビジュアルプログラミングの基本操作
○ビジュアルプログラミング環境の参考情報
○ビジュアルプログラミング基礎＋演習 (1)

○ビジュアルプログラミング基礎＋演習 (2)

○CAD＋VPによる建築フォルムの作成・編集3

■課題１の提出（授業開始時）
□課題２の説明
○Grasshopperプログラミングによる建築基本構成表
現＋演習 (1)

○Grasshopperプログラミングによる建築基本構成表
現＋演習 (2)

○Grasshopperプログラミングによる建築基本構成表
現＋演習 (3)

○Grasshopperプログラミングによる建築基本構成表
現＋演習 (4)

○課題２のアルゴリズム・エスキスチェック（総合力
ラーニング）

■課題２の提出（事前提出）
□課題３の説明
□社会における応用事例紹介①

○Grasshopperプログラミングによる建築デザイン表
現＋演習 (1)

○Grasshopperプログラミングによる建築デザイン表
現＋演習 (2)

○Grasshopperプログラミングによる建築デザイン表
現＋演習 (3)

■課題３の提出（事前提出）
□社会における応用事例②

○自己点検授業
・課題３の講評会
・成績・出席確認
・アンケート回答
・授業全体の振り返り

対面（講義）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、確認）

対面
（アンケート回答のためのノ
ーパソ持参）

●次週までの宿題
・個人パソコンヘのRhino7のイン
ストールと起動確認
・課題1の検討開始
・課題２，３の建築作品選定開始

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

100

100

nishikawa
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

建築情報デザイン専門教育課程 ５期（前学期）

専門科目  2 A023-01

専門

1 建築設計・生産

2 BIM

3 ルールベースドモデリング

4 シミュレーション

5 ビジュアルプログラミング

K,M,O

K,P,Q

P,Q

P,Q

K,P

  0  20  40   0  40   0   0 100

  0  10  10   0   8   0   0  28

  0   0  10   0   8   0   0  18

  0   0   0   0   8   0   0   8

  0   0  10   0   8   0   0  18

  0  10  10   0   8   0   0  28

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

本科目は「建築ＣＡＤ」の上位授業であり、より高度な建物形状の作成・管理手法を学ぶ。

具体的には、基礎的なビジュアルプログラミングの学習を通じて、アルゴリズム（ルール）

に基づいた建物（もしくはその一部）の形状定義・編集方法を理解し、合理的且つ精緻で柔

軟な３次元モデルの作成・編集手法を実践的に学ぶ。また、チームによる３次元の構法モデ

ル作成演習を通じて、意匠設計～生産設計～施工という一連のプロセスにおける各種３次元

モデル作成技術の活用や意義について考える。

本授業ではCAD+ビジュアルプログラミング(VP)の演習を中心に下記のような構成で授業を進める。
第 1  回　授業概要の説明、課題説明
　　　　　プログラミングの基礎（関数、引数、変数の型、四則演算、幾何学図形の種類と編集）
第2-4 回　CAD＋ビジュアルプログラミング基礎＋演習
第 5  回　課題１提出、ビジュアルプログラミングによる建築基本構成表現
第6-9 回　CAD＋ビジュアルプログラミングによる建築基本構成表現＋演習
第 10 回　課題２提出　社会における応用事例紹介①
第11-13回　CAD＋ビジュアルプログラミングによる建築デザイン表現＋演習
第 14 回　課題３提出　社会における応用事例紹介②
第 15 回　自己点検

教科書：指定なし
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

・2年次後学期「建築CAD」でBIMソフトによる建物モデル作成や図面表現の操作技術を習得したことを前提に授業を行う
・自身のパソコンをCAD室に持ち込んでソフトウェア（Rhino + grasshopper）を操作してもらいながら授業を進める
・上記ソフトウェアのライセンスは建築学科所有のものを授業内で提供します

各種建物の写真・図面・説明から、構法的な特徴や考え方を読み取ることができる

作成したい建物形状の基本構成を踏まえ、ビジュアルプログラミングの仕様を検討できる

ビジュアルプログラミングを用いて3次元モデルの作成・編集作業を効率化できる

建築設計や生産設計におけるビジュアルプログラミングの役割や可能性について考えることができる

建築設計・生産の各段階における形状（ジオメトリ）データの意義や精度について理解できる

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

nishikawa
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

A023-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

ビジュアルプログラミングの基礎的知識を問う試験を実施する

選択肢問題とし、その総合点で評価する

　

課題１「VPによる建築構法モデルの再現」

内容：特定の建築作品の特徴的な構法をモデルとして、VPを用いてその形状パターンを自動的に生成する

ツールを作成する。また、そのツールを用いて建築作品を再現するとともに、幾つかのバリエーションも

作成する。

評価方法：建築作品の再現性、バリエーションの数と質、提出紙面の完成度を総合的に評価する。

　

課題２「VPによる建築構法的な空間提案」

内容：3人一組でチームを作り、VPを用いて特徴的な構法空間を検討できるツールをVPで作成する。バリ

エーションの検討を踏まえ、最終案を提案する。

評価方法：参考作品からの発展性、VPツールの面白さ、構法空間の提案性、提出紙面の完成度を総合的に

評価する。

　

　

ビジュアルプログラミングならではの特徴的な空間を構想し、 ビジュアルプログラミングならではの特徴的な空間を構想し、
その形状作成のための高度なツールを作成することができる。 その形状作成のためのツールを作成することができる。また、
また、そのツールを用いたバリエーションの検討を踏まえ、よ そのツールを用いたバリエーションの検討を踏まえ、より良い
り良い案を選択し、提案することができる。 案を選択し、提案することができる。



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

A023-01

  3

１

/

２

/

３

/

４

/

５

/

６

/

７

/

８

/

９

/

１０

/

１１

/

１２

/

１３

/

１４

/

１５

/

□授業概要の説明
□課題１の説明
□課題1.5の説明
□課題２，３の概要説明
○Rhinoのインストール方法

○CAD+ビジュアルプログラミングの基本操作
○ビジュアルプログラミング環境の参考情報
○ビジュアルプログラミング基礎＋演習 (1)

○ビジュアルプログラミング基礎＋演習 (2)

○CAD＋VPによる建築フォルムの作成・編集3

■課題１の提出（授業開始時）
□課題２の説明
○Grasshopperプログラミングによる建築基本構成表
現＋演習 (1)

○Grasshopperプログラミングによる建築基本構成表
現＋演習 (2)

○Grasshopperプログラミングによる建築基本構成表
現＋演習 (3)

○Grasshopperプログラミングによる建築基本構成表
現＋演習 (4)

○課題２のアルゴリズム・エスキスチェック（総合力
ラーニング）

■課題２の提出（事前提出）
□課題３の説明
□社会における応用事例紹介①

○Grasshopperプログラミングによる建築デザイン表
現＋演習 (1)

○Grasshopperプログラミングによる建築デザイン表
現＋演習 (2)

○Grasshopperプログラミングによる建築デザイン表
現＋演習 (3)

■課題３の提出（事前提出）
□社会における応用事例②

○自己点検授業
・課題３の講評会
・成績・出席確認
・アンケート回答
・授業全体の振り返り

対面（講義）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、演習、確認）

対面（講義、確認）

対面
（アンケート回答のためのノ
ーパソ持参）

●次週までの宿題
・個人パソコンヘのRhino7のイン
ストールと起動確認
・課題1の検討開始
・課題２，３の建築作品選定開始

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

○授業内容の復習

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

100

100

nishikawa
ハイライト表示



再生紙を使用しています。

授業科目区分 科　目　名 単 位 科目コード 開講時期

担当教員名 研究室 内線電話番号 電子メールＩＤ オフィスアワー

授　業　科　目　の　学　習　・　教　育　目　標

学習・教育目標キーワード

授業の概要および学習上の助言

【教科書および参考書・リザーブドブック】

履修に必要な予備知識や技能

学生が達成すべき行動目標学科教育目標№
（記号表記）

①

②

③

④

⑤

⑥

達　成　度　評　価

評価方法 クイズ 成果発表
試　験 レポート 作　品 その他 合　計ポートフォリオ（口頭・実技）小テスト指標と評価割合

総合評価割合

知識を取り込む力

思考・推論・創造する力総
合
力
指
標

コラボレーションとリーダーシップ

発表・表現・伝達する力

学習に取組む姿勢・意欲

※総合力指標で示す数値内訳は、授業運営上のおおよその目安を示したものです。

1

令和7年度　学習支援計画書

ＡＩ基礎数理・DS・AI教育課程 ２期（後学期）

数理基礎科目  1 G240-01

数理基礎

1 AI

2 画像認識

3 自然言語分析

4 対話型音声識別

5 機械学習

D,H

D,H

D,H

D

B

A

  0   0  70   0   0   0  30 100

  0   0  40   0   0   0  20  60

  0   0  20   0   0   0   0  20

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0   0   0   0   0   0   0

  0   0  10   0   0   0  10  20

修学規程第４条を参照

履　修　方　法

この科目ではAI（Artificial Intelligence）に関する，基本的機能や活用例を，アクティ

ブラーニングをとおして体験し，最先端技術について，さまざまな基本的実例を通して学ぶ

。AI基礎においては，サイエンス・テクノロジーの新しいパラダイムに対応できる素地を涵

養するため，AIの歴史，AI独自の画像認識，文章カテゴリー化と自然言語処理，対話型音声

識別などの基本的内容を理解し，基本的操作ができるようになる。さらに，機械学習（深層

学習）に必要な初等的なデータ構成ができるようになる。

○　学習内容は下記の通りである：
　　　１．AIの基本的仕組み，AI機能の基本的・代表的機能
　　　　　機械学習（深層学習）の働きの初等的理論について学習する
　　　　　また，AI機能の基本的機能の具体例としては，
　　　　　(1) 画像認識　　　　　
　　　　　(2) 自然言語処理
　　　　　(3) 対話型音声識別
　　　　　を理解し，基礎的操作について学習する

２．AIの歴史について学習する
３．AIを活用する際に関係する法令の遵守と倫理的問題について学習する

　　　　　(1) 個人情報保護法などの法令の遵守について
　　　　　(2) 法令より広範な基準としてのAI倫理について：人に関わる情報やデータの取り扱いに関する倫理の尊重
　　　４．AIの機械学習に必要な基礎的データ構成について学習し，実際に簡単なデータを作成する
　　　５．AIの様々な機能の理学・工学への応用例の学習

教科書：指定なし
参考書：指定なし
ﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾞｯｸ：指定なし

○この授業で必要な基礎知識はコンピュータ操作の基礎である。
○この分野の進歩は早く，解説書類はすぐに対応しなくなるため，授業の進行に応じて，プリントを配布する。配布されたプ
リントなどで十分学習すること。参考書などはその都度，最新のものを紹介する。
○レポートは丁寧に書き、提出期日を厳守すること。また他人のレポートを写すようなことは厳に慎むこと。

AIの画像識別の基本例を理解でき，基本的操作を行うことができる。

AIの自然言語処理の基本例を理解でき，基本的操作を行うことができる。

AIの対話型音声識別機能の基本例を理解でき，基本的操作を行うことができる。

機械学習に必要な，基礎的データ構造を理解し，基本的なデータを構成できる。

AIの歴史を理解し，AIに関わる法令を遵守し，AI倫理を尊重する態度を身につけることができる。

毎回の授業に出席し,与えられた課題に取り組み、授業内容の理解に努めることができる。

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



評価の要点

評　価　方　法 行動目標 評　価　の　実　施　方　法　と　注　意　点

①

②

③
試　験

④

⑤

⑥

①

②

クイズ ③
小テスト

④

⑤

⑥

①

②

③
レポート

④

⑤

⑥

①

②

③成果発表
（口頭・実技） ④

⑤

⑥

①

②

③
作　品

④

⑤

⑥

①

②

③
ポートフォリオ

④

⑤

⑥

①

②

③
その他

④

⑤

⑥

具体的な達成の目安

理想的な達成レベルの目安 標準的な達成レベルの目安

2

G240-01

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

　

　

レポートは総合評価割合を７０％として評価する。レポートは文章やデータの数値，文章等を丁寧に書き

、課題に取り組んでいく過程を論理的に記述すること。他人のレポートを写すことは厳に慎むこと。また

、レポートの提出期日を厳守すること。レポートの提出期日はガイダンスで配布される授業予定表に記載

してある。

　

　

　

学習に取り組む姿勢・意欲を，受講態度や授業内容の理解度を，実際のAI操作に取り組む状況で評価し，

さらに予習・復習として取り組んだ宿題や演習も含めて，総合評価割合30％として評価する．

・AIの仕組みを理解でき，工学的応用例をあげることが ・AIの仕組みを理解でき，基本的応用例をあげることが
できる。 できる。
・AIの歴史を十分理解でき，説明することができる。 ・AIの歴史を理解でき，概要を説明することができる。
・機械学習（深層学習）の基礎的内容を十分理解でき，説明す ・機械学習（深層学習）の基礎的内容を理解でき，概要を説明
ることができる。 することができる。
・画像識別の基本的仕組みを理解し，十分操作ができる。 ・画像識別の基本的仕組みを理解し，操作ができる。
・自然言語処理の基本的仕組みを理解し，十分操作ができる。 ・自然言語処理の基本的仕組みを理解し，操作ができる。
・対話型音声識別機能の基本的仕組みを理解し，十分操作が ・対話型音声識別機能の基本的仕組みを理解し，操作が
できる。 できる。
・機械学習のためのデータを目的に応じて，十分準備できる。 ・機械学習のためのデータを必要量準備できる。
・AIに関する法令を理解し遵守できる。また，AI倫理について ・AIに関する法令を理解し遵守できる。また，AI倫理について
の理解を深め，尊重することができる。 の理解を深め，尊重することができる。

Owner
ハイライト表示



授業明細

るいは全体）を繰り返し行いながら、応用力のある知識やスキルを身につけていくことが重要です。このような学習プロセスを大事に行動ください。 
推論し、創造する」→「修得した内容を表現、発表、伝達する」→「総合的に評価を受ける、ＧｏｏｄＷｏｒｋ！」

ＣＬＩＰ学習プロセスについて

一般に、授業あるいは課外での学習では：「知識などを取り込む」→「知識などをいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、
：のようなプロセス（一部あ

※学習課題の時間欄には、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習時間全体としては、各授業に応じた時間
（例えば2単位科目の場合、予習2時間・復習2時間／週）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従って下さい。

回数
学習内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習)

日付
時間(分)※

G240-01

  3

１回

/

２回

/

３回

/

４回

/

５回

/

６回

/

７回

/

○科目ガイダンス　
○AIの基本的働きの概要を学習する。
○AIの基本的操作を学習する。

○AIの画像認識について学ぶ。
○AIに関連する法令を学ぶ。
○AIに関連する倫理問題を学び，「人に関する情報に
おける倫理尊重」の必要性を理解する。

○ＡＩの画像識別を数字や文字を中心に学ぶ。
○機械学習用データ構成の基礎を学ぶ。

○機械学習用データ作成の基礎を学ぶ。
○自作データによる画像識別について学ぶ。

○自然言語処理について学ぶ。

○自然言語処理とそのデータ分析について学ぶ。　
○対話型音声識別について学ぶ。

○AIの歴史について学ぶ。
○全体について振り返り，機械学習（深層学習）につ
いて，グループ討議を行い復習する。
○自己点検授業として，出席，提出物，成績評価につ
いての確認を行う。

○学習目標、授業方針、評価
方法等について説明する。
○簡単なモデルによりAI紹介
する。
○画像識別の使用例を紹介す
る。
○簡単なサンプルによるAI使
用を体験する。（音声認識，
テキスト音声変換など）

○画像認識の仕組みを理解し
，デモ用モデルを用いて，基
本操作を体験する。
○AI倫理に関する説明を
行う。
○「AIに関する倫理的使用に
関する学生宣言」への署名を
行う。
○これまでの授業について振
り返りを行う。

○数字・文字の画像識別を体
験する。
○簡単なデータ作成を行う。

○画像認識の応用に関するグ
ループ学習と討議を行う。
○レポート作成の準備を
行う。
○分類器による機械学習の実
習を行う。

○自然言語処理：NLPをとお
してAIの仕組みを解説する。
○自然言語処理の実習を
行う。
○生成AIでの自然言語処理の
演習を行う。
○これまでの授業について振
り返りを行う。

○自然言語処理：NLP分類器
の使用を体験する。
○画像認識の仕組みを
理解し，デモ用モデルを
用いて，基本操作を体験
する。
○レポート作成の準備を
行う。

○AIの歴史を解説する。
○グループ討議を実施する。
○これまでの授業について振
り返りを行う。
○出席，提出物を確認する。
○成績評価の説明をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○学習した内容を復習し、課題に
取り組む。
○次回の学習内容について配布プ
リントを中心に予習をする。

○AIの歴史について学習した内容
を復習する。
○これまで学習した内容を振り返
り，全体の流れを確認し，復習す
る。
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▶　必修科目 □　選択科目 学科によって開講学期が異なる ○付数字は単位数を表す

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

①大学生として正しく学ぶ能力
・金沢工業大学の建学の綱領に基づく人間形成を理解し実践する能力
・大学生としての学習・生活スタイルを理解し実践する能力
・自律的な学習を継続する能力
・自分の将来像を描き、学び続ける能力
・物事の本質を理解し、広く論理的に考え、わかりやすく表現する能力

③幅広い教養と国際的視野を身につけ、多面的に考える能力
・幅広い教養を身につけ、さまざまな場面で的確に問題を発見する能力
・物事を広い視野から捉え、深く考え、適切に対応する能力
・自国を理解し、国際社会における自身の在り方を考える能力
・学んだ知識を活かして、国際化の時代に対応する能力

 

▶ 修学基礎 Ａ ② ▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 健康･体力づくり ①

▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ 人間と自然

▶ 技術者と持続可能社会 ②

▶ 科学技術者倫理 ②

□ 日本文学の世界 ②

□ 人間と哲学 ②

□ 法と社会 ②

□ 経済と社会 ②

□ こころのはたらき ②

□ グローバル社会（ヨーロッパ） ②

□ グローバル社会（アジア） ②

□ 芸術へのアプローチ ②

□ 科学技術と社会 ②

□ 技術者のためのコミュニケーション ②

□ 企業の組織と戦略 ②

□ 指定放送大学科目

□ 日本国憲法 ②

□ 韓国語入門 ②

□ 危機管理論 ②

④心身ともに健康で豊かな人生をおくる能力
・自己管理の重要性を理解し、健康で豊かな人生をおくるための知識を身につけ、実践する能力
・集団の中での自己の役割を認識し、前向きに考え行動する能力

※「人間と自然」は、「合格」することが卒業要件

②大学での学びを実社会で活かす能力
・主体的に考え、他者と協働して物事に取り組む能力
・安全や倫理に関して、情報を収集し、判断、行動する能力
・卒業後の実社会を知り、働くことの意義を理解する能力
・自らのキャリアを具体的にデザインできる能力

▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①

▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

この枠内の科目は「リベラルアーツ系科目」として1～4年次に開講されます

□ 生涯学習特別科目

□ 国際関係論 ②

自己啓発・自己管理能力（A）
多様な価値観の理解と倫理的判断能力（B）

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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6 2 H u m a n i t i e s  a n d  S o c i a l  S c i e n c e s  P r o g r a m

　キーワード

学習習慣 自己管理能力 広範な教養 人間力 キャリアデザイン 生涯学習

「自ら考え行動する創造的探究・実践人材」の礎となる広範な教養（日本語表現力、技術者倫理、日本文化・歴史と国際社会、健康と体力）と人間力（社会に適応する力）
を体得する。また修学の基本となるルールとスキルを修得した上で、自主的・継続的な学習習慣と健康的な生活スタイルを形成し、それらを自己管理する力を身につ
ける。さらにキャリアデザインを日常的に意識し行動する態度を身につける。これらの教育と学修を通して、生涯にわたって自律的に学修を継続でき、心身ともに健康
で豊かな人生を創造できる人材を育成する。

　教育目標

修 学 基 礎 教 育 課 程



□　選択科目 ○付数字は単位数を表す

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標

３
・
４
年
次
に
も
履
修
可
能

１期 前学期 ２期 後学期

ビジネスコミュニケーション
ビジネス・会社の場において使われる英語を学習する。ビジネスに関係する語彙、表現などを実際のビジ
ネスタスク（商品開発、プレゼンテーション、広告作りなど）を通して、効果的に使いこなせるようになる。リー
ディング、ライティング、スピーキング、リスニングの総合的な４技能を鍛え、グループでのプレゼンテーショ
ン、ディスカッション、インタビュー、ロールプレイなどを通してビジネスの場に必要なスキルを修得する。

アカデミックリーディング
世界で起こっている事象や多文化についてのアカデミックな文章を読むことで、リーディングの能力を向上さ
せるとともに、多角的視野を養う。長文読解のさまざまな技能を学びつつ、長文の構造、目的、主旨、細部の情
報を見つける練習をする。アカデミックな語彙を増やすとともに、自分が理解した内容を人に伝える方法や技
術も学ぶ。文章を読み、その内容について話し合い、個人の意見を論理的に表現する能力を身につける。

ライティングベーシックス
基礎的なライティングスキルを身につける。英語のライティングに必要な語彙や文
章校正の方法を修得する。

アカデミックプレゼンテーション
言語・非言語的スキルを学び、アカデミックな英語を用いてプレゼンテーションを行
う。ライティングスキルを使い図や表を適切に説明しながら効果的な発表原稿を書く。

STEM イングリッシュ
STEMの話題について口頭または記述で自分の意見を表現する。科学的手法を用
いて、問題を特定し、簡単な科学実験を行う。その結果を使い、問題の解決方法を
提案する。その後調査結果をまとめ、口頭で発表する。

イングリッシュセミナー
地域社会で起こっている様々な問題を発見し、解決する方法を英語で学ぶ。英語での
インタビューを行い、調査の結果をまとめる。問題解決のために調査したりディスカッ
ションを行い、解決方法を導き出す。自分の意見や考えを英語で伝える力を修得する。

TOEIC 初級
TOEIC® Listening & Reading 受験のための基礎コース。基礎的な文法と語彙の演
習・課題を通して、テストの概要と構成を理解する。

TOEIC 中級
イングリッシュトピックス５（中級）から英語学習をスタートした学生や、就職・進学に向けてスコアアップを
目指す学生を主対象とする応用コース。語彙を増やし、演習・課題を実践しながら攻略法を身につける。

□ インテンシブ
 イングリッシュ ②

□ TOEIC 中級 ②

□ TOEIC 初級 ②

インテンシブイングリッシュ
本学が認める語学学校で実施される短期集中プログラム。参加学生は、語学学校
での講義と、英語圏での日常生活におけるコミュニケーションを通して、英語能力
を向上させることを目指す。

イングリッシュトピックス
各コースのレベルにあった内容や教材を用いて、４技能（「読む」「書く」「話す」「聞く」）を総合的
に修得する。各ユニットで学ぶ語彙や文章、文法を使用しながら基本的な英語のコミュニケー
ション能力を身につける。自学方法を学び自律した学習者になるためのスキルを修得する。

イングリッシュベーシックス
イングリッシュベーシックスは基礎的な英文法や語彙を修得し、練習を重ねることで、英会話に
慣れ、バランスよく４技能(「読む」「書く」「話す」「聴く」)を伸ばすコースである。基礎的な文型を
学ぶのみではなく、定着を図るためにグループワーク、ペアワーク、短い作文、発表を通じて練習
する。さらに、大学レベルでの英語学習に必要な効果的な学習方法を修得する。

□ イングリッシュ
 ベーシックス ②

推奨科目（履修案1）
□ イングリッシュ
 トピックス1 ②

□ イングリッシュ
 トピックス３ ②

推奨科目（履修案1）
□ イングリッシュ
 トピックス４ ②

□ イングリッシュ
 トピックス３ ②

推奨科目（履修案2）
□ イングリッシュ
 トピックス４ ②

□ イングリッシュ
 トピックス５ ②

推奨科目（履修案1）

任意の科目を
選択して履修

□ アカデミック
 リーディング１ ②

□ イングリッシュ
 トピックス５ ②

推奨科目（履修案2）
□ ライティング
 ベーシックス ②

□ イングリッシュ
 トピックス５ ②

推奨科目（履修案3）
□ STEM 
 イングリッシュ ②

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

□ イングリッシュ
 トピックス2 ②

□ イングリッシュ
 トピックス3 ②

□ イングリッシュ
 トピックス１ ②

推奨科目（履修案2）
□ イングリッシュ
 トピックス２ ②

□ イングリッシュ
 トピックス3 ②

□ イングリッシュ
 トピックス4 ②

□ イングリッシュ
 トピックス5 ②

□ アカデミック
 リーディング１ ②

□ イングリッシュ
 トピックス5 ②

□ ビジネスコミュ
 ニケーション ②

□ アカデミック
 リーディング2 ②

□ アカデミック
 リーディング１ ②

□ アカデミック
 プレゼンテーション ②

□ ライティング
 ベーシックス ②

□ イングリッシュ
 セミナー ②

□ STEM 
 イングリッシュ ②

外国語コミュニケーション能力（C）

この枠内の科目は「リベラルアーツ系科目」として1～4年次に開講されます

□ 外国語特別科目

１ 年 次

１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

▶　必修科目 □　選択科目 学科によって開講学期が異なる ○付数字は単位数を表す

科目群の主な学習・教育目標

 

▶ 線形代数学 ②

▶ 情報のための
 数学Ⅰ ② □ 情報数理Ａ ②

▶ 情報のための
 数学Ⅱ ②

▶ 技術者のための
 数理Ⅰ ②

□ 技術者のための
 数理Ⅲ ②

▶ 技術者のための
 数理Ⅱ ②

□ データサイエンス
 物理 ②

□ 環境系数理 ②

情報理工学部、バイオ・化学部、工学部、建築学部対象科目
数理基礎（数学、物理）と工学系分野（機械、電気、環境、建築）や理工学系分野
（バイオ、化学）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する能力を養う。さら
に、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

工学部対象科目
数理基礎（数学、物理）とその工学系分野（環境）への応用の知識を修得し、思
考・推論・創造する能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自
己学習力や自己管理能力を養う。
（ただし、「環境系数理」は工学部環境土木工学科を対象とした科目です。）

全学部共通科目
数理基礎（数学、物理）と工学系分野（機械、電気、環境、建築）や理工学系分野
（バイオ、化学）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する能力を養う。さら
に、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

情報デザイン学部、メディア情報学部対象科目
情報数理基礎とその情報学系分野への応用の知識を修得し、思考・推論・創造
する能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自
己管理能力を養う。

全学部共通科目
物理の分野について、基礎的な概念や法則を学び、工学、情報学、理工学（バイ
オ、化学）における課題について、物理的な解析ができる能力を身につける。

全学部共通科目
偶然性を伴う現象を解析する場合に必要となる統計的な考え方を学び、工学、
情報学、理工学（バイオ、化学）における課題について統計的な解析ができる能
力を身につける。

全学部共通科目
データサイエンスとAIへの知的好奇心、学習意欲を惹起し、その初歩的知識と操
作を修得する。これにより工学・理学全分野へデータサイエンスとAIを応用する
ための基盤となる能力を身につける。

全学部共通科目
平面や空間における図形を正確に認識し表現するために、ベクトルや行列の計
算、連立１次方程式の解法、行列式などを中心に、幾何学的対象を代数的に扱
える能力を養う。

□ アドバンスト
 数理Ｂ ②

□ アドバンスト
 数理Ａ ②

▶ データサイエンス
 基礎Ⅰ ①

▶ データサイエンス
 基礎Ⅱ ①

▶ ＡＩ基礎 ①

□ 技術者ための
 統計 ②

現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力（D）

この枠内の科目は「リベラルアーツ系科目」として1～4年次に開講されます

□ 数理特別科目
□ ビジネスデータ
 サイエンス ①

□ ＡＩプログラミング
 入門 ①

□ ＡＩ応用Ⅱ ①

□ データサイエンス
 応用 ①

□ ＡＩ応用Ⅰ ①

３
・
４
年
次
に
も
履
修
可
能
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　キーワード 英語コミュニケーション能力 異文化理解 自己学習力

英語の「読む」「書く」「話す」「聞く」能力を総合的に運用して、さまざまな文化の違いを理解できる国際的な視野を養う。専門分野でも必要とされるコ
ミュニケーション能力や、プレゼンテーション能力を高めるために、英語で調べ、発表する能力を培う。語学を学ぶために必要不可欠な自主的、かつ継
続的な学習の習慣を身につけ、能力向上のために行動できる人材を育成する。

　教育目標

英 語 教 育 課 程 6 2 M a t h e m a t i c s , S c i e n c e , D a t a  S c i e n c e  a n d  A I  P r o g r a m

数理基礎能力 論理的思考力 学びに向かう力 自己管理能力 課題解決力 専門課程との接続

数理・データサイエンス・AI教育課程

　キーワード

「自ら考え行動する創造的探究・実践人材」に必要な数理系の基礎学力の向上と専門課程へのスムーズな接続を図るため、専門課程において求められる数理基礎（数学、物理、化学、生物）とその工学系、
理工学系、情報学系に関わる応用、及び社会に浸透し始めたAI・データサイエンスの基礎を学び、それらの知識を取り込む力、思考・推論・創造する力を身につける。さらに、学習に取り組む姿勢を能動化さ
せ、学習意欲をより一層喚起させることにより、予習・復習を主とした自学自習などの学びに向かう力や自己管理能力を養い、学び合いとコミュニケーションを通じて、課題解決能力を持つ人材を育成する。

　教育目標



□　選択科目 ○付数字は単位数を表す

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標

３
・
４
年
次
に
も
履
修
可
能

１期 前学期 ２期 後学期

ビジネスコミュニケーション
ビジネス・会社の場において使われる英語を学習する。ビジネスに関係する語彙、表現などを実際のビジ
ネスタスク（商品開発、プレゼンテーション、広告作りなど）を通して、効果的に使いこなせるようになる。リー
ディング、ライティング、スピーキング、リスニングの総合的な４技能を鍛え、グループでのプレゼンテーショ
ン、ディスカッション、インタビュー、ロールプレイなどを通してビジネスの場に必要なスキルを修得する。

アカデミックリーディング
世界で起こっている事象や多文化についてのアカデミックな文章を読むことで、リーディングの能力を向上さ
せるとともに、多角的視野を養う。長文読解のさまざまな技能を学びつつ、長文の構造、目的、主旨、細部の情
報を見つける練習をする。アカデミックな語彙を増やすとともに、自分が理解した内容を人に伝える方法や技
術も学ぶ。文章を読み、その内容について話し合い、個人の意見を論理的に表現する能力を身につける。

ライティングベーシックス
基礎的なライティングスキルを身につける。英語のライティングに必要な語彙や文
章校正の方法を修得する。

アカデミックプレゼンテーション
言語・非言語的スキルを学び、アカデミックな英語を用いてプレゼンテーションを行
う。ライティングスキルを使い図や表を適切に説明しながら効果的な発表原稿を書く。

STEM イングリッシュ
STEMの話題について口頭または記述で自分の意見を表現する。科学的手法を用
いて、問題を特定し、簡単な科学実験を行う。その結果を使い、問題の解決方法を
提案する。その後調査結果をまとめ、口頭で発表する。

イングリッシュセミナー
地域社会で起こっている様々な問題を発見し、解決する方法を英語で学ぶ。英語での
インタビューを行い、調査の結果をまとめる。問題解決のために調査したりディスカッ
ションを行い、解決方法を導き出す。自分の意見や考えを英語で伝える力を修得する。

TOEIC 初級
TOEIC® Listening & Reading 受験のための基礎コース。基礎的な文法と語彙の演
習・課題を通して、テストの概要と構成を理解する。

TOEIC 中級
イングリッシュトピックス５（中級）から英語学習をスタートした学生や、就職・進学に向けてスコアアップを
目指す学生を主対象とする応用コース。語彙を増やし、演習・課題を実践しながら攻略法を身につける。

□ インテンシブ
 イングリッシュ ②

□ TOEIC 中級 ②

□ TOEIC 初級 ②

インテンシブイングリッシュ
本学が認める語学学校で実施される短期集中プログラム。参加学生は、語学学校
での講義と、英語圏での日常生活におけるコミュニケーションを通して、英語能力
を向上させることを目指す。

イングリッシュトピックス
各コースのレベルにあった内容や教材を用いて、４技能（「読む」「書く」「話す」「聞く」）を総合的
に修得する。各ユニットで学ぶ語彙や文章、文法を使用しながら基本的な英語のコミュニケー
ション能力を身につける。自学方法を学び自律した学習者になるためのスキルを修得する。

イングリッシュベーシックス
イングリッシュベーシックスは基礎的な英文法や語彙を修得し、練習を重ねることで、英会話に
慣れ、バランスよく４技能(「読む」「書く」「話す」「聴く」)を伸ばすコースである。基礎的な文型を
学ぶのみではなく、定着を図るためにグループワーク、ペアワーク、短い作文、発表を通じて練習
する。さらに、大学レベルでの英語学習に必要な効果的な学習方法を修得する。

□ イングリッシュ
 ベーシックス ②

推奨科目（履修案1）
□ イングリッシュ
 トピックス1 ②

□ イングリッシュ
 トピックス３ ②

推奨科目（履修案1）
□ イングリッシュ
 トピックス４ ②

□ イングリッシュ
 トピックス３ ②

推奨科目（履修案2）
□ イングリッシュ
 トピックス４ ②

□ イングリッシュ
 トピックス５ ②

推奨科目（履修案1）

任意の科目を
選択して履修

□ アカデミック
 リーディング１ ②

□ イングリッシュ
 トピックス５ ②

推奨科目（履修案2）
□ ライティング
 ベーシックス ②

□ イングリッシュ
 トピックス５ ②

推奨科目（履修案3）
□ STEM 
 イングリッシュ ②

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

□ イングリッシュ
 トピックス2 ②

□ イングリッシュ
 トピックス3 ②

□ イングリッシュ
 トピックス１ ②

推奨科目（履修案2）
□ イングリッシュ
 トピックス２ ②

□ イングリッシュ
 トピックス3 ②

□ イングリッシュ
 トピックス4 ②

□ イングリッシュ
 トピックス5 ②

□ アカデミック
 リーディング１ ②

□ イングリッシュ
 トピックス5 ②

□ ビジネスコミュ
 ニケーション ②

□ アカデミック
 リーディング2 ②

□ アカデミック
 リーディング１ ②

□ アカデミック
 プレゼンテーション ②

□ ライティング
 ベーシックス ②

□ イングリッシュ
 セミナー ②

□ STEM 
 イングリッシュ ②

外国語コミュニケーション能力（C）

この枠内の科目は「リベラルアーツ系科目」として1～4年次に開講されます

□ 外国語特別科目

１ 年 次

１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

▶　必修科目 □　選択科目 学科によって開講学期が異なる ○付数字は単位数を表す

科目群の主な学習・教育目標

 

▶ 線形代数学 ②

▶ 情報のための
 数学Ⅰ ② □ 情報数理Ａ ②

▶ 情報のための
 数学Ⅱ ②

▶ 技術者のための
 数理Ⅰ ②

□ 技術者のための
 数理Ⅲ ②

▶ 技術者のための
 数理Ⅱ ②

□ データサイエンス
 物理 ②

□ 環境系数理 ②

情報理工学部、バイオ・化学部、工学部、建築学部対象科目
数理基礎（数学、物理）と工学系分野（機械、電気、環境、建築）や理工学系分野
（バイオ、化学）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する能力を養う。さら
に、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

工学部対象科目
数理基礎（数学、物理）とその工学系分野（環境）への応用の知識を修得し、思
考・推論・創造する能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自
己学習力や自己管理能力を養う。
（ただし、「環境系数理」は工学部環境土木工学科を対象とした科目です。）

全学部共通科目
数理基礎（数学、物理）と工学系分野（機械、電気、環境、建築）や理工学系分野
（バイオ、化学）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する能力を養う。さら
に、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

情報デザイン学部、メディア情報学部対象科目
情報数理基礎とその情報学系分野への応用の知識を修得し、思考・推論・創造
する能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自
己管理能力を養う。

全学部共通科目
物理の分野について、基礎的な概念や法則を学び、工学、情報学、理工学（バイ
オ、化学）における課題について、物理的な解析ができる能力を身につける。

全学部共通科目
偶然性を伴う現象を解析する場合に必要となる統計的な考え方を学び、工学、
情報学、理工学（バイオ、化学）における課題について統計的な解析ができる能
力を身につける。

全学部共通科目
データサイエンスとAIへの知的好奇心、学習意欲を惹起し、その初歩的知識と操
作を修得する。これにより工学・理学全分野へデータサイエンスとAIを応用する
ための基盤となる能力を身につける。

全学部共通科目
平面や空間における図形を正確に認識し表現するために、ベクトルや行列の計
算、連立１次方程式の解法、行列式などを中心に、幾何学的対象を代数的に扱
える能力を養う。

□ アドバンスト
 数理Ｂ ②

□ アドバンスト
 数理Ａ ②

▶ データサイエンス
 基礎Ⅰ ①

▶ データサイエンス
 基礎Ⅱ ①

▶ ＡＩ基礎 ①

□ 技術者ための
 統計 ②

現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力（D）

この枠内の科目は「リベラルアーツ系科目」として1～4年次に開講されます

□ 数理特別科目
□ ビジネスデータ
 サイエンス ①

□ ＡＩプログラミング
 入門 ①

□ ＡＩ応用Ⅱ ①

□ データサイエンス
 応用 ①

□ ＡＩ応用Ⅰ ①

３
・
４
年
次
に
も
履
修
可
能
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6 2 E n g l i s h  L a n g u a g e  P r o g r a m

　キーワード 英語コミュニケーション能力 異文化理解 自己学習力

英語の「読む」「書く」「話す」「聞く」能力を総合的に運用して、さまざまな文化の違いを理解できる国際的な視野を養う。専門分野でも必要とされるコ
ミュニケーション能力や、プレゼンテーション能力を高めるために、英語で調べ、発表する能力を培う。語学を学ぶために必要不可欠な自主的、かつ継
続的な学習の習慣を身につけ、能力向上のために行動できる人材を育成する。

　教育目標

英 語 教 育 課 程 6 2 M a t h e m a t i c s , S c i e n c e , D a t a  S c i e n c e  a n d  A I  P r o g r a m

数理基礎能力 論理的思考力 学びに向かう力 自己管理能力 課題解決力 専門課程との接続

数理・データサイエンス・AI教育課程

　キーワード

「自ら考え行動する創造的探究・実践人材」に必要な数理系の基礎学力の向上と専門課程へのスムーズな接続を図るため、専門課程において求められる数理基礎（数学、物理、化学、生物）とその工学系、
理工学系、情報学系に関わる応用、及び社会に浸透し始めたAI・データサイエンスの基礎を学び、それらの知識を取り込む力、思考・推論・創造する力を身につける。さらに、学習に取り組む姿勢を能動化さ
せ、学習意欲をより一層喚起させることにより、予習・復習を主とした自学自習などの学びに向かう力や自己管理能力を養い、学び合いとコミュニケーションを通じて、課題解決能力を持つ人材を育成する。

　教育目標



１ 年 次

１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

▶　必修科目 □　選択科目 ○付数字は単位数を表す

科目群の主な学習・教育目標

 

▶ プロジェクト
 デザイン入門
 （実験） ②

▶ プロジェクト
　 デザインⅠ ②

▶ ICT入門
　　　   ①

▶ データ
　 サイエンス
　 入門 ①

コンピュータ利用の基礎知識
パーソナルコンピュータ（パソコン）を学業と学生生活に活用するために、パソコ
ンの仕組みとその能力・可能性を理解する。パソコンの基本操作やネットワーク利
用の基本操作を学び、さらに文書・プレゼンテーション資料作成の伝える力および
データを集計・分析する力を養う。

知識や技能を集約して問題を発見し解決する力を養う
「プロジェクトデザイン入門(実験)」と「プロジェクトデザイン実践(実験)」では、検証
活動を進めるための基本的な知識と技術を修得する。さまざまな対象や現象につ
いて、データを収集し、整理し分析することで、定量的あるいは定性的に捉え、その
特徴・特性・法則性を抽出し、それらを第三者にわかりやすく伝える力を養う。
「プロジェクトデザインⅠ」と「プロジェクトデザインⅡ」では、修得した知識と情報
収集により、チーム活動を通して社会に存在する問題に気づき、解決する能力を身
につける。データに基づいて地域社会や産業界の現状を把握し、原因を分析した
上で、問題点を発見して解決策を見いだす。論理的な思考によりプロジェクト活動
を進める力を養う。

▶ プロジェクト
　 デザインⅡ ②

▶ プロジェクト
 デザイン実践
 （実験） ②

▶ プロジェクト
 デザインⅠ
 （英語クラス） ②

▶ プロジェクト
 デザインⅡ
　（英語クラス） ②

問題発見・問題解決能力（G）
基礎的な実験能力（F）
図表を用いたコミュニケーション能力（E）

コンピュータリテラシー（Ｈ）

この枠内の科目は「リベラルアーツ系科目」として1～4年次に開講されます

□ プロジェクト
 デザイン特別科目

□ ネットワーク
 セキュリティ ①

□ 情報ネットワーク
 基礎 ①

□ ロボティクス
 基礎 ①

□ IoT応用 ①

□ ドローン
 プログラミング ①

□ IoTプログラミング
 入門 ①

□ IoTプロト
 タイピング ①

□ IoT基礎 ①
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情報デザイン学部
C o l l e g e  o f  I n f o r m a t i o n  D e s i g n

人々が幸せであり、かつ持続可能な社会を構築するために、高い視座・広い視野・様々
な視点から将来の理想像を構想（デザイン）して、その理想像を実現するための取組
を実行できる人材があらゆる分野で求められている。本学部では、社会データ、情報技
術、情報コミュニケーションなどを活用して、将来の望ましい「もの・こと・組織・社会」を
デザインするために工学・技術・経営・文化・芸術などを広範に学ぶ。修得した知識・ス
キル・技術を幅広い分野で活用して、人々の生活をより豊かにして持続可能な世界を
デザインできる構想力と、構想を社会実装できる実行力のある人材を育成する。

　教育目標

　キーワード

フューチャーデザイン

データと情報技術の活用

総合知

文理融合

学 部 の カリキュラム6 2 D e s i g n  P r o j e c t  P r o g r a m

問題発見・解決 主体的学習 論理的思考力 コミュニケーション能力

プロジェクトデザイン基礎教育課程

　キーワード

現在、技術者には専門知識と実践スキルのバランスを重視した実践的なイノベーション力が強く要望されている。本課程のプロジェクトデザイン活動
では、チームによる問題発見、情報収集、問題解決のアイデア創出、作品制作や実験によるアイデアの検証など多くのイノベーション手法を学ぶ。これら
の学びを通して、実践的イノベーション力を身につけた人材を育成する。

　教育目標



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件
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●❷

●10

●60
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̶
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̶
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̶

̶

●❽

̶

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

▶ 情報デザイン学キャリアデザイン（経営情報） ②

▶ Webデザイン ②

▶ 経営学入門 ②

▶ 企業会計基礎 ②

▶ データアナリティクス入門 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

▶ ＩＴシステム基礎 ②

▶ プログラミング基礎 ②

▶ 経営戦略と組織 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

▶ マーケティング基礎 ②

▶ ビジネス統計学Ⅰ ②

▶ 経営分析とＥＳＧ ②

▶ 戦略会計入門 ②

▶ イノベーション・デザイン ②

□ ロジカルシンキング ②

□ データベースマネジメント ②

□ 数理マネジメント ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ マーケティング戦略 ②

□ Ｗｅｂプログラミング ②

□ システムモデリング ②

□ 戦略会計応用 ②

□ 会計情報とビジネス法規 ②

□ ビジネス統計学Ⅱ ②

▶ 経営情報専門実験・演習 Ａ ③

□ インダストリアルエンジニアリング ②

□ ＳＤＧｓ基礎 ②

□ 先進プログラミング ②

□ アルゴリズムとデータ構造 ②

□ サステナブルファイナンス ②

□ 原価管理 ②

□ データアナリティクス ②

□ グローバルリーダーシップ実践 ②

▶ 経営情報専門実験・演習 Ｂ ③

□ マーケティング実践 ②

□ ＳＤＧｓ実践 ②

□ 先進プログラミング応用 ②

□ システム思考 ②

□ 企業価値評価とＥＳＧ ②

□ アカデミックリーディング ②

□ データサイエンス実践 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

▶ イノベーション基礎 ①

※1

※1

※1

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 情報のための数学Ⅰ ②
▶ 情報のための数学Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ 情報数理 Ａ ② □ アドバンスト数理 Ａ ② □ 技術者のための統計 ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②□ データサイエンス物理 ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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　情報デザイン学部 経営情報学科の卒業の認定に関する方針

経 営 情 報 学 科
D e p a r t m e n t  o f  M a n a g e m e n t  S y s t e m s

高度に情報化した現代の国際競争社会では、マネジメント・スキルと情報技術の双方の基本的な素養を備え、実社会に活用できる人材があらゆる分野で求められて
いる。本学科では、①マネジメント能力、②マーケティング能力、③金融能力、④情報通信能力を修得し、4分野融合に基づく社会に有益なビジネスを新しく立ち上げ、
そのビジネスと組織を効率的に管理するための知識や方法、さらに、それらを実現するための基盤であるマネジメント・スキルと情報技術によって、ビジネスを通じ
た社会課題の解決を実現する人材を育成する。

　教育目標

6 3
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、経営情報学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（情報）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ マネジメント能力　Ｋ マーケティング能力　Ｌ 金融能力　Ｍ 情報デザイン能力　Ｎ 社会応用実践能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ N



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

マネジメント能力（Ｊ）
データサイエンスの基礎的な手法を習得するとともに、事業のマネジメントに関する広範な知識と一般原則
を理解できる。特に、SDGs（持続可能な開発目標）などグローバルな視点から、事業のありかたについての
視点を持つことができる。

マーケティング能力（Ｋ）
顧客ニーズを起点とするマーケティングの用語と考え方を理解した上で、ビッグデータによる市場動向を把
握する手法、およびそれを解析する手法を習得するとともに、実際の社会事例において、それらの手法を活
用した分析と提案ができる。

金融能力（Ｌ） 
経営状態を表現するための会計および資金の調達と運用・投資を行うためのファイナンスに関する知識を
修得することにより、財務諸表を見てケース企業の経営状態を把握すること、さらには資本調達計画の立案
など、お金に関する意思決定をすることができる。

情報デザイン能力（Ｍ）
情報技術を活用するために、コンピュータ、データベース、インターネットとそのサービスに関する基礎知識
を習得するとともに、複雑な事象やシステムのモデル化技法と解決技法を習得する。これらの知識・技法を用
いて、課題解決のためにIT活用に関する提案や、ITシステムの設計とプログラミングを行うことができる。

キャリアデザイン能力（Ｉ）
経営情報学科で何を学ぶか、経営情報とは何かの概念を得る。経営情報学科プログラムの学習・教育目標
を把握し、自ら履修計画および学習計画を立案できる。また、ビジネス業界の動向や就職環境などを把握し
て、自らの適性と希望に応じた将来の進路を展望し、自らの進むべき方向を決定できる。

社会応用実践能力（Ｎ）
ビジネス上のさまざまな問題に対して、問題解決の過程に基づき解決案を創出し成果を得ることができる。
また理論的なアイデアを具体的な計画やレポートで明確に表現することができ、そのアイデアの有効性を実
証するための調査や実施項目を計画し、実行に移して成果を上げ、以上のすべてを適切に説明することがで
きる。

 

▶ 情報デザイン学キャリア
　デザイン（経営情報） ②

▶ データアナリティクス入門 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ Webデザイン ② □ データベースマネジメント ② □Webプログラミング ②

□ ロジカルシンキング ②

□ 数理マネジメント ②

▶ イノベーション・デザイン ②

▶ マーケティング基礎 ② □ マーケティング戦略 ②

□ 先進プログラミング応用 ②

▶ 経営情報専門実験・演習 Ｂ ③▶ 経営情報専門実験・演習 Ａ ③

▶ イノベーション基礎 ①

□ ＳＤＧｓ実践 ②□ ＳＤＧｓ基礎 ②

□ マーケティング実践 ②

□ システム思考 ②

□ グローバルリーダーシップ実践 ②

□ インダストリアルエンジニアリング ②

▶ 専門ゼミ ①

▶ プログラミング基礎 ②

▶ ＩＴシステム基礎 ②

▶ 経営学入門 ② ▶ 経営戦略と組織 ②

□ 先進プログラミング ②

▶ 経営分析とＥＳＧ ② □ 会計情報とビジネス法規 ②▶ 企業会計基礎 ② □ サステナブルファイナンス ②

□ アカデミックリーディング ②

□ 企業価値評価とＥＳＧ ②

▶ 戦略会計入門 ② □ 戦略会計応用 ② □ 原価管理 ②

□ アルゴリズムとデータ構造 ②

□ システムモデリング ②

□ ビジネス統計学Ⅱ ②▶ ビジネス統計学Ⅰ ② □ データサイエンス実践 ②□ データアナリティクス ②

専
門
教
育
課
程

　

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 3 D e p a r t m e n t  o f  M a n a g e m e n t  S y s t e m s 　学ぶ領域

　キーワード

1マネジメント
人・モノ・金の全体最適化を実現することで、社会課題解決により理想的な状況を生み出す。

　2マーケティング
人々が持つ潜在的なニーズを掘り起こし、技術と結びつける。

　3金融
お金の流れを物事の原動力、実態を映し出す鏡として捉え、活用する。

　4情報通信
IoT、ビックデータ、AIによる新しいモノ・コトを創り出し、活用する。

コトづくり

経営分析

イノベーション

財務会計

SDGs

IoT

行動変容

ビッグデータ

データサイエンス

AI

経 営 情 報 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

124

̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

●❽

̶

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 情報デザイン学キャリアデザイン（環境デザイン創成） ②

▶ Ｗｅｂデザイン ②

▶ 経営学入門 ②

▶ データアナリティクス入門 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 社会調査法 ②

▶ グラフィック・コミュニケーション ②

▶ グローバル開発論 ②

▶ コミュニケーション・デザイン入門 ②

□ プログラミング基礎 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ イノベーション・デザイン ②

▶ カーボンニュートラル概論 ②

▶ コミュニケーション・デザイン実践 ②

▶ 経営分析とＥＳＧ ②

▶ ランドスケープ入門 ②

□ マーケティング基礎 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ ウェルビーイングシティ政策デザイン ②

□ ３次元コンピュータグラフィックス入門 ②

□ 共生社会デザイン概論 ②

□ 異文化理解・コミュニケーション ②

□ 思考のトレーニング ②

□ 地域・ランドスケープ計画論 ②

□ 社会シミュレーション ②

□ 環境・空間調査分析法 ②

▶ 環境デザイン創成専門実験・演習Ａ ③

▶ ＮＧＯ組織デザイン概論 ②

□ グローバルリーダーシップ実践 ②

□ データアナリティクス ②

□ 環境・エネルギーシステム論 ②

□ サステナブルファイナンス ②

□ 映像メディアと環境応用 ②

□ バリアフリー・ユニバーサルデザイン論 ②

□ ＳＤＧｓ・ＧＸ・ＳＸ入門 ②

▶ 環境デザイン創成専門実験・演習Ｂ ③

□ 環境と倫理 ②

□ ヘドニスティック・サステナビリティ実践 ②

□ 環境アート・デザイン論 ②

□ 学習理論と環境応用 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

▶ イノベーション基礎 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 情報のための数学Ⅰ ②
▶ 情報のための数学Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ 情報数理 Ａ ② □ アドバンスト数理 Ａ ② □ 技術者のための統計 ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②□ データサイエンス物理 ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6097 098C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

　情報デザイン学部 環境デザイン創成学科の卒業の認定に関する方針

環 境 デ ザ イン 創 成 学 科
D e p a r t m e n t  o f  E n v i r o n m e n t a l  D e s i g n  a n d  I n n o v a t i o n

環境デザイン創成学科では、「現状を敷
ふ え ん

衍して先を見通す基礎能力」「地域や社会の全体像を描いて構想する基礎能力」「コミュニケーションを介して協業する基礎能
力」の基礎能力を身に付けて、持続可能な社会を築くための将来像を描き，その将来の実現に向かってやりぬくことのできる人材を育成する。

　教育目標

6 3
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、環境デザイン創成学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（情報）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 現状を敷衍して先を見通す基礎能力　Ｋ 地域や社会の全体像を描いて構想する基礎能力　Ｌ コミュニケーションを介して協業する基礎能力　
Ｍ 社会応用実践能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ M



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

現状を敷衍して先を見通す基礎能力（Ｊ）
社会や環境の現状を把握して基本的なリテラシーである各種の調査法やデータ分析などを理解している。
また、様々なテクノロジーが社会や環境に対して果たしている役割や影響を基本的な素養として理解する。
それらの理解に基づいて、現状を外挿した将来を予想することができる。

地域や社会の全体像を描いて構想する基礎能力（Ｋ） 
過疎化等の地域課題から気候変動等の地球規模課題までの人間と社会と自然を取り巻く環境に関する知
識と構造を理解し、さらに地域や社会の様々な環境的要因を考慮して理想的な将来像を描くグランドデザ
インを作成することができる。

コミュニケーションを介して協業する基礎能力（Ｌ）
的確な言葉やグラフィックを用いて、自らの考えを相手に効果的に伝える手法を理解して実践することがで
きる。さらに、地域や社会の利害関係者、あるいは様々な背景や文化を有する人たちに対して、傾聴や対話に
よって相手を理解して、建設的なコミュニケーションをとることができる。

キャリアデザイン能力（Ｉ）
環境デザイン創成学科において何を学ぶか、環境デザイン創成とは何を目指しているのかなどを理解する。
環境デザイン創成学科教育プログラムの学習・教育目標を把握し、自ら履修計画および学習計画を立案で
きる。また、社会動向や就職環境などを把握して、自らの適性と希望に応じた将来の進路を展望し、自らの進
むべき方向を決定できる。

社会応用実践能力（Ｍ）
修得した基礎能力を応用して、地域や社会の課題を発見して多様な社会課題の中で自らが取り組むべき課
題を自分の意志で選択して、その課題を解決するための計画を立てて、解決に導くための行動を取ることが
できる。さらに、地域や社会に有用な価値を創出するイノベーションの種を見つけ出し、イノベーションを起
こす行動に結びつけることができる。また、地域や社会の様々な規模に至る課題に対して、問題解決の過程
に基づき解決案を創出し成果を得ることができる。また理論的なアイディアを具体的な計画やレポートで明
確に表現することができ、そのアイディアの有効性を実証するための調査や実施項目を計画し、実行に移し
て成果を上げることができる。以上のすべてを適切に説明することができる。

 

▶ 情報デザイン学キャリア
　デザイン（環境デザイン創成） ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ Webデザイン ② ▶ コミュニケーション・デザイン実践 ② □ 3次元コンピュータ
　 グラフィックス入門 ②

□ マーケティング基礎 ②

□ 環境と倫理 ②

▶ 環境デザイン創成
　 専門実験・演習Ｂ ③

▶ 環境デザイン創成
　 専門実験・演習Ａ ③□ 共生社会デザイン概論 ③

▶ イノベーション基礎 ①

□ 学習理論と環境応用 ②

▶ 専門ゼミ ①

□ プログラミング基礎 ②

▶ グラフィック・コミュニケーション ②

▶ コミュニケーション・デザイン入門 ②

▶ 社会調査法 ②

▶ イノベーション・デザイン ② ▶ ウェルビーイングシティ
　 政策デザイン ②▶ 経営学入門 ②

▶ NGO組織デザイン概論 ②

▶ ランドスケープ入門 ② □ 地域・ランドスケープ計画論 ②

□ 環境・空間調査分析法 ②

□ バリアフリー・
　 ユニバーサルデザイン論 ②

□ 思考のトレーニング ②

▶ グローバル開発論 ②

▶ 経営分析とESG ②

□ 映像メディアと環境応用 ②

□ サステナブルファイナンス ②

□ 環境・エネルギーシステム論 ②

□ 異文化理解・コミュニケーション ②

□ ヘドニスティック・
　 サステナビリティ実践 ②

□ グローバル
　 リーダーシップ実践 ②

□ SDGｓ・ＧＸ・ＳＸ入門 ②

□ 環境アート・デザイン論 ②

▶ データアナリティクス入門 ② □ 社会シミュレーション ②▶ カーボンニュートラル概論 ② □ データアナリティクス ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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ラ
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　キーワード

6 3 D e p a r t m e n t  o f  E n v i r o n m e n t a l  D e s i g n  a n d  I n n o v a t i o n 　学ぶ領域
1現状を敷

ふ え ん

衍して先を見通す基礎能力
社会や環境の現状を把握するための基本的な調査法やデータ分析などを理解し，様々なテクノロジーが社会や環境に対する役割や影響を理解する。

　2地域や社会の全体像を描いて構想する基礎能力
人間と社会と自然を取り巻く環境に関する関係と構造を理解し、さらに地域や社会の様々な環境的要因を考慮して理想的な将来像を描くことができる。

　3コミュニケーションを介して協業する基礎能力
自らの考えを相手に効果的に伝える手法を理解して実践することができ、様々な背景や文化を有する人たちに対しても傾聴や対話によって相手を理解して、建設
的なコミュニケーションをとることができる。

地域活性化

コトづくり

分析力

技術ベース

構想力

グリーントランスフォーメーション

コミュニケーション

ウェルビーイング

社会実装

総合知

環 境デ ザイン創 成 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

124

̶

̶
̶

̶

̶
̶

̶

̶

●❽

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ メディア情報学入門とキャリアデザイン ①

▶ Webデザイン ②

▶ 色覚・聴覚トレーニング ②

▶ プログラミング入門 ①

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ ＩＴシステム入門 ②

▶ コミュニケーションドローイング ②

▶ プログラミングⅠ ①

□ ＵＩ／ＵＸデザイン ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ メディア情報論Ⅰ ②

▶ サーバマネジメント入門 ②

▶ プログラミングⅡ ①

□ グラフィック・コミュニケーション ②

□ コンピュータシステムとＡＩ ②

□ コンピュータグラフィックス演習 ②

□ プログラミング総合 ①

□ プログラミング発展 ①

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ メディア文化論 ②

□ 音楽･音響情報処理 ②

□ オブジェクト指向プログラミング ②

□ アニメーション制作演習 ②

□ メディアコンテンツ応用 ②

□ 情報ネットワーク ②

□ 多変量データの統計科学の基礎 ②

▶ メディア情報専門実験・演習 Ａ
　（映像制作・デジタルファブリケーション） ③

□ メディア情報論Ⅱ ②

□ Webプログラミング ②

□ ゲーム制作演習 ②

□ ＸＲ（ＶＲ／ＭＲ／ＡR）デザイン ②

□ 情報セキュリティ ②

□ イメージメディア処理 ②

□ データベース ②

▶ メディア情報専門実験・演習 Ｂ
　（クラウドサービス活用、IoT） ③

□ モバイルアプリケーション ②

□ Webアプリケーション ②

□ ネットワークとセキュリティ演習 ②

□ メディアコンテンツ数理 ②

□ 作品制作 ②

□ ＡＩ理論・実践 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

▶ イノベーション基礎 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 情報のための数学Ⅰ ②
▶ 情報のための数学Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ 情報数理 Ａ ② □ アドバンスト数理 Ａ ② □ 技術者のための統計 ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②□ データサイエンス物理 ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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　メディア情報学部 メディア情報学科の卒業の認定に関する方針

メ ディア 情 報 学 科
D e p a r t m e n t  o f  M e d i a  I n f o r m a t i o n

6 4
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、メディア情報学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（情報）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 情報技術の基礎能力　Ｋ ネットワークデザイン能力　Ｌ アプリケーション開発能力　Ｍ コンテンツ制作のための基盤能力　
Ｎ メディアコンテンツのデザイン能力　Ｏ プロジェクト推進能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ O われわれの身の回りには、いたるところにさまざまなメディアを通じた情報コミュニケーションが存在する。本学科では、CG、モバイル技術、ネットワークセキュリティ
などの最新の情報テクノロジーと映像・音楽・Web・XRなどのコンテンツ制作のための感性の基礎、デザインを修得し、それらを統合・実践的に結びつけることでメ
ディアコンテンツ、サービス、システムを企画・開発でき、社会に新しい価値を創出するクリエイティブ人材を育成する。

　教育目標



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

プロジェクト推進能力（Ｏ）
地域社会や産業界が持つ多様な問題を発見し、新しい価値をもたらす課題解決のためにメディアテクノロ
ジーとメディアデザインの二つの領域の専門知識・技術の修得を基本にし、それらを統合的、実践的に結び
つけ、コンテンツ、サービス、システムなどを論理的に制作し、評価できる。

情報技術の基礎能力（Ｊ）
プログラミング、IT システム、AI、データサイエンス、画像・音響情報処理などの情報技術の基礎的な知識と
技能を修得しそれらを活用できる。

ネットワークデザイン能力（Ｋ）
コンピュータネットワーク、クラウド、モバイル技術などのメディアテクノロジーに関する知識・技術を修得し
それらを活用できる。

アプリケーション開発能力（Ｌ）
XＲ(VＲ/AＲ/MＲ)コンテンツやWebコンテンツやゲームコンテンツ、モバイルアプリケーションなどをデザ
インし制作できる。

コンテンツ制作のための基盤能力（Ｍ）
メディアコンテンツをデザインするため、その背景となる社会文化学、生理学、感性工学など基礎的知識を
修得し、実際のコンテンツ制作へ応用できる。

メディアコンテンツのデザイン能力（Ｎ）
CG、映像、音楽、Web、XＲ(VＲ/MＲ/AＲ)などのメディアコンテンツをデザインし制作するための知識・技
術を修得し活用できる。

キャリアデザイン能力（Ｉ）
メディア情報に関する産業界の動向、求められる人物像、就職環境などを把握して、将来の進路を展望し、
自らの進むべき方向を決定できる。

 

▶ メディア情報学入門と
　 キャリアデザイン ①

▶ ＩＴシステム入門 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ 作品制作 ②

□ ＡＩ理論・実践 ②

□ メディアコンテンツ応用 ②

▶ 色覚・聴覚トレーニング ② □ グラフィック・コミュニケーション ② □ アニメーション制作演習 ②

□ コンピュータシステムとＡＩ ②

▶ Webデザイン ②

▶ プログラミングⅡ ①

□ プログラミング総合 ①

□ プログラミング発展 ①
□ オブジェクト指向プログラミング ②

□ 多変量データの統計科学の基礎  ②

▶ サーバマネジメント入門 ② □ 情報ネットワーク ②

□ モバイルアプリケーション ②□ ゲーム制作演習 ②

□ Webアプリケーション ②□ Webプログラミング ②

□データベース ②

□ ネットワークとセキュリティ演習 ②□ 情報セキュリティ ②

▶ メディア情報専門実験・演習Ｂ
　 （クラウドサービス活用、IoT) ③

▶ メディア情報専門実験・演習Ａ
　 （映像制作・デジタルファブリケーション） ③

▶ イノベーション基礎  ① ▶ 専門ゼミ ①

□ UI/UXデザイン ②

▶ プログラミングⅠ ①▶ プログラミング入門 ①

▶ コミュニケーションドローイング ②

▶ メディア情報論Ⅰ ② ▶ メディア文化論 ②

□ 音楽･音響情報処理 ② □ メディアコンテンツ数理 ②

□ メディア情報論Ⅱ ②

□ イメージメディア処理  ②

□ ＸＲ（ＶＲ/ＭＲ/ＡＲ）デザイン ②

□ コンピュータグラフィックス演習 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6105 106C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

6 4 D e p a r t m e n t  o f  M e d i a  I n f o r m a t i o n 　学ぶ領域

　キーワード

1メディアテクノロジー
CG、AI、プログラミング、ネットワークセキュリティなど最新の情報テクノロジーを学ぶ。

　2メディアデザイン
映像、音楽、Web・XRコンテンツなどを効果的にデザインするための技術・感性と論理的設計手法を学ぶ。

メディアテクノロジー メディアデザイン 論理と感性の融合 コンテンツ企画・設計・開発

メディア情 報 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１ 年 次

１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次
3期 前学期 4期 後学期

3 年 次
5期 前学期 6期 後学期

4 年 次
7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

124

̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

●❽

̶

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 心理と情報デザイン ①

▶ 心理学概論Ａ ②

▶ 心理学概論Ｂ ②

▶ 心理学研究法 ②

▶ 認知情報データ解析基礎 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 心理情報プログラミングⅠ ②

□ 知覚・認知心理学Ａ ②

□ 臨床心理学概論 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 心理学実験 ②

▶ 心理学統計法 ②

▶ 心理学基礎実験実習Ⅰ ②

▶ 心理情報とキャリアデザイン ②

□ 認知情報と心理調査法 ②

□ 心理情報プログラミングⅡ ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

□ 教育・学校心理学 ②

□ 心理学基礎実験実習Ⅱ ②

□ 認知情報データ解析応用 ②

□ 健康・医療心理学 ②

□ 観察法 ②

□ 脳生理データ解析演習 ②

▶ 心理情報専門実験・演習 Ａ ③

□ 人体の構造と機能及び疾病 ②

□ 神経・生理心理学 ②

□ 社会・集団・家族心理学 ②

□ 学習・言語心理学 ②

□ 産業・組織心理学 ②

□ 障害者・障害児心理学 ②

□ 知覚・認知心理学Ｂ ②

□ 心理学的支援法 ②

▶ 心理情報専門実験・演習Ｂ ③

□ 脳における情報処理 ②

□ 発達心理学 ②

□ 情報デザインと消費者心理 ②

□ 感情・人格心理学 ②

□ ヒューマンインタフェース設計 ②

□ 心理演習 ②

□ 心理的アセスメント ②

□ 公認心理師の職責 ②

□ 精神疾患とその治療 ②

□ 福祉心理学 ②

□ 司法・犯罪心理学 ②

□ 関係行政論 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 心理実習 ③

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 情報のための数学Ⅰ ②
▶ 情報のための数学Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ 情報数理 Ａ ② □ アドバンスト数理 Ａ ② □ 技術者のための統計 ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ②□ データサイエンス物理 ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.091参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6107 108C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

心 理 情 報 デ ザ イン 学 科
D e p a r t m e n t  o f  P s y c h o l o g y  a n d  I n f o r m a t i o n  D e s i g n

心理情報デザイン学科では、心理学を学ぶことを通して、人の生活を支える安全で使いやすく、魅力的なコンテンツ、製品、サービスを提案・実現するのに必要不可欠
な知識を身につけることを目指す。心のはたらきや脳・神経の仕組みを理解し、データサイエンスを含む科学的な手法を通して課題解決に取り組むことができ、またそ
れらの知識をものづくり・ことづくり・ひとづくりに活用することや、臨床場面で実践することができる人材を育成する。

　教育目標

6 4
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、心理情報デザイン学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（情報）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 心の基礎的理解力　Ｋ 研究計画立案・実施・データ分析能力　Ｌ 心の理解と産業的応用実践力　Ｍ 心の理解と臨床的応用実践力

　メディア情報学部 心理情報デザイン学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ M



▶　必修科目 □　選択科目 ○付数字は単位数を表す

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

心の基礎的理解力（Ｊ）
心について蓄積されてきた知見を理解し、そこから心のはたらきの理解や検討を進めるための枠組み・モデ
ルを構築することができる。

研究計画立案・実施・データ分析能力（Ｋ）
心のはたらきや心のしくみを明らかにするために、観察・面接・調査・実験といった手法を用いて適切に研究
を計画し、それを精緻に実施し、種々のデータを分析するために必要な情報技術、統計技法を身に付け適切
に実施することができる。

心の理解と産業的応用実践力（Ｌ）
心とそのはたらき、しくみに関する知識を、ものづくり、ことづくり、ひとづくりに活用するための方法を知り、
それを社会や産業における実装を進めることができる。

キャリアデザイン能力（Ｉ）
実社会において心理学の知識が生かされる場面を理解し、社会の動向、求められる人物像、就職環境などを
把握して、将来の進路を展望し、自らの進むべき方向を決定できる。

心の理解と臨床的応用実践力（Ｍ）
医療・教育・福祉・産業・司法といった領域における心のはたらきについて理解し、心理アセスメント、心理的
援助、心理教育といった臨床的実践のための技術を身につけ、その実践のための基礎を身につけている。

▶ 心理学研究法 ② ▶ 心理情報プログラミングⅠ ②

▶ 認知情報データ解析基礎 ②

□ 情報デザインと消費者心理 ②

□ 人体の構造と機能及び疾病 ② □ 脳における情報処理 ②

▶ 心理と情報デザイン ① ▶ 心理情報とキャリアデザイン ②

▶ 心理学統計法 ②

▶ 心理学基礎実験実習Ⅰ ②

□ 心理情報プログラミングⅡ ②

□ 脳生理データ解析演習 ②

▶ 心理情報専門実験・演習Ｂ ③

□ 社会・集団・家族心理学 ②

□ ヒューマンインタフェース設計 ②□ 産業・組織心理学 ②

▶ 心理学実験 ②

▶ 心理学概論Ａ ② □ 知覚・認知心理学Ａ ②

▶ 心理学概論Ｂ ② □ 臨床心理学概論 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 専門ゼミ ①

□ 知覚・認知心理学Ｂ ②

□ 心理学基礎実験実習Ⅱ ②

□ 認知情報と心理調査法 ②

□ 認知情報データ解析応用 ②

□ 教育・学校心理学 ②

□ 健康・医療心理学 ②

□ 観察法 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 心理実習 ③

□ 公認心理師の職責 ②

□ 精神疾患とその治療 ②

□ 福祉心理学 ②

□ 司法・犯罪心理学 ②

□ 関係行政論 ②

□ 発達心理学 ②

□ 感情・人格心理学 ②

□ 心理演習 ②

□ 心理的アセスメント ②

▶ 心理情報専門実験・演習Ａ ③

□ 障害者・障害児心理学 ②

□ 心理学的支援法 ②

□ 神経・生理心理学 ②

□ 学習・言語心理学 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6109 110C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

6 4 D e p a r t m e n t  o f  P s y c h o l o g y  a n d  I n f o r m a t i o n  D e s i g n 　学ぶ領域

　キーワード

1心のはたらきを支える仕組みについての心理学
心のはたらきを理解するために必要な認知・神経・行動メカニズムに関する知識を身につける。

　2心理学のためのプログラミング・データサイエンス
実験や実習を通して、心についての測定や評価に必要な情報技術、データ解析技法、統計技法を身につける。

　3ものづくり・ことづくり・ひとづくりのための心理学
社会の中で主に産業分野において心のはたらきに関わる諸問題を解決するための知識と応用技術を身につける。

　4臨床心理学
社会の中で主に臨床分野において心のはたらきに関わる諸問題を解決するための知識と実践的技術を身につける。

心のはたらき 脳・神経の仕組み データサイエンス 臨床心理学

心 理 情 報デ ザイン学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目

�
�

�

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60
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̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

●❽

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程
Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

̶基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 情報工学入門とキャリアデザイン ②

▶ プログラミングⅠ ②

▶ コンピュータシステム基礎 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 離散数学 ②

▶ 論理回路 ②

▶ 情報ネットワーク ②

▶ プログラミングⅡ ①

▶ プログラミングⅢ ①

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ アルゴリズムとデータ構造 ②

▶ オブジェクト指向プログラミング ②

▶ データベース ②

▶ 情報工学基礎演習 ②

▶ コンピュータアーキテクチャ基礎 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ ソフトウェアデザイン ②

▶ オペレーティングシステム ②

▶ 確率と統計 ②

▶ 組込みシステム ②

▶ 情報工学系代数学 ②

□ アルゴリズムデザイン ②

▶ 情報工学専門実験･演習 Ａ ③

▶ コンピュータグラフィックス ②

□ 符号理論とブロックチェーン ②

□ 情報システムデザイン ②

□ 分散システム ②

□ デジタル通信と信号処理 ②

□ コンピュータアーキテクチャ設計 ②

□ データサイエンス ②

□ 形式言語とオートマトン ②

▶ 情報工学専門実験･演習 Ｂ ③

□ ネットワークプログラミング ②

□ 知識情報処理 ②

□ プログラミング言語とコンパイラ ②

□ 情報セキュリティ ②

□ 仮想化技術とクラウドシステム ②

□ 映像メディア処理 ②

□ 機械学習 ②

□ 量子コンピューティング ②

□ 進路セミナー Ⅱ ①

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

□ 進路セミナーⅠ ①

□ 情報工学特別講義Ⅶ ②

□ 情報工学特別講義Ⅱ ②

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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情 報 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  I n f o r m a t i o n  a n d  C o m p u t e r  S c i e n c e

本学科では、コンピュータサイエンスを十分に理解した上で、ハードウエア・ソフトウエアの技術やネットワーク関連技術等を活用し、それらの技術を応用することで高度情報
化社会を支え発展させる人材を育成する。加速度的に進む高度情報化社会を支え発展させるため、学生はコンピュータサイエンスを深く学ぶ。その上で、コンピュータアーキ
テクチャや組込みシステムといったハードウエアの技術、ブロックチェーンを背景としたWeb3に関連する技術や情報セキュリティ技術、ネットワークの仮想化等のソフトウエア
技術を幅広く修得する。加えて、複雑・高度化する社会課題を解決するため、修得した情報基盤技術を適切な形で社会実装できるイノベーション力を備えた人材を育成する。

　教育目標

6 5
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、情報工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 情報システムの基本構成説明能力および基本要素操作能力　Ｋ プログラミングとソフトウェア開発能力　Ｌ 情報処理環境の機能設定・運用能力　
Ｍ 情報処理技法の設計と評価能力　Ｎ 情報・計算に関する形式的記述と論理的思考能力　Ｏ ハードウェア・ソフトウェア・IoT の設計・製作能力　
Ｐ 情報システムの設計開発能力とプロジェクト遂行能力　Ｑ 分散システムの設計・開発能力　Ｒ メディア情報処理システムの設計・開発能力

　情報理工学部 情報工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｒ



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

情報システムの基本構成説明能力および基本要素操作能力（Ｊ）
情報工学全般を概観する導入教育に引き続き、情報の表現、加工、蓄積、伝達の基本原理、コンピュータお
よびネットワークシステムの実際と設計法の基礎を学び、コンピュータおよびネットワークの基本構造を説
明でき、種々の数表現、論理関数と回路、簡単な機械命令を自在に使うことができる。

情報処理環境の機能設定・運用能力（Ｌ）
オペレーティングシステムの機能、プログラミング環境、形式言語とコンパイラの仕組み、計算処理実行形
式、通信処理の実際について学び、情報システム開発の基礎的能力を身につけ、Windows系・Unix系のOS
の機能を説明でき、種々の機能設定を自在に行うことができる。

情報・計算に関する形式的記述と論理的思考能力（Ｎ）
情報工学の基礎となる情報と計算の基本原理を学び、論理的、形式的な思考能力を身につけ、集合、整数、
代数系、情報量の基礎的事項を説明でき、符号化および暗号化の効率を評価することができる。また、情報
セキュリティに関する技術、およびブロックチェーンを利用したアプリケーション作成法について学ぶ。

プログラミングとソフトウェア開発能力（Ｋ）
Python、JAVA、C、SQL等構造が異なる複数のプログラミング言語を使い分けてソフトウェアを記述する
基礎的能力を修得する。さらに要求分析/仕様記述/プロジェクト管理などソフトウェア開発のための技術を
修得し、小規模なソフトウェアの設計・開発ができる。

分散システムの設計・開発能力（Ｑ）
プロセス間通信などの基本的な通信方式、アーキテクチャ／ミドルウェアなどのプラットフォーム技術を学
び、ネットワーク接続された分散システムおよびアプリケーションの設計・開発ができる。

情報処理技法の設計と評価能力（Ｍ）
データ構造とアルゴリズム、グラフとアルゴリズム、確率・統計、知識情報処理、学習理論の基礎を学び、自然
言語処理やAIシステムなどに適用可能な各種情報処理技法を設計して効率を評価することができる。

情報システムの設計開発能力とプロジェクト遂行能力（Ｐ）
情報工学関連の安全・危機管理、プロジェクトデザインⅢ活動領域プログラムの概要を学ぶ。次いで、プロ
ジェクトデザイン教育の最終課題として、各自が既存技術の調査、課題の発見、問題解決の方法・手順の設
定、プロトタイプの試作・評価を行い、自主的かつ継続的な情報システム開発能力を身につけ、具体的な研究
開発の課題を自ら発見し、課題解決へのプロセスを完遂することができる。

ハードウェア・ソフトウェア・IoTの設計・製作能力（Ｏ）
組込みシステム、ネットワーク、モバイルソフトウェアの構築を通して、ハードウェア・ソフトウェア設計の基礎
的能力を身につけ、実験・演習の過程で生じる問題を多面的観点から解決し、自分のアイデアを適確にまと
めることができる。

メディア情報処理システムの設計・開発能力（Ｒ）
画像情報処理、コンピュータグラフィックス、パターン認識、データサイエンスなどを学び、画像、映像、幾何
データ、音声、文書などのメディア情報処理システムの設計・開発ができる。

キャリアデザイン（Ｉ）
情報系産業の現状、情報技術者に必要な能力について学び、関連する能力を向上させるとともに、自分の将
来像を設定し、それに必要な能力の修得状況を自らチェックし補完することができる。

▶ 情報工学入門とキャリアデザイン ②

▶ コンピュータシステム基礎 ② ▶ 論理回路 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ コンピュータアーキテクチャ基礎 ②

▶ データベース ②

□ コンピュータアーキテクチャ設計 ②

□ データサイエンス ②

□ 形式言語とオートマトン ②▶ オペレーティングシステム  ②

▶ 組込みシステム ②

▶ プログラミングⅠ ② ▶ プログラ
ミングⅡ ①

▶ プログラ
ミングⅢ ① ▶ オブジェクト指向プログラミング ② □ 情報システムデザイン ②▶ ソフトウェアデザイン ②

▶ イノベーション基礎 ①

▶ アルゴリズムとデータ構造 ② □ アルゴリズムデザイン ②

▶ 情報工学専門実験･演習Ｂ ③▶ 情報工学基礎演習 ②

□ プログラミング言語とコンパイラ ②

□ 分散システム ②▶ 情報ネットワーク ② □ ネットワークプログラミング ②

□ 知識情報処理 ②

▶ 情報工学専門実験･演習Ａ ③

□ 映像メディア処理 ②▶ コンピュータグラフィックス ②

□ 情報セキュリティ ②▶ 情報工学系代数学 ②▶ 離散数学 ② □ 符号理論とブロックチェーン ②

□ デジタル通信と信号処理 ②

□ 機械学習 ②

□ 量子コンピューティング ②

▶ 確率と統計 ②

□ 仮想化技術とクラウドシステム ②

▶ 専門ゼミ ①

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 5 D e p a r t m e n t  o f  I n f o r m a t i o n  a n d  C o m p u t e r  S c i e n c e 　学ぶ領域
1情報基盤技術

コンピュータアーキテクチャ、オペレーティングシステム、情報ネットワークなどコンピュータシステムを構成するための基礎的な技術を学ぶ。さらに組込みシステ
ムの構成についてハードウェアとソフトウェアの両面から深く学び、それらを連携動作させるためのIoTやモバイルソフトウェアの構築技術について学ぶ。

　2ソリューション＆サービス
社会のさまざまな課題に対するソリューションを提供するために、ブロックチェーンを背景としたWeb3に関連する技術や情報セキュリティ技術について学ぶ。ま
たWebシステムやクラウドサービスを構成するための基礎的技術や仮想化技術などについて幅広く学び、それらを適切な情報システムとして実装する方法を学
ぶ。

情 報 工 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］

　キーワード

プログラミング コンピュータアーキテクチャ ネットワーク モバイルソフトウェア クラウドサービス 情報セキュリティ イノベーション
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科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択
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Ｄ
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※1
※1

※1

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 知能情報入門とキャリアデザイン ②

▶ 知能情報プログラミングⅠ ②

▶ コンピュータシステム基礎 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 離散数学 ②

▶ 論理回路 ②

▶ 情報ネットワーク ②

▶ 知能情報プログラミングⅡ ①

▶ 知能情報プログラミングⅢ ①

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ アルゴリズムとデータ構造 ②

▶ オブジェクト指向プログラミング ②

▶ データベース ②

▶ 知能情報工学基礎演習 ②

▶ コンピュータアーキテクチャ基礎 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ ソフトウェアモデリング ②

▶ オペレーティングシステム ②

▶ 確率と統計 ②

▶ アルゴリズムデザイン ②

□ 情報工学系代数学 ②

□ 組込みシステム ②

▶ 知能情報システム専門実験・演習Ａ ③

▶ コンピュータグラフィックス ②

▶ データサイエンス ②

□ オートマトンと言語理論 ②

□ ブロックチェーンとＷｅｂ３ ②

□ 知能情報システムデザイン ②

□ 分散コンピューティング ②

□ デジタル通信と信号処理 ②

□ コンピュータアーキテクチャ設計 ②

▶ 知能情報システム専門実験・演習Ｂ ③

▶ 人工知能 ②

▶ 学習理論 ②

□ 視覚情報処理とＸＲ ②

□ 情報セキュリティ ②

□ 量子コンピューティング ②

□ プログラミング言語とコンパイラ ②

□ 仮想化技術とクラウドシステム ②

□ ネットワークプログラミング ②

□ 進路セミナー Ⅱ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ 情報工学特別講義Ⅶ ②

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

□ 情報工学特別講義Ⅱ ②

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6117 118C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

知 能 情 報 シス テム 学 科
D e p a r t m e n t  o f  A r t i f i c i a l  I n t e l l i g e n c e

本学科では、AI（人工知能）やデータサイエンスに関する技術を活用し、高度情報化社会を創造するために、コンピュータサイエンスを深く学ぶ。その上で、数理工学に
基づいた学習理論、生成AI、自然言語処理などAIやデータサイエンスに関する技術、XRや量子コンピューティングなどの先端情報技術を幅広く修得する。加えて、新た
な価値の創出が求められる社会において、修得した先端情報技術を社会実装できるイノベーション力を備えた人材を育成する。

　教育目標

6 5
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、知能情報システム学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（理工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 情報システムの基本構成説明能力および基本要素操作能力　Ｋ 知能情報システムプログラミングとソフトウェア開発能力　
Ｌ 情報処理環境の機能設定・運用能力　Ｍ 知能情報システムの処理技法の設計と評価能力　Ｎ 情報・計算に関する形式的記述と論理的思考能力　
Ｏ 知能情報システム向けハードウェア・ソフトウェアの設計・製作能力　Ｐ 情報システムの設計開発能力とプロジェクト遂行能力　Ｑ 分散システムの設計・開発能力　
Ｒ メディア情報処理システムの設計・開発能力

　情報理工学部 知能情報システム学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｒ



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

情報システムの基本構成説明能力および基本要素操作能力（Ｊ）
情報工学全般を概観する導入教育に引き続き、情報の表現、加工、蓄積、伝達の基本原理、コンピュータお
よびネットワークシステムの実際と設計法の基礎を学び、コンピュータおよびネットワークの基本構造を説
明でき、種々の数表現、論理関数と回路、簡単な機械命令を自在に使うことができる。

情報処理環境の機能設定・運用能力（Ｌ）
オペレーティングシステムの機能、プログラミング環境、形式言語とコンパイラの仕組み、計算処理実行形
式、通信処理の実際について学び、情報システム開発の基礎的能力を身につけ、Windows系・Unix系のOS
の機能を説明でき、種々の機能設定を自在に行うことができる。

情報・計算に関する形式的記述と論理的思考能力（Ｎ）
情報工学の基礎となる情報と計算の基本原理を学び、論理的、形式的な思考能力を身につけ、集合、整数、
代数系、情報量の基礎的事項を説明でき、符号化および暗号化の効率を評価することができる。また、情報
セキュリティに関する技術、およびブロックチェーンを利用したアプリケーション作成法について学ぶ。

知能情報システムプログラミングとソフトウェア開発能力（Ｋ）
Python、JAVA、C、SＱL等構造が異なる複数のプログラミング言語を使い分けてソフトウェアを記述する
基礎的能力を修得する。さらに人工知能・データサイエンスに関するソフトウェア開発のための技術を修得
し、小規模なソフトウェアの設計・開発ができる。

分散システムの設計・開発能力（Ｑ）
プロセス間通信などの基本的な通信方式、アーキテクチャ／ミドルウェアなどのプラットフォーム技術を学
び、ネットワーク接続された分散システムおよびアプリケーションの設計・開発ができる。

知能情報システムの処理技法の設計と評価能力（Ｍ）
データ構造とアルゴリズム、グラフとアルゴリズム、確率・統計、知識情報処理、学習理論の基礎を学び、自然
言語処理やAIシステムなどに適用可能な各種情報処理技法を設計して効率を評価することができる。また、
量子コンピューティングの基礎とそこで動作するプログラミングについて学ぶ。

情報システムの設計開発能力とプロジェクト遂行能力（Ｐ）
情報工学関連の安全・危機管理、プロジェクトデザインⅢ活動領域プログラムの概要を学ぶ。次いで、プロ
ジェクトデザイン教育の最終課題として、各自が既存技術の調査、課題の発見、問題解決の方法・手順の設
定、プロトタイプの試作・評価を行い、自主的かつ継続的な情報システム開発能力を身につけ、具体的な研究
開発の課題を自ら発見し、課題解決へのプロセスを完遂することができる。

知能情報システム向けハードウェア・ソフトウェアの設計・製作能力（Ｏ）
組込みシステム、ネットワーク、モバイルソフトウェアの構築を通して、ハードウェア・ソフトウェア設計の基礎
的能力を身につけ、実験・演習の過程で生じる問題を多面的観点から解決し、自分のアイデアを適確にまと
めることができる。

メディア情報処理システムの設計・開発能力（Ｒ）
画像情報処理、コンピュータグラフィックス、パターン認識、データサイエンスなどを学び、画像、映像、幾何
データ、音声、文書などのメディア情報処理システムの設計・開発ができる。

キャリアデザイン能力（Ｉ）
情報系産業の現状、情報技術者に必要な能力について学び、関連する能力を向上させるとともに、自分の将
来像を設定し、それに必要な能力の修得状況を自らチェックし補完することができる。

▶ 知能情報入門とキャリアデザイン ②

▶ コンピュータシステム基礎 ② ▶ 論理回路 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ コンピュータアーキテクチャ基礎 ②

▶ データベース ②

□ コンピュータアーキテクチャ設計 ②

▶ データサイエンス ②

□ オートマトンと言語理論 ②▶ オペレーティングシステム  ②

□ 組込みシステム ②

▶ 知能情報プログラミングⅠ ② ▶ 知能情報プロ
グラミングⅡ ①

▶ 知能情報プロ
グラミングⅢ ① ▶ オブジェクト指向プログラミング ② □ 知能情報システムデザイン ②▶ ソフトウェアモデリング ②

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 専門ゼミ ①

▶ アルゴリズムとデータ構造 ② ▶ アルゴリズムデザイン ②

▶ 知能情報システム専門実験・演習Ｂ ③▶ 知能情報工学基礎演習 ②

□ プログラミング言語とコンパイラ ②

□ 分散コンピューティング ②▶ 情報ネットワーク ② □ ネットワークプログラミング ②

▶ 人工知能 ②

▶ 知能情報システム専門実験・演習Ａ ③

□ 仮想化技術とクラウドシステム ②

▶ コンピュータグラフィックス ②

□ 情報セキュリティ ②

□ 視覚情報処理とＸＲ ②

□ 情報工学系代数学 ②▶ 離散数学 ② □ ブロックチェーンとWeb3 ②

□ デジタル通信と信号処理 ②

▶ 学習理論 ②

□ 量子コンピューティング ②

▶ 確率と統計 ②

専
門
教
育
課
程
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6 5 D e p a r t m e n t  o f  A r t i f i c i a l  I n t e l l i g e n c e 　学ぶ領域

　キーワード

1AI、データサイエンス
確率と統計、アルゴリズム、データベースなどデータを扱うための基礎的な技術を学び、さらに大きなデータを扱うデータサイエンス、それらのデータを活用して
様々な知的な振る舞いを実現するAIに関する技術を学ぶ。

　2XR、量子コンピューティング
コンピュータ上で3次元的な映像を扱うための基本的な技術を学び、それらを実空間上で重畳して表示するXRに関連する技術を学ぶ。また、量子力学の特徴を用
いた量子コンピューティングの基礎について学ぶ。

AI 学習理論 データサイエンス XR（クロスリアリティ） 量子コンピューティング イノベーション

知 能 情 報システム学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

合計
▶　必修科目 □　選択科目

�
�

�

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

̶

̶ ̶

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

124

̶

̶
̶

̶
̶

̶

●❽̶

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程
Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

̶基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ ロボティクスキャリアデザイン ②

▶ ロボティクス入門 ②

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ ロボット基礎力学Ⅰ ②

▶ プログラミング基礎Ⅰ ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ ロボット基礎力学Ⅱ  ②

▶ 電気回路Ⅰ ②

▶ プログラミング基礎Ⅱ ②

▶ ロボット材料力学 ②

▶ ロボット設計演習Ⅰ ②

▶ ロボット要素設計 ②

□ ロボティクス数理･演習Ⅰ ②

□ 電気回路Ⅱ ②

□ コンピュータ概論 ②

▶ ロボット応用力学Ⅰ ②

▶ 制御工学入門 ②

▶ 制御工学Ⅰ ②

▶ 電子回路 ②

▶ マイコンプログラミング ②

□ ロボティクス数理･演習Ⅱ ②

□ ロボット設計演習Ⅱ ②

□ 信号処理 ②

▶ ロボティクス専門実験･演習 Ａ ③

▶ ロボットプログラミング ②

▶ ロボット応用力学Ⅱ ②

□ 制御工学Ⅱ ②

□ シミュレーション工学 ②

□ メカトロニクス ②

□ ロボット制御 ②

□ 熱流体工学 ②

▶ ロボティクス専門実験･演習 Ｂ ③

□ ロボットセンシング ②

□ アドバンストロボティクス ②

□ AIロボットプログラミング ②

□ 機械学習 ②

□ 機械加工学 ②

□ ロボティクス統合演習  ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶プロジェクトデザイン入門（実験）② ▶ プロジェクトデザインⅠ ② ▶ プロジェクトデザインⅡ ② ▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②
▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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ロ ボ ティクス 学 科
D e p a r t m e n t  o f  R o b o t i c s

情報工学、電気電子工学、機械工学とその周辺分野を含む学際的領域であるロボット工学を学び、計測・自動制御技術、知能情報化技術、機械設計技術等、情報技術
からものづくり技術まで総合的に修得することで、多様な社会における課題を解決できるイノベーション力を備え、分野横断的に活躍できるロボティクス技術者の育
成を目的とする。

　教育目標

6 5
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、ロボティクス学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 自ら学びキャリアデザインできる能力　Ｊ 情報技術および知能化技術の修得と応用能力　Ｋ 電気・電子工学の専門知識の修得と応用能力　
Ｌ 計測・制御工学の専門知識の修得と応用能力　Ｍ 機械工学の専門知識の修得と応用能力　
Ｎ  ものづくり技術の修得と実践能力　Ｏ システム統合化能力およびプロジェクト遂行能力

　情報理工学部 ロボティクス学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ O



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

自ら学びキャリアデザインできる能力（Ｉ）
情報工学、電気工学、機械工学とその周辺分野を横断的に活躍できるロボティクス技術者として、自らの修
学計画を立案し実行することができ、デジタル・グリーン分野等、専門領域に留まらず、広く産業界の動向や
課題、来るべき新たな社会において求められる技術者像や専門的能力に深く関心を持って自らのあるべき
姿と進むべき方向性を見出すことができる能力を養う。

計測・制御工学の専門知識の修得と応用能力（Ｌ）
計測・制御工学の専門知識を修得し、センサ、アクチュエータ、信号処理、フィードバックといった概念を理
解し、システムの様々な特性を解析、評価する技術を修得し、制御系を設計できる能力を養う。

電気・電子工学の専門知識の修得と応用能力（Ｋ）
電気・電子工学の専門知識を修得し、ロボットを制御するためのモータ駆動回路、フィルタ回路等を設計で
きる能力を養う。

情報技術および知能化技術の修得と応用能力（Ｊ）
プログラミング言語の基本やアルゴリズム、データ構造を理解し、機械システムやロボットを制御するための
プログラミング技術を修得する。さらに、機械学習、AI技術を修得し、様々なセンサ情報に基づいたロボット
の知能化を実現できる能力を養う。

システム統合化能力およびプロジェクト遂行能力（Ｏ）
多様な社会における問題を自ら発見し、修得した知識と技術を統合して解決する能力、およびイノベーショ
ンを実現できる能力を養う。また、実践的な課題にチームで取り組むことで、コミュニケーション能力を高め、
課題解決を実現するためのプロジェクト遂行能力を養う。

ものづくり技術の修得と実践能力（Ｎ）
システム設計・製作に必要な機械システムやロボットを構成する要素技術を理解し、設計・製図技術を修得
する。さらに、ロボットの設計・製作を通して、機械設計や機械加工に係る知識や技術を実践的に学び、もの
づくりの能力を養う。

機械工学の専門知識の修得と応用能力（Ｍ）
機械力学、材料力学、熱・流体力学の専門知識を修得し、ロボットの機構設計や運動解析に応用できる能力
を養う。

 

▶ ロボティクスキャリアデザイン ②

▶ ロボット基礎力学Ⅰ ② ▶ ロボット基礎力学Ⅱ ②

▶ 電気回路Ⅰ ②

▶ プログラミング基礎Ⅱ ②▶ プログラミング基礎Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ ロボティクス統合演習 ②

□ アドバンストロボティクス ②

□ ロボットセンシング ②

□ ＡＩロボットプログラミング ②

□ ロボティクス数理・演習Ⅰ ②

□ コンピュータ概論 ② ▶ マイコンプログラミング ②

□ 電気回路Ⅱ ② ▶ 電子回路 ②

▶ ロボット材料力学 ② ▶ ロボット応用力学Ⅰ ②

□ メカトロニクス ②

▶ ロボティクス専門実験･演習Ａ ③

▶ ロボット応用力学Ⅱ ②

▶ ロボット設計演習Ⅰ ②

▶ ロボット要素設計 ②

□ ロボット設計演習Ⅱ ②

□ ロボティクス数理･演習Ⅱ ②

▶ ロボティクス専門実験･演習Ｂ ③

□ シミュレーション工学 ②

□ 制御工学Ⅱ ②

□ ロボット制御 ②

▶ロボットプログラミング ②

▶ ロボティクス入門 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ 熱流体工学 ②

□ 機械加工学 ②

▶ 制御工学Ⅰ ②

▶ 制御工学入門 ②

□ 機械学習 ②

□ 信号処理 ②

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 専門ゼミ ①

▶ 機械系製図Ⅰ ② ▶ 機械系製図Ⅱ ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド
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6 5 D e p a r t m e n t  o f  R o b o t i c s 　学ぶ領域
1計測・自動制御技術

ロボティクスシステムを実現するために必要となる、計測技術、自動制御技術を学ぶ。
2知能情報化技術

ロボットの知能化を実現するために必要となる、プログラミング、AI技術、機械学習を学ぶ。
3機械・回路設計技術

ロボットの機構設計や回路設計に必要となる、機械工学、電気電子工学、ロボット設計・製作に必要なものづくり技術を学ぶ。
4システム統合化技術

修得した知識と技術を統合して新たなロボティクスシステムを実現するために必要となる、問題発見・解決能力、コミュニケーション能力およびプロジェクト遂行能
力を実践的に学ぶ。

ロボティクス学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］

　キーワード
AIロボット

XR（クロスリアリティ）技術

ドローン・ビークル

ヘルスケアシステム

機械学習

生活支援

AIプログラミング

農業支援



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

̶

̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

●❽

124

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 環境・応用化学とキャリアデザイン ②
▶ 物理化学 ②
▶ 有機化学 ②
▶ 化学と安全 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 化学熱力学 ②
▶ 無機化学 ②
▶ 分析化学 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ａ1（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ａ2（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ａ3（応用化学） ①
▶ 有機合成化学 ②
▶ 化学反応論 ②
□ 環境化学 ②
□ 基礎生化学 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ｂ1（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ｂ2（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ｂ3（応用化学） ①
▶ 化学工学 ②
▶ 高分子化学 ②
□ 電気化学 ②
□ 応用生化学 ②

▶ 応用化学専門実験・演習Ａ1 ①
▶ 応用化学専門実験・演習Ａ2 ①
▶ 応用化学専門実験・演習Ａ3 ①
□ 無機・エネルギー機能化学 ②
□ 科学技術英語 ①
□ 化学コンピュータ演習Ⅱ ②
□ 地球環境学 ②
□ 環境計測学 ②
□ 有機・バイオ機能化学 ②

▶ 応用化学専門実験・演習Ｂ1 ①
▶ 応用化学専門実験・演習Ｂ2 ①
▶ 応用化学専門実験・演習Ｂ3 ①
▶ 応用化学演習 ②
□ 生命科学 ②
□ 機器分析化学 ②
□ エネルギー固体化学 ②
□ 水と環境の化学 ②
□ 応用有機化学 ②
□ 化学コンピュータ演習Ⅰ ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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環 境・応 用 化 学 科
D e p a r t m e n t  o f  C h e m i s t r y  a n d  E n v i r o n m e n t a l  S c i e n c e

「持続成長可能な社会」の実現のために、基礎化学の知識基盤の上に修得した有機・無機機能化学および環境化学の知恵を生かし、人類が直面しているエネルギー
および環境にかかわる諸問題を解決していくことが求められている。本学科では、環境化学、エネルギー機能化学、バイオ・機能化学を基盤にして、人類の持続成長を
可能とする産業分野においてグローバルに活躍することができる人材を育成する。

　教育目標

6 6
　バイオ・化学部 環境・応用化学科の卒業の認定に関する方針
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、環境・応用化学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（理工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 課題発見・解決能力、自己開発・キャリアデザイン能力　Ｊ 理工学リテラシー　Ｋ 化学に関する専門基礎能力　Ｌ 環境・応用化学における専門的課題解決能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｌ



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

課題発見・解決能力、自己開発・キャリアデザイン能力（Ｉ）
現代社会に広く存在する課題を発見し、専門知識を活用して、課題解決策を提案する
ことができる。自分に適した学習・進路の目標を設定することができ、これらの目標を
達成するための準備・対策を自主的かつ意欲的に取り組むことで、主体的かつ自律的
に目標を達成することができる。

理工学リテラシー（Ｊ）
環境・応用化学分野をはじめとする理工学全般の学習を必要に応じて自力で進めるこ
とができる。学習、実験、研究においてコンピュータを有効に活用することができ、報告
書等を理工学分野の文書の基本様式に則り作成することができる。安全のための基
本動作を習得し、十分に安全に配慮しながら実験等を進めることができる。

環境・応用化学における専門的課題解決能力（Ｌ）
環境・応用化学とその関連分野における課題に対して、調査、実験の計画、準備、実
施、解析、考察、報告の一連の流れを経て、解決策を提案することができる。課題解決
のために、主体的、自律的に学習を継続することができ、コミュニケーション、プレゼン
テーションを的確に行うことができる。

化学に関する専門基礎能力（Ｋ）
環境・応用化学に関する知識の修得を自ら行い、実験・実習・演習、プロジェクト活動
等に活用することができる。定性・定量分析、構造解析等の化学分析において適切な
分析方法を選択・設計できる。文献に基づいて物質を合成し、性質を評価することが
できる。化学プロセスの設計・管理を行うことができる。グローバルな視野と環境化学
の知識に基づき、地球環境・生活環境を保全するための方策を考えることができる。

 

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

▶ 化学と安全 ②

□ 科学技術英語 ①

□ 化学コンピュータ演習Ⅱ ②□ 化学コンピュータ演習Ⅰ ②

▶ 化学熱力学 ② ▶ 化学反応論 ② ▶ 化学工学 ②

▶ 無機化学 ② □ エネルギー固体化学 ②□ 電気化学 ②

▶ 有機化学 ② ▶ 有機合成化学 ② ▶ 高分子化学 ②

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習Ａ1（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習Ａ2（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習Ａ3（応用化学） ①

▶ 応用化学専門実験・
　 演習Ｂ1 ①
▶ 応用化学専門実験・
　 演習Ｂ2 ①
▶ 応用化学専門実験・
　 演習Ｂ3 ①

▶ 応用化学専門実験・
　 演習Ａ1 ①
▶ 応用化学専門実験・
　 演習Ａ2 ①
▶ 応用化学専門実験・
　 演習Ａ3 ①

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習Ｂ1（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習Ｂ2（応用化学） ①
▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習Ｂ3（応用化学） ①

□ 機器分析化学 ②

□ 生命科学 ②□ 基礎生化学 ②

□ 環境化学 ②

□ 応用生化学 ②

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 分析化学 ②

▶ 物理化学 ②

□ 応用有機化学 ②

□ 水と環境の化学 ②
□ 地球環境学 ②

□ 環境計測学 ②

□ 有機・バイオ機能化学 ②

□ 無機・エネルギー機能化学 ②

統合学習科目群

▶ 応用化学演習 ②

□ 進路セミナーⅡ ①

▶ 専門ゼミ ①

▶ 環境・応用化学と
　 キャリアデザイン ② □ 進路セミナーⅠ ①

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 6 D e p a r t m e n t  o f  C h e m i s t r y  a n d  E n v i r o n m e n t a l  S c i e n c e 　学ぶ領域

　キーワード

1環境化学
持続的な成長が可能な低炭素型社会の実現を目指し、水・大気・地球資源に関する化学を学ぶ。

　2エネルギー機能化学
地球規模での発展が可能な住みよい社会の実現を目指し、エネルギーおよび有機・無機の機能物質に関する化学を学ぶ。

　3バイオ・機能化学
人に優しい社会の実現を目指し、生命・生物機能と有機・無機機能物質との関連に関する化学を学ぶ。

化学分析 化学合成 プロセス開発 物質情報活用技術

環 境・応 用 化 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程
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１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

̶

̶ ̶

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

̶

̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

●❽

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 生命・応用バイオ学入門とキャリアデザイン ②

▶ 基礎生物学Ⅰ ②

▶ 人体の構造と機能 ②

□ 基礎生物学Ⅱ ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ バイオ工学入門 ②

▶ バイオ情報学入門 ②

□ 有機化学Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ａ（応用バイオ） ③

▶ アカデミックライティング（生命・応用バイオ） ①

▶ 細胞の構造と機能 ②

□ 神経科学 ②

□ 分子生物学 ②

□ 有機化学Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ｂ（応用バイオ） ③

□ データ解析 ②

□ 微生物学 ②

□ 感覚機能論 ②

□ バイオ情報基礎 ②

▶ 応用バイオ専門実験・演習 Ａ ③

▶ 生命と倫理 ②

□ 生化学 ②

□ 運動機能論 ②

□ 生体計測 ②

□ 食品栄養学 ②

□ 遺伝子工学 ②

□ 生命科学 ②

▶ 応用バイオ専門実験・演習 Ｂ ③

□ 脳科学 ②

□ 医用工学 ②

□ 細胞工学 ②

□ アドバンストバイオ工学 ②

□ アドバンストバイオ情報 ②

□ タンパク質工学 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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生 命・応 用 バ イ オ 学 科
D e p a r t m e n t  o f  L i f e  S c i e n c e  a n d  B i o t e c h n o l o g y

高品位な社会生活に必要な生命科学に基づいた技術開発のために、本学科では、生物に関連した新機能分子創出、ゲノム解析や遺伝子解析、人間の行動や感覚の 
仕組みについて主に学ぶ。生命現象の基礎となるＤＮＡやタンパク質の合成過程、生物の基本機能、感覚や行動を制御する脳の仕組みを理解し、広義のバイオ技術 
に基づいて新しい産業を担うことのできる人材を育成する。

　教育目標

6 6
　バイオ・化学部 生命・応用バイオ学科の卒業の認定に関する方針
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、生命・応用バイオ学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（理工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 生命科学基礎能力　Ｋ バイオ工学基礎能力　Ｌ バイオ工学技術応用能力　Ｍ 人間科学基礎能力　Ｎ 生命現象解析能力　
Ｏ 生命科学解析能力　Ｐ 問題解決実践能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｐ



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

生命科学基礎能力（Ｊ）
生命現象を支える基本単位である細胞や生体分子の構造と機能に関する知識を理解し、それらを生み出す
仕組みや情報の流れを理解することができる。また、基礎的な安全と倫理について理解し、事象に付随する
リスクや倫理的問題を発見したり、問題解決策を立案したりすることができる。

バイオ工学基礎能力（Ｋ）
生物学、生理学、生化学、遺伝学などの生命科学に関する基礎知識を理解し、自然現象の摂理を科学的・論
理的に思考できるとともに、応用バイオに関する専門知識の修得や実験・演習を行うことができる。

バイオ工学技術応用能力（Ｌ）
生物の持つ構造や機能を模倣することによって、新たな機能分子や機能の仕組みを生み出すことが可能な
バイオ工学技術を理解し、その手法を活用することができる。

人間科学基礎能力（Ｍ）
人体の機能、感覚や認知、行動の仕組み、さらに動物の行動に関する基礎知識を修得し、それらを統合して
いる脳の情報処理機構の基礎を理解することができる。

生命現象解析能力（Ｎ）
生命現象を対象とした各種の計測とそのデータ解析の基礎と応用を理解するとともに、医療や福祉を支え
る工学技術を活用することができる。

生命科学解析能力（Ｏ）
生生化学実験、微生物実験、生理学実験、分子生物学実験、遺伝子工学実験、有機化学実験などの実験技
術を修得するとともに、実験方法の原理を理解し、実験結果に基づいた考察を行うことができる。

問題解決実践能力（Ｐ）
基礎科目および専門科目で学んだ科学と技術を実験や実習、プロジェクトデザインⅢを通してさらに深め、
方法論の理解や問題解決を自主的に実践できる。

キャリアデザイン能力（I）
自己の啓発を継続することにより、自己管理能力を高め、自己を実現することができるとともに、将来の進路
を開拓していくための行動指針を設計することができる。

▶ 生命・応用バイオ学入門と
　 キャリアデザイン ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ アドバンストバイオ情報 ②□ バイオ情報基礎 ②

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 人体の構造と機能 ②

▶ 生命と倫理 ②

□ 生命科学 ②

▶ アカデミックライティング
　 （生命・応用バイオ） ①

□ 有機化学Ⅰ ②

□ 細胞工学 ②▶ 細胞の構造と機能 ②

※このゾーンの科目は、互いに関連の深い科目群

※このゾーンの科目は、互いに関連の深い科目群

□ 脳科学 ②□ 運動機能論 ②

□ 医用工学 ②□ 生体計測 ②

□ 感覚機能論 ②□ 神経科学 ②

▶ 応用バイオ専門実験・
　 演習 Ｂ ③

▶ 応用バイオ専門実験・
　 演習 Ａ ③

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習Ｂ（応用バイオ） ③

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習 Ａ（応用バイオ） ③

▶ バイオ工学入門 ②

▶ バイオ情報学入門 ②

▶ 基礎生物学Ⅰ ②

□ 基礎生物学Ⅱ ②

□ データ解析 ②

▶ 専門ゼミ ①

□ 有機化学Ⅱ ②

□ 分子生物学 ②

□ 遺伝子工学 ② □ タンパク質工学 ②

□ 生化学 ②

□ 微生物学 ② □ 食品栄養学 ② □ アドバンストバイオ工学 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 6 D e p a r t m e n t  o f  L i f e  S c i e n c e  a n d  B i o t e c h n o l o g y 　学ぶ領域

　キーワード

1バイオ工学
微生物や酵素の働き、医薬品微生物や食品加工、環境保全についてバイオ工学を中心に学ぶ。

　2脳科学
神経科学と脳科学、およびこれら研究領域を支える計測工学、情報処理工学、細胞生物学や生物物理学について学ぶ。 

　3遺伝子工学
ゲノムや遺伝子の仕組みやその解析手法と、遺伝子組換え技術の有用性に関して、遺伝子工学やタンパク質工学について学ぶ。

生命現象解析力 脳機能解析力 生命科学応用力 バイオ工学技術応用力

生 命・応 用 バイオ学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

̶

̶ ̶

合計▶　必修科目 □　選択科目

̶

̶
合格が
卒業要件 ̶

̶

̶
̶

̶

̶修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

基礎プロジェクト

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
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礎
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基
礎
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ロ
ジ
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数
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Ｉ
教
育
課
程
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１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②
▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

▶ 機械工学キャリアデザイン ①

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 機械の原理・演習 ②

▶ 工業力学Ⅰ  ②

▶ 電気基礎 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

一部科目の記載はp.091参照

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 工業力学Ⅱ  ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 材料力学Ⅰ ②

▶ 材料科学Ⅰ ②

▶ 流体力学Ⅰ ②

▶ 機械力学Ⅰ ②

▶ 機械工作法 ②

□ プログラミング基礎 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ 材料力学Ⅱ ②

▶ 熱力学Ⅰ ②

▶ 機械要素設計 ②

▶ 機械力学Ⅱ ②

▶ 材料科学Ⅱ ②

□ 数値計算プログラミング ②

□ 計測工学 ②

□ 制御工学 ②

▶ 機械工学専門実験･演習 Ａ ③

▶ 流体力学Ⅱ ②

▶ 熱力学Ⅱ ②

▶ ３Ｄモデリング ②

▶ ３Ｄシミュレーション ②

□ 材料力学Ⅲ ②

□ エコマテリアル ②

□ 医用生体工学 ②

□ 機械加工学 ②

▶ 機械工学専門実験・演習 Ｂ ③

▶ 機械設計演習 ②

□ 伝熱工学 ②

□ クリーンエネルギービークル ②

□ 環境･エネルギー機械 ②

□ マイクロ・ナノ加工 ②

□ 生産プロセス ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ①▶ イノベーション基礎 ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12科目の記載はp.173-174参照

文理横断
専門探究

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

※1
※1

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

一部科目の記載はp.090参照
□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6137 138C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

機 械 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  M e c h a n i c a l  E n g i n e e r i n g

機械工学は産業基盤の中心をなす分野である。これまで自動車、家電製品、工作機械、エネルギー機械、福祉医療機器など多くの製品を産み出してきた。一方、省エネ
ルギー、環境負荷低減、安全・信頼性向上への要求が高まってきている。本学科では、機械工学に関する基礎知識を身につけ、デジタルツールを活用したものづくりの
ための設計・応用技術、新材料とその加工方法、環境・エネルギーに関する技術を修得し、社会的要請に対応できる人材を育成する。

　教育目標

6 7
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、機械工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 設計基礎能力　Ｋ 製造基礎能力　Ｌ コンピュータ援用能力　Ｍ 力学応用能力　Ｎ 専門統合化能力　Ｏ エンジニアリングデザイン能力　
Ｐ 専門的な実験能力とデータ解析能力

　工学部 機械工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ P



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

 

キャリアデザイン能力（I）
機械工学に関する産業界の動向、求められる技術者像、就職環境などを把握しながら将来の進路を展望し
た上で、機械や機械システム、機械工学に関する基本的な概念を修得できる。また、金沢工業大学および機
械工学科それぞれのディプロマポリシーを把握し、機械工学科での学修方法や環境を理解することを通じ
て、自らの修学プランを立案できるとともに、自らの進むべき方向を決定できる。

設計基礎能力（J）
設計の基本原理や規則および各種機械要素の機構や機能などに関する基礎的な知識を修得し、これ
らを機械および機械システムの設計に適用できる。

製造基礎能力（K）
切削加工、特殊加工、機械材料、熱処理などに関する基礎的な知識を修得し、技術的要求仕様を満たしなが
ら、効率的に製造できる加工法や材料およびその改質方法などを選択できる。

コンピュータ援用能力（L）
エンジニアリングシミュレーション･ソフトウェアの理論と使用法を理解し、設計から製造に至る様々な過程
における工学的諸問題の解決にそれを適用できる。

力学応用能力（M）
四力学（機械力学、材料力学、熱力学、流体力学）および電気基礎学や制御工学などを修得し、これらを機械
や機械システムの設計に応用できる。

エンジニアリングデザイン能力（O）
様々な工学的諸問題に対し、それを解決に導くためのアイディアを創出し、そのアイディアをレポートなどで
明確に表現できる。さらに、その有効性を実証するための設計・試作や実験、並びに理論検証を計画･実行
し、その結果を分析することで、一連の成果を得ることができる。

専門統合化能力（N）
機械工学科における学修から得られるすべての専門知識や能力を統合・発展させ、それを工学的諸問題の解
決に適用できる。

専門的な実験能力とデータ解析能力（P）
実験や演習を通じて専門知識をより深く修得し、それらを検証できる。また、実験装置を適切に使用して必要
なデータを計測・解析し、その結果や考察をレポートにまとめ、成果を発表することができる。

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 機械の原理・演習 ②
▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 電気基礎 ②

▶ 工業力学Ⅰ ②
▶ 工業力学Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 環境・エネルギー機械 ②

□ 伝熱工学 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ プログラミング基礎 ②

▶ 機械工作法 　② □ 機械加工学 ②

▶ ３Ｄモデリング ②

▶ 材料科学Ⅰ 　② □ エコマテリアル ②

□ 材料力学Ⅲ ②▶ 材料力学Ⅰ ②

□ マイクロ・ナノ加工 ②

▶ ３Ｄシミュレーション ②□ 数値計算プログラミング ②

▶ 機械要素設計 ②

▶ 専門ゼミ ①

▶ 機械力学Ⅰ ②

▶ 流体力学Ⅰ 　②

▶ 材料科学Ⅱ ②

▶ 機械力学Ⅱ ②

▶ 材料力学Ⅱ ②

▶ 熱力学Ⅰ ②

▶ 流体力学Ⅱ ②

▶ 熱力学Ⅱ ②

▶ 機械工学キャリアデザイン ①

▶ 機械工学専門実験・演習Ｂ ③

□ 医用生体工学 ②

□ クリーンエネルギービークル ②

▶ 機械設計演習 ②

▶ 機械工学専門実験・演習Ａ ③

▶イノベーション基礎 ①

□ 計測工学 ②

□ 制御工学 ②

□ 生産プロセス ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6139 140C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

6 7　　　D e p a r t m e n t  o f  M e c h a n i c a l  E n g i n e e r i n g 　学ぶ領域

　キーワード

1ものづくりデザイン
設計・加工技術、コンピュータ応用技術を総合的に活用し、新しい機能を有する製品を開発する工学領域を学ぶ。

　2材料創製・加工プロセス
機械部品を構成する材料の性質改良や新しい機能を有する材料を創出し、その材料を効率的に加工する工学領域を学ぶ。

　3環境・エネルギー
流体や熱エネルギーなどを環境に配慮しながら、機械要素を有効に活用するために必要な工学領域を学ぶ。

機 械 工 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］

材料・熱・流体 機械設計 環境・エネルギー バイオメカニクス 医工連携 複合材料



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

̶

̶ ̶

合計▶　必修科目 □　選択科目

̶

̶
合格が
卒業要件 ̶

̶

̶
̶

̶

̶修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

基礎プロジェクト

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

●❹

●❷

●10

●60

●❽
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１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②
▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

▶ 先進機械システムキャリアデザイン ①

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 機械の原理・演習 ②

▶ 工業力学Ⅰ  ②

▶ 電気基礎 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 工業力学Ⅱ  ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 材料力学Ⅰ ②

▶ 機械材料Ⅰ ②

▶ 基礎流体力学 ②

▶ 機械力学 ②

▶ アドバンスドマニュファクチャリングⅠ ②

□ プログラミング基礎 ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ 基礎熱力学 ②

▶ 機械要素設計 ②

▶ アドバンスドマニュファクチャリングⅡ ②

▶ 制御工学 ②

□ 振動工学 ②

□ 機械材料Ⅱ ②

□ 材料力学Ⅱ ②

□ 制御系プログラミング ②

▶ 先進機械システム工学専門実験・演習Ａ ③

▶ センシングシステム ②

▶ デジタルモデリング ②

▶ ３Ｄシミュレーション ②

□ 応用流体力学 ②

□ 応用熱力学 ②

□ 材料力学Ⅲ ②

□ 先端材料 ②

□ 医用生体工学 ②

▶ 先進機械システム工学専門実験・演習Ｂ ③

▶ 機械設計演習 ②

▶ スマートマニュファクチャリング ②

□ ナノプロセス ②

□ 機械制御システム ②

□ 熱移動工学 ②

□ 環境･エネルギー機械 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ①▶ イノベーション基礎 ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

一部科目の記載はp.091参照

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

文理横断
専門探究

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

※1
※1

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6141 142C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

先 進 機 械 シス テム 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  A d v a n c e d  M e c h a n i c a l  S y s t e m s  E n g i n e e r i n g

本学科では、機械工学の伝統的な学問体系を学び、最新のものづくりに必要となる設計・応用技術、新材料と加工技術、生産システム等に関する技術を修得し、デジタ
ルテクノロジーを活用して超少子高齢化時代における持続可能な次世代スマートマニュファクチャリングシステムを構築できる機械技術者を育成する。

　教育目標

6 7
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、先進機械システム工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 機械システム設計能力　Ｋ 生産基礎・応用能力　Ｌ コンピュータ援用能力　Ｍ 力学応用能力　Ｎ 専門統合化能力　
Ｏ エンジニアリングデザイン能力　Ｐ 実験手法・データ解析に関する能力

　工学部 先進機械システム工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ P



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

 

キャリアデザイン能力（I）
機械工学に関する産業界の動向、求められる技術者像、就職環境などを把握しながら将来の進路を展望し
た上で、機械や機械システム、機械工学に関する基本的な概念を修得できる。また、金沢工業大学および機
械工学科それぞれのディプロマポリシーを把握し、機械工学科での学修方法や環境を理解することを通じ
て、自らの修学プランを立案できるとともに、自らの進むべき方向を決定できる。

機械システム設計能力（J）
設計の基本原理や規則および各種機械要素の機構や機能などに関する基礎的な知識を修得し、これ
らを機械および機械システムの設計に適用できる。

生産基礎・応用能力（K）
切削加工、特殊加工、機械材料、熱処理などに関する基礎的な知識を修得し、技術的要求仕様を満たしなが
ら、効率的に製造できる加工法や材料およびその改質方法などを選択できる。さらに、製造技術の効率化を
図るためのデジタルテクノロジーを活用することができる。

コンピュータ援用能力（L）
エンジニアリングシミュレーション･ソフトウェアの理論と使用法を理解し、設計から製造に至る様々な過程
における工学的諸問題の解決にそれを適用できる。

力学応用能力（M）
四力学（機械力学、材料力学、熱力学、流体力学）および電気基礎学や制御工学などを修得し、これらを機械
や機械システムの設計に応用できる。

エンジニアリングデザイン能力（O）
様々な工学的諸問題に対し、それを解決に導くためのアイディアを創出し、そのアイディアをレポートなどで
明確に表現できる。さらに、その有効性を実証するための設計・試作や実験、並びに理論検証を計画･実行
し、その結果を分析することで、一連の成果を得ることができる。

専門統合化能力（N）
機械工学科における学修から得られるすべての専門知識や能力を統合・発展させ、それを工学的諸問題の解
決に適用できる。

実験手法・データ解析に関する能力（P）
実験や演習を通じて専門知識をより深く修得し、それらを検証できる。また、実験装置を適切に使用して必要
なデータを計測・解析し、その結果や考察をレポートにまとめ、成果を発表することができる。

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 機械の原理・演習 ②
▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 電気基礎 ②

▶ 工業力学Ⅰ ②
▶ 工業力学Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 環境・エネルギー機械 ②

□ 熱移動工学 ②

□ 機械制御システム ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ プログラミング基礎 ②

▶ アドバンスドマニュ
　 ファクチャリングⅠ ②

▶ アドバンスドマニュ
　 ファクチャリングⅡ ② ▶ センシングシステム ②

▶ デジタルモデリング ②

▶ 機械材料Ⅰ 　② □ 先端材料 ②

□ 材料力学Ⅲ ②

▶ スマートマニュファクチャリング ②

□ ナノプロセス ②

▶ ３Ｄシミュレーション ②□ 制御系プログラミング ②

▶ 機械要素設計 ②

▶ 専門ゼミ ①

▶ 材料力学Ⅰ ②

▶ 機械力学 ②

▶ 基礎流体力学 　②

□ 機械材料Ⅱ ②

□ 材料力学Ⅱ ②

▶ 基礎熱力学 ②

□ 応用流体力学 ②

□ 応用熱力学 ②

▶ 先進機械システム
　 キャリアデザインⅠ ①

▶ 先進機械システム工学
　 専門実験・演習Ｂ ③

▶ 機械設計演習 ②

▶ 先進機械システム工学
　 専門実験・演習Ａ ③

▶イノベーション基礎 ①

□ 振動工学 ②

▶ 制御工学 ②

□ 医用生体工学 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 7　　　D e p a r t m e n t  o f  A d v a n c e d  M e c h a n i c a l  S y s t e m s  E n g i n e e r i n g 　学ぶ領域

　キーワード

1生産システム
デジタルツインやセンサーテクノロジーなどの最新技術を活用した効率的で柔軟な生産システムのデジタル化・自動化に必要な工学領域を学ぶ。

　2加工技術
アディティブマニュファクチャリングやナノテクノロジーを含む新しい製品や製造プロセスを構成する加工技術に関する工学領域を学ぶ。

　3グリーンマニファクチャリング
省エネルギーや環境に配慮した持続可能な製造プロセスを可能とするための工学領域を学ぶ。

先進機械システム工学科 ［専門教育課程］

設計・製造 スマートマニファクチャリング 省エネルギー センシング 新材料 工作機械 バイオプリンティング



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

合計
▶　必修科目 □　選択科目

合格が
卒業要件

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

̶

̶ ̶

●❹

●❷

●10

●60

124

̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

●❽

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程
Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

̶基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 航空宇宙工学入門とキャリアデザイン ②

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 航空機の原理 ②

▶ 工業力学Ⅰ ③

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 工業力学Ⅱ ②

▶ 航空宇宙基礎数学 ①

▶ 数理モデルプログラミング ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 機械力学 ②

▶ 材料力学 ④

▶ 航空宇宙工学概論 ②

▶ 熱力学Ⅰ ②

▶ 流れ学Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ 航空宇宙文献調査入門 ①

▶ 航空材料力学Ⅰ ②

▶ 飛行力学Ⅰ ②

▶ 熱力学Ⅱ ②

▶ 流れ学Ⅱ ②

□ 振動工学 ②

▶ 航空宇宙工学専門実験・演習Ｂ ③

□ 航空宇宙構造力学 ②

□ 宇宙機設計概論 ②

□ 航空工学演習 ④

□ 航空原動機 ②

□ 航空宇宙流体力学Ⅱ ②

□ 航空宇宙材料 ②

□ 航空宇宙構造解析演習 ①

□ 航空宇宙流体解析演習 ①

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 航空宇宙グローバル演習 ②

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

▶ 航空宇宙工学専門実験・演習Ａ ③

□ デジタルファブリケーション ②

□ 航空制御工学 ②

□ 航空宇宙流体力学Ⅰ ②

□ 航空材料 ②

□ 熱流体工学 ②

□ 宇宙推進工学 ②

□ 飛行力学Ⅱ ②

□ 航空材料力学Ⅱ ②

一部科目の記載はp.091参照

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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航 空 宇 宙 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  A e r o n a u t i c s  a n d  A s t r o n a u t i c s

航空宇宙産業においては、安全性の確保はもちろん、エネルギーの効率的な活用や地球環境との調和を図る先端的な技術革新がこれまで以上に求められる。本学科
では、航空宇宙工学という総合工学の学問体系を学び、航空機や宇宙機に関する要素技術から統合技術までを修得する。これにより、航空宇宙産業をはじめとする輸
送機械産業で活躍できる人材を育成する。

　教育目標

6 7
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、航空宇宙工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 設計・製造基礎能⼒　Ｋ 力学の基礎知識の修得と専⾨分野への応⽤能⼒　Ｌ 技術者としての⾃主学習能⼒　Ｍ 数値シミュレーション能⼒　
Ｎ 専⾨知識の実践能⼒　Ｏ  工学設計能力

　工学部 航空宇宙工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ O



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

技術者としての自主学習能力（L）
航空宇宙工学の主要分野（空力、構造、装備、制御、エンジン）の概要を知り、それら工学分野の調和の上で
成立する航空機および宇宙機の設計・製造プロセスを理解した上で、必要な知識・技能を自主的かつ継続
的に修得することができる。

設計・製造基礎能力（J）
実際の機械や機構に触れて機械というものを理解した上で、設計製図の基礎とＣＡＤを用いた現代設計技
術を学習し、機械要素の設計を行い、デジタルデータを活用したモノ作りを実践することができる。

力学の基礎知識の修得と専門分野への応用能力（K）
材料力学、機械力学、熱力学、流体力学の四力学とその関連分野について学習して機械工学の基礎的知識
を修得し、これらの知識を航空宇宙工学の専門分野に対して具体的に応用することができる。

数値シミュレーション能力（M）
コンピュータによるシミュレーション技術を修得し、航空宇宙工学の諸問題を解決する手段として活用する
ことができる。

専門知識の実践能力（N）
航空宇宙工学全般にわたる専門知識や解析手法を実験・演習を通して身につけることができる。

キャリアデザイン能力（I）
航空宇宙工学に関する産業界の動向、求められる技術者像、職場環境などを把握して、技術者としての将来
像を創造することができる。

工学設計能力（O）
身近な問題についての設計過程を経験することによって、具体的な航空機および宇宙機の設計や航空宇宙
工学理論の応用、航空機および宇宙機に関連する実現象の評価等を含め、実現可能なものを設計・製作・提
案することのできる能力を身につけ、それを応用することができる。

 
▶ 航空宇宙工学入門と
　 キャリアデザイン ②

▶ 機械系製図Ⅰ ②

▶ 航空機の原理 ②

▶ 工業力学Ⅰ ③

▶ 機械系製図Ⅱ ②

▶ 工業力学Ⅱ ②

▶ 数理モデルプログラミング ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 航空宇宙グローバル演習 ②

□ 航空工学演習 ④

□ 航空原動機 ②

□ 航空宇宙流体力学Ⅱ ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 航空宇宙工学概論 ②

▶ 機械力学 ②

▶ 熱力学Ⅰ ②

▶ 流れ学Ⅰ ②

▶ 材料力学 ④ ▶ 航空材料力学Ⅰ ② □ 航空材料力学Ⅱ ②

▶ 熱力学Ⅱ ②

▶ 流れ学Ⅱ ②

□ 航空宇宙材料 ②

□ 航空宇宙構造力学 ②

□ 宇宙機設計概論 ②

▶ 航空宇宙工学専門実験・演習Ａ ③ ▶ 航空宇宙工学専門実験・演習Ｂ ③

□ デジタルファブリケーション ②

▶ 航空宇宙文献調査入門 ①

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 飛行力学Ⅰ ② □ 飛行力学Ⅱ ②

□ 熱流体工学 ②

□ 航空制御工学 ②

□ 航空宇宙流体力学Ⅰ ②

□ 航空材料 ②□ 振動工学 ②▶ 航空宇宙基礎数学 ①

□ 航空宇宙構造解析演習 ①

□ 航空宇宙流体解析演習 ①

□ 宇宙推進工学 ②

▶ 専門ゼミ ①

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 7 D e p a r t m e n t  o f  A e r o n a u t i c s  a n d  A s t r o n a u t i c s 　学ぶ領域

　キーワード

1航空宇宙要素技術
航空機や宇宙機における揚力や推力を効率的に発生させるメカニズムを理解し、それらを制御するために必要な工学領域を学ぶ。

　2航空宇宙統合技術
航空機や宇宙機の構造や機能を理解し、安定した運用を実現するために必要なシステム統合技術に関する工学領域を学ぶ。

飛行制御 自律ドローン 惑星探査航空機 環境適応型ジェットエンジン 宇宙推進エンジン 軽量複合材構造

航 空 宇 宙 工 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

合計▶　必修科目 □　選択科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目
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１ 年 次
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期

2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程
Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

̶基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 電気数学Ⅰ ②

▶ 電気数学Ⅱ ②

▶ 電気回路基礎 ②

▶ 電気回路Ⅰ ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 電気回路Ⅱ ②

▶ 電気磁気学Ⅰ ④

▶ 電子工学 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 電気電子キャリアデザイン ①

▶ 電気回路Ⅲ ②

▶ 電気磁気学Ⅱ ②

▶ 電子回路Ⅰ ④

▶ 電気電子プログラミング ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ 過渡現象論 ②

▶ 電気計測 ②

▶ 電気エネルギー発生工学 ②

▶ 電気材料 ②

□ 電気磁気学Ⅲ ②

□ 電子回路Ⅱ ②

□ 電気電子コンピュータ工学 ②

□ 多相交流回路 ②

□ 半導体工学基礎 ②

▶ 電気エネルギーシステム工学専門実験Ａ ②

▶ 電気機器Ⅰ ②

□ 自動制御 ②

□ 高電圧パルスパワー工学 ②

□ パワー半導体工学 ①

□ 電気法規と電気施設管理 ①

□ 電気製図 ①

▶ 電気エネルギーシステム工学専門実験Ｂ ②

□ 電気エネルギー伝送工学 ②

□ 電気機器Ⅱ ②

□ パワーエレクトロニクス ②

□ エネルギーデバイス工学 ②

□ 電気応用 ②

□ 電気設計 ③

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

▶ イノベーション基礎 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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電気エネルギーシステム工学科
D e p a r t m e n t  o f  E l e c t r i c a l  E n e r g y  S y s t e m s  E n g i n e e r i n g

カーボンニュートラルの実現に向け、再生可能エネルギーによる発電、モビリティーの電動化、パワーエレクトロニクス、蓄電システムならびにそれらを支える電気材
料が求められる。本学科では、電気エネルギー工学の基礎を体系的に学び、ディジタル技術を活用して電気エネルギーシステムを構成する要素技術とそれをシステム
として統合・制御できる技術を修得し、電気エネルギーシステム分野で活躍できる人材を育成する。

　教育目標

6 7
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、電気エネルギーシステム工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 電気電子工学基礎能力　Ｋ プログラミング・制御工学基礎能力　Ｌ 電気エネルギーシステム工学実践能力　
Ｍ 電気エネルギーシステム工学応用能力　Ｎ 工学統合能力

　工学部 電気エネルギーシステム工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｎ



▶　必修科目 □　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

電気電子工学基礎能力（Ｊ）
電気電子工学分野に関連する基礎的な数学を学び、電気回路・電気磁気学・電子回路などの電気の基礎知
識を修得し、物理的・数学的考察により、具体的な問題に適用できる。

プログラミング・制御工学基礎能力（Ｋ）
電気電子工学に関わるプログラミング・制御についての基礎知識を修得し、実際にプログラミング・制御
を行うことができる。

電気エネルギーシステム工学実践能力（Ｌ）
電気エネルギーシステム工学に関わる計測・実験についての基礎知識を修得し、実際に測定・解析を行う
ことができる。

電気エネルギーシステム工学応用能力（Ｍ）
電気エネルギーシステム及びそれを構成する機器並びにそれらを支える材料に関する基礎知識を修得
し、それらを具体的に活用できる。

キャリアデザイン能力（Ｉ）
電気エネルギーシステム工学分野に関する産業界の動向、求められる技術者像、就職環境などを正確に
把握して、将来の進路を展望し、自らの進むべき方向を決定できる。

工学統合能力（Ｎ）
電気エネルギーシステム工学分野における新しい課題を自らが提案し、自らの知識・技術を用いて
その課題を解決できる能力、および、電気エネルギーシステム工学以外の分野にも目を向け、創造的
な発想に向けて挑戦できる。

 

○付数字は単位数を表す

▶ 電気回路基礎
　　　   ②

▶ 電気回路Ⅰ
　　　   ②

▶ 電気数学Ⅰ
　　　   ②

▶ 電気数学Ⅱ
　　　   ②

▶ 電気回路Ⅱ ②

▶ 電気磁気学Ⅰ ④

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ パワーエレクトロニクス ②

□ エネルギーデバイス工学 ②

□ 電気応用 ②

□ 電気設計 ③

▶ イノベーション基礎 ①

□ 電気エネルギー伝送工学 ②

□ 電気機器Ⅱ ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①▶ 電気電子キャリアデザイン ①

▶ 電気回路Ⅲ ②

▶ 電子回路Ⅰ ④▶ 電子工学 ② □ 電子回路Ⅱ  ②

▶ 電気電子プログラミング ② □ 電気電子コンピュータ工学 ② □ 自動制御 ②

▶ 電気計測 ② ▶ 電気エネルギーシステム
　 工学専門実験Ａ ②

▶ 電気エネルギーシステム
　 工学専門実験Ｂ ②

▶ 電気磁気学Ⅱ ② □ 電気磁気学Ⅲ  ②

▶ 過渡現象論 ②

▶ 専門ゼミ ①

▶ 電気材料 ②

▶ 電気エネルギー発生工学 ②

□ 多相交流回路  ②

□ 半導体工学基礎 ②

□ 高電圧パルスパワー工学 ②

▶ 電気機器Ⅰ ②

□ パワー半導体工学 ①

□ 電気製図 ①

□ 電気法規と電気施設管理 ①

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 7 D e p a r t m e n t  o f  E l e c t r i c a l  E n e r g y  S y s t e m s  E n g i n e e r i n g 　学ぶ領域

　キーワード

1電力・エネルギー
電気エネルギーの発生と輸送に不可欠な発変電、送配電、高電圧、蓄電システムおよび電気材料について、専門的に学ぶ。

　2パワーエレクトロニクス
電気エネルギーの変換と制御に不可欠な電気機器、パワー半導体デバイス、パワーエレクトロニクス、蓄電システムおよび電気材料について、専門的に学ぶ。

電力・エネルギー 電気機器 パワーエレクトロニクス 蓄電システム 電気材料

電気エネルギーシステム工学科 ［専門教育課程］
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１ 年 次
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期

2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程
Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

̶基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 電気数学Ⅰ ②

▶ 電気数学Ⅱ ②

▶ 電気回路基礎 ②

▶ 電気回路Ⅰ ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 電気回路Ⅱ ②

▶ 電気磁気学Ⅰ ④

▶ 電子工学 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 電気電子キャリアデザイン ①

▶ 電気回路Ⅲ ②

▶ 電気磁気学Ⅱ ②

▶ 電子回路Ⅰ ④

▶ 電気電子プログラミング ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ 過渡現象論 ②

▶ 電子計測 ②

■ 半導体工学基礎 ②

■ 情報通信システム ②

■ 音響・映像概論 ②

□ 電気磁気学Ⅲ ②

□ 電子回路Ⅱ ②

□ 電気電子コンピュータ工学 ②

□ 分布定数回路 ②

▶ 電子情報システム工学専門実験Ａ ②

□ 自動制御 ②

□ 半導体工学 ②

□ 電子材料 ②

□ 情報通信ネットワーク ②

□ 情報伝送工学 ②

□ 音響工学 ②

□ 光情報工学 ②

□ 電気製図 ①

▶ 電子情報システム工学専門実験Ｂ ②

□ 電子デバイス工学 ②

□ 光・量子エレクトロニクス ②

□ 電波工学 ②

□ 通信工学 ②

□ 音響・映像システム ②

□ 電気通信法令 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ 専門ゼミ ① ▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

▶ イノベーション基礎 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

■　選択必修（2科目を選択して必修とする）

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6153 154C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

電 子 情 報 シス テム 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  E l e c t r o n i c s  a n d  I n f o r m a t i o n  S y s t e m s  E n g i n e e r i n g

Society 5.0実現に向けた「仮想空間と現実空間の融合」のための基盤技術である半導体エレクトロニクス、通信・電波および音響・映像の技術を基礎から応用まで体
系的に学び、今後の電子工学分野で活躍できる人材を育成する。具体的には、半導体デバイスの動作原理に基づく素子設計技術、ネットワーク制御や無線通信・電波
の技術、音声信号処理や映像技術を修得し、エレクトロニクス分野のものづくりに貢献できるエンジニアを育成する。

　教育目標

6 7
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、電子情報システム工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 電気電子工学基礎能力　Ｋ プログラミング・制御工学基礎能力　Ｌ 電子情報システム工学実践能力　Ｍ 電子情報システム工学応用能力　
Ｎ 工学統合能力

　工学部 電子情報システム工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｎ



▶　必修科目 □　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

電気電子工学基礎能力（Ｊ）
電気電子工学分野に関連する基礎的な数学を学び、電気回路・電気磁気学・電子回路などの電気の基礎知
識を修得し、物理的・数学的考察により、具体的な問題に適用できる。

プログラミング・制御工学基礎能力（Ｋ）
電気電子工学に関わるプログラミング・制御についての基礎知識を修得し、実際にプログラミング・制御
を行うことができる。

キャリアデザイン能力（Ｉ）
電子情報システム工学分野に関する産業界の動向、求められる技術者像、就職環境などを正確に把握し
て、将来の進路を展望し、自らの進むべき方向を決定できる。

工学統合能力（Ｎ）
電子情報システム工学分野における新しい課題を自らが提案し、自らの知識・技術を用いてその課
題を解決できる能力、および、電子情報システム工学以外の分野にも目を向け、創造的な発想に向
けて挑戦できる。

 

○付数字は単位数を表す

電子情報システム工学実践能力（Ｌ）
電子情報システム工学に関わる計測・実験についての基礎知識を修得し、実際に測定・解析を行うことが
できる。

電子情報システム工学応用能力（Ｍ）
半導体エレクトロニクス技術とそれを用いた情報通信システムや音響・映像に関する基礎知識を修得し、
それらを具体的に活用できる。

▶ 電気数学Ⅰ
　　　   ②

▶ 電気数学Ⅱ
　　　   ②

▶ 電気回路基礎
　　　   ②

▶ 電気回路Ⅰ
　　　   ② ▶ 電気回路Ⅱ ②

▶ 電気磁気学Ⅰ ④

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧▶ イノベーション基礎 ①

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①▶ 電気電子キャリアデザイン ①

▶ 電気回路Ⅲ ②

▶ 電子回路Ⅰ ④▶ 電子工学 ② □ 電子回路Ⅱ  ②

▶ 電気電子プログラミング ② □ 電気電子コンピュータ工学 ② □ 自動制御 ②

▶ 電子計測 ② ▶ 電子情報システム
　 工学専門実験 A ②

▶ 電子情報システム
　 工学専門実験 Ｂ ②

▶ 電気磁気学Ⅱ ② □ 電気磁気学Ⅲ  ②

▶ 専門ゼミ ①

□ 電子デバイス工学 ②

□ 電子材料 ②

□ 電波工学 ②

□ 情報伝送工学 ②

□ 情報通信ネットワーク ②

□ 音響工学 ②

□ 光情報工学 ②

□ 音響・映像システム ②

□ 通信工学 ②

□ 電気通信法令 ②

□ 光・量子エレクトロニクス ②

■ 半導体工学基礎 ②

■ 情報通信システム ②

■ 音響・映像概論 ②

□ 半導体工学 ②

▶ 過渡現象論 ②

□ 電気製図 ①

□ 分布定数回路  ②

■　選択必修（2科目を選択して必修とする）

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 7 D e p a r t m e n t  o f  E l e c t r o n i c s  a n d  I n f o r m a t i o n  S y s t e m s  E n g i n e e r i n g 　学ぶ領域

　キーワード

情報を伝えたり、電気を制御したりするための「エレクトロニクス（電子工学）」について学習する。身近にあるスマートフォン、ディスプレイ、スピーカは、すべて電子回
路を用いて信号を処理し情報を伝達している。回路をつくる技術や電気の取扱いなどを身につけ、製品に応用するための発展的な内容を学ぶことによって、家電など
身近なテクノロジーから幅広い分野に応用される半導体デバイス、通信ネットワーク、映像・音響機器まで、広範なエレクトロニクス技術について学ぶ。
1半導体エレクトロニクス

半導体工学基礎、電子材料、光・量子エレクトロニクスなどを学習する。
2通信・電波

情報通信システム、情報通信ネットワーク、通信工学などを学習する。
3音響・映像

音響・映像概論、音響工学、光情報工学などを学習する。
半導体エレクトロニクス 通信ネットワーク・電波 音響・映像

電子情報システム工学科 ［専門教育課程］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 □　選択科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

124

̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

●❽

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

̶基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 環境土木工学入門とキャリアデザイン ②
▶ 測量学Ⅰ ②
▶ 構造力学Ⅰ ②
□ 土木数理 ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 環境土木工学設計Ⅰ ②
▶ 測量学Ⅱ ②
▶ アカデミックライティング ①
▶ 構造力学Ⅱ ②
▶ アカデミックドローイング ①

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 環境材料学 ②
▶ 土質力学Ⅰ ②
▶ 水理学Ⅰ ②
▶ 測量実習･演習Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ 環境土木工学設計Ⅱ ②
▶ 鉄筋コンクリート工学 ②
▶ 土質力学Ⅱ ②
▶ 水理学Ⅱ ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナー Ⅰ ①

▶ 専門ゼミ ①

▶ 環境土木専門実験･演習 Ｂ ③
□ 地域環境デザイン ②
□ 地盤工学演習 ②
□ 空間情報工学演習 ②
□ 構造設計演習 ②
□ 環境工学Ⅱ ②
□ 防災工学Ⅱ ②
□ 建設マネジメントⅡ ②

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 環境土木専門実験･演習 Ａ ③
▶ 土木施工学 ②
▶ 測量実習・演習Ⅱ ②
□ 交通工学 ②
□ 構造設計学 ②
□ 地盤工学 ②
□ 空間情報工学 ②
□ 環境工学Ⅰ ②
□ 防災工学Ⅰ ②
□ 建設マネジメントⅠ ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ②

□ 環境系数理 ②

□ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6157 158C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

環 境 土 木 工 学 科
D e p a r t m e n t  o f  C i v i l  a n d  E n v i r o n m e n t a l  E n g i n e e r i n g

激甚化する災害を防ぎながら、地域の自然・文化と調和する、安全で安心、健康で持続性のある環境づくりが求められている。本学科では、山・平野・海に恵まれた北陸
を主な調査・実践のフィールドとし、ICTを取り入れた次世代型の土木技術を活用しながら、道路・鉄道・港などのインフラの整備とともに、地域の自然や文化と共生す
る環境の構築について学習し、グローバル時代の国際開発も意識した、幅広い計画・設計・施工・メンテナンス・運営できる人材を育成する。

　教育目標

6 7
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、環境土木工学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ 環境土木工学技術者に向けての自己形成能力　Ｊ 構造物の設計・施工・維持管理に関する基礎的能力　Ｋ 自然環境の活用に関する基礎的能力　
Ｌ 空間情報を計測・分析・評価する基礎的能力　Ｍ 環境土木工学の統合化能力

　工学部 環境土木工学科の卒業の認定に関する方針

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｍ



▶　必修科目 □　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

環境土木工学技術者に向けてのキャリアデザイン・自己形成能力（Ｉ）
講義、フィールド見学、社会人による講演などさまざまなアプローチにより、業種および職種が多岐にわたる
建設業界を学び理解することができる。さらに環境土木工学の技術者になるための自己のキャリアパスを描
くことで自己形成能力を身につけることができる。

構造物の設計・施工・維持管理に関する基礎的能力（Ｊ）
構造力学、コンクリート工学など構造物の基礎を学び、構造物の設計・施工・維持管理に関する基礎的能力
を身につけることができる。

自然環境の活用に関する基礎的能力（Ｋ）
土質力学、水理学の基礎を学び、自然環境の活用に関する基礎的能力を身につけることができる。

空間情報を計測・分析・評価する基礎的能力（Ｌ）
情報通信工学を活用した空間情報工学・衛星測位など最新の計測手法を学び、環境情報を処理・解析およ
び評価することができる。

環境土木工学の統合化能力（Ｍ）
環境土木工学の基礎知識を統合化した環境技術・防災技術・地域計画を学び、安全・安心で持続性のある
地域環境を構築し運営できる能力を身につけることができる。

 

▶ 環境土木工学入門と
　 キャリアデザイン ②

□ 土木数理 ②

▶ 環境土木工学設計Ⅰ ②

▶ アカデミックライティング ①

▶ アカデミックドローイング ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ 構造設計演習 ②

□ 交通工学 ② □ 地域環境デザイン ②

□ 構造設計学 ②

▶ 環境土木工学設計Ⅱ ②

▶ 構造力学Ⅰ ② ▶ 構造力学Ⅱ ②

▶ 測量学Ⅰ ② ▶ 測量実習・演習Ⅱ ②▶ 測量実習･演習Ⅰ ②

▶ 環境材料学 ② ▶ 鉄筋コンクリート工学 ②

▶ 水理学Ⅱ ②

□ 地盤工学演習 ②□ 地盤工学 ②

□ 空間情報工学演習 ②□ 空間情報工学 ②

▶ 専門ゼミ ①▶ イノベーション基礎 ①

▶ 環境土木専門実験･演習 Ｂ ③▶ 環境土木専門実験･演習 Ａ ③

□ 防災工学Ⅱ ②□ 防災工学Ⅰ ②

□ 環境工学Ⅱ ②□ 環境工学Ⅰ ②

▶ 土質力学Ⅰ ② ▶ 土質力学Ⅱ ②

▶ 測量学Ⅱ ②

□ 建設マネジメントⅡ ②□ 建設マネジメントⅠ ②

▶ 水理学Ⅰ ②

○付数字は単位数を表す

▶ 土木施工学 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 7 D e p a r t m e n t  o f  C i v i l  a n d  E n v i r o n m e n t a l  E n g i n e e r i n g 　学ぶ領域

　キーワード

1土木設計・施工・メンテナンス
生活に必要なインフラ（道路、鉄道、港湾、橋、地下空間など）の計画・設計・施工と、メンテナンス・運営のための技術と仕組みを学ぶ。

　2防災と自然環境の活用
土（山地・地盤）と水（海・川）に関わる災害を防ぎ、豊かな自然を活用する技術を学ぶ。

　3地理空間情報
高度情報化社会における環境の構築と運営を支えるための情報システムとして、GNSS・地理情報システム・電子地図の利活用などに必要な技術を学ぶ。

市民生活の安全・安心や「暮らしやすさ」を支えるインフラ 国土・地域と都市の計画・デザイン 地域の文化・環境の継承と構築

環 境 土 木 工 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

▶　必修科目 ■　選択必修（5科目を選択して必修とする） □　選択科目

�

�

�

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

̶

̶
̶

̶

̶
̶

̶

̶

●❽

124

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 建築基礎製図 ②

▶ 建築環境学Ⅰ ②

▶ 建築構造のしくみ ②

▶ 建築の計画とデザイン ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 建築構造力学Ⅰ ②

▶ 日本建築史 ②

■ 建築設備総論 ②

□ 建築設計基礎 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 建築設計演習Ⅰ ④

▶ 建築構造力学Ⅱ ②

▶ 建築環境学Ⅱ ②

▶ 建築構法計画 ②

▶ 西洋建築史 ②

▶ 建築キャリアデザイン ①

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ 建築設計演習Ⅱ ④

▶ 建築構造計画 ②

▶ 建築設備学 ②

▶ 建築材料 ②

▶ 建築エンジニアリング情報演習Ⅰ ②

▶ 建築計画 ②

▶ 建築総合演習Ａ ③

▶ 建築施工 ②

■ 鉄筋コンクリート構造 ②

■ 鉄骨構造 ②

■ 建築環境学Ⅲ ②

■ 建築環境設計Ⅰ ②

■ 建築エンジニアリング情報演習Ⅱ ②

□ 建築デザイン論 ②

□ 都市デザイン ②

▶ 建築総合演習Ｂ ③

▶ 建築法規 ②

■ 建築構造設計 ②

■ 建築安全工学 ②

■ 建築環境設計Ⅱ ②

■ サステナブル都市・建築 ②

□ 建築再生論 ②

□ 都市・まちづくり ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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　建築学部 建築学科の卒業の認定に関する方針

建 築 学 科
D e p a r t m e n t  o f  A r c h i t e c t u r e

建築のエンジニアリング分野において、建築や都市の安全性や快適性の観点から、建築・都市の計画・実現能力を習得させることを目的とする。具体的には、建築・都
市の環境設備計画、構造計画及びその生産・維持管理ができる専門知識・技術を身につけた人材を主として養成する。さらには、急激な気候変動や多発する自然災
害、ウェルビーイングなどに対応した次世代の建築エンジニアリングに関する知識・技術を修得し、持続可能な社会と環境を構築し運営できる人材を育成する。

　教育目標

6 8
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、建築学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 建築エンジニアリングの基礎となる建築学全般の基礎的能力　Ｋ 建築図面・文章等の基礎的表現能力　Ｌ 建築設計・計画に関わる基礎的能力　
Ｍ 都市デザイン・まちづくりに関わる基礎的能力　Ｎ 建築生産に関わる能力　Ｏ 建築・都市の環境・設備・GX に関わる能力　Ｐ 建築構造に関わる能力　
Ｑ 建築エンジニアリングの DX に関わる能力　Ｒ 分析・考察・提案能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ R



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す■　選択必修（5科目を選択して必修とする） □　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

建築エンジニアリングの基礎となる建築学全般の基礎的能力（Ｊ）
建築エンジニアリングの基礎として求められる、安全性にかかわる建築構造、快適さや健康にかかわる建築
環境、使いやすさや美しさにかかわる建築計画、の三つの領域を主に学ぶことにより、建築に対する理解を
深めることができる。

都市デザイン・まちづくりに関わる基礎的能力（Ｍ）
都市や地域を形成する建築単体やその集合体としての建築群の役割や特性を、歴史的な変遷を含めて理解す
ることができる。

建築設計・計画に関わる基礎的能力（Ｌ）
使いやすく美しい建築を実現するために、建築空間の用途に応じた計画・構成・意匠を理解することができ
る。

建築図面・文章等の基礎的表現能力（Ｋ）
建築計画・建築構造・建築環境などで学んだ、建築や地域に求められる基本的な内容を、図面や文章等を
使って的確に表現することができる。

建築生産に関わる能力（Ｎ）
建築構法および材料の特徴を理解することができ、安全で快適な建築空間を実現するために合理的な施工
方法やそれに関わる各種法令について理解し、持続可能な建築の計画・設計を行うことができる。

建築・都市の環境・設備・GXに関わる能力（Ｏ）
快適で健康的な建築を実現するために、建築の内外に形成される環境と人間との関係性を理解することがで
きる。建築・都市における環境問題への対応をGX（グリーントランスフォーメーション）として捉え、その考え方
を理解することができる。さらに、建築環境・設備・GXの知識を活かし、快適な空間を計画することができる。

建築構造に関わる能力（Ｐ）
建築を支える構造の特徴を力学的観点から理解することができ、安全な建築を実現するために構造種別に
対応した設計の考え方やそれらの方法を理解し、建築の構造計画・設計を行うことができる。

建築エンジニアリングのDXに関わる能力（Ｑ）
建築エンジニアリング分野における活動特性を踏まえた情報技術のかたちや活用方法を理解することができ
る。また、目的に応じた建築情報環境を構築し、設計・分析・コミュニケーション・ものづくり等に応用できる。

分析・考察・提案能力（Ｒ）
建築の基礎から応用までの学習過程で得られた知識・技術を確認し、それらを用いて問題を発見し、解決す
ることができる。

キャリアデザイン能力（Ｉ）
建築関連分野における実社会の動向を理解し、大学院進学も含めて将来の進路を幅広く展望した上で、自
らの進むべき方向を決定することができる。

 

▶ 建築の計画とデザイン ②

▶ 建築環境学Ⅰ ②

▶ 建築構造のしくみ ②

▶ 建築基礎製図 ② □ 建築設計基礎 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

▶ 建築エンジニアリング情報演習Ⅰ ② ■ 建築エンジニアリング情報演習Ⅱ ②

■ 建築設備総論 ② ▶ 建築環境学Ⅱ ② ▶ 建築設備学 ② ■ 建築環境学Ⅲ ② ■ サステナブル都市・建築 ②

■ 建築環境設計Ⅰ ② ■ 建築環境設計Ⅱ ②

▶ 建築構造力学Ⅱ ②▶ 建築構造力学Ⅰ ② ▶ 建築構造計画 ② ■ 鉄筋コンクリート構造 ② ■ 建築構造設計 ②

■ 鉄骨構造 ② ■ 建築安全工学 ②

▶ 建築総合演習Ａ ③ ▶ 建築総合演習Ｂ ③

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 専門ゼミ ①

▶ 日本建築史 ② ▶ 西洋建築史 ② □ 都市デザイン ② □ 都市・まちづくり ②

▶ 建築設計演習Ⅰ ④ ▶ 建築設計演習Ⅱ ④

▶ 建築計画 ②

□ 建築デザイン論 ②

□ 建築再生論 ②

▶ 建築構法計画 ② ▶ 建築材料 ② ▶ 建築施工 ② ▶ 建築法規 ②

▶ 建築キャリアデザイン ① □ 進路セミナーⅠ ① □ 進路セミナーⅡ ①

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 8 D e p a r t m e n t  o f  A r c h i t e c t u r e 　学ぶ領域

　キーワード

1建築構造
安全で安心な建築を実現するために、建築に作
用する力と建築構造に生じる力を理解し、設計実
務に応用できる能力を涵養する。

　2伝統木造
伝統木造建築の構法や構造特性を理解し、長期
保全に向けて文化的価値と耐震性能を両立する
ための技術と手法を学ぶ。

　

3建築構法・材料
建築構法や建築材料の特性と応用技術を系統的
に理解し、安全性、機能性を備えた持続可能な建
築物を実現する手法を学ぶ。

　4建築環境・設備
建築環境や設備に関する知識と技術を学び、省
エネルギーや快適性、環境負荷低減を重視した
持続可能な建築づくりを追求する。

　

5建築・都市環境デザイン
建築や都市の環境面からの設計・評価手法を理
解し、自然環境や景観、持続可能性、GXを考慮し
た都市空間づくりを探求する。

　6建築環境心理
建築の音・光・熱・空気等の環境と人間との関連
性を理解し、人間の生理・心理を考慮した快適な
環境・空間を計画する。建築構造 伝統木造 建築構法・材料 建築環境・設備 建築・都市環境デザイン 建築環境心理

建 築 学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］



課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

専
門
教
育
課
程

�

�

�

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

̶

̶ ̶

合計

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

̶

̶
̶

̶

̶
̶

̶

̶

●❽

124

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

▶　必修科目 ■　選択必修（5科目を選択して必修とする） □　選択科目

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 建築基礎製図 ②

▶ 建築の計画とデザイン ②

▶ 建築環境学Ⅰ ②

▶ 建築構造のデザイン ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ 日本建築史 ②

▶ 建築構造力学Ⅰ ②

■ 建築デザイン基礎 ②

□ 建築設備総論 ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ 建築デザイン演習Ⅰ ④

▶ 西洋建築史 ②

▶ 建築構法計画 ②

▶ 建築環境学Ⅱ ②

▶ 建築構造力学Ⅱ ②

▶ 建築キャリアデザイン ①

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ 建築デザイン演習Ⅱ ④

▶ 建築計画 ②

▶ 建築デザイン情報演習Ⅰ ②

▶ 建築材料 ②

▶ 建築設備学 ②

▶ 建築構造計画 ②

▶ 建築デザイン総合演習 Ａ ③

▶ 建築施工 ②

■ 建築デザイン論 ②

■ 都市デザイン ②

■ 建築デザイン情報演習Ⅱ ②

□ 建築環境学Ⅲ ②

□ 建築環境設計Ⅰ ②

□ 鉄筋コンクリート構造 ②

□ 鉄骨構造 ②

▶ 建築デザイン総合演習 Ｂ ③

▶ 建築法規 ②

■ 現代建築論 ②

■ 建築再生論 ②

■ 都市・まちづくり ②

■ サステナブル都市・建築 ②

□ 建築環境設計Ⅱ ②

□ 建築構造設計 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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　建築学部 建築デザイン学科の卒業の認定に関する方針

建 築 デ ザ イン 学 科
D e p a r t m e n t  o f  A r c h i t e c t u r a l  D e s i g n

建築のデザイン分野において、建築や都市の美しさや機能性の観点から、建築・都市の計画・実現能力を習得させること目的とする。具体的には、建築・住宅・インテリ
アからまちづくり・都市レベルに至る人間環境を計画・設計できる専門知識・技術を身につけた人材を主として養成する。さらには、ライフスタイルの多様化、伝統文
化の活用、社会のデジタル化などに対応した次世代の建築デザインに関する知識・技術を修得し、持続可能な社会と環境を構築し運営できる人材を育成する。

　教育目標

6 8
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、建築デザイン学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 建築デザインの基礎となる建築学全般の基礎的能力　Ｋ 建築図面・文章等の基礎的表現能力　Ｌ 建築設計・計画に関わる能力　
Ｍ 都市デザイン・まちづくりに関わる能力　Ｎ 建建築生産に関わる能力　Ｏ 建築・都市の環境・設備・GX に関わる基礎的能力　Ｐ 建築構造に関わる基礎的能力　
Ｑ 建築デザインの DX に関わる能力　Ｒ 分析・考察・提案能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～ R



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す■　選択必修（5科目を選択して必修とする） □　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

建築デザインの基礎となる建築学全般の基礎的能力（Ｊ）
建築デザインの基礎として求められる、使いやすさや美しさにかかわる建築計画、安全性にかかわる建築構
造、快適さや健康にかかわる建築環境の三つの領域を主に学ぶことにより、建築デザインの基礎となる建築
学に対する理解を深めることができる。

都市デザイン・まちづくりに関わる能力（Ｍ）
都市や地域を形成する建築単体やその集合体としての建築群の役割や特性を、歴史的な変遷を含めて理解す
ることができる。また、建築・都市を調査・分析し、都市デザインやまちづくりを構想・計画する手法を理解し実
践することができる。

建築設計・計画に関わる能力（Ｌ）
建築空間の用途に応じた計画・構成・意匠を理解することができる。さらに、建築や都市空間を調査・分析・評
価する能力を養い、建築の歴史および最先端の動向を踏まえた機能的で美しい建築を設計することができる。

建築図面・文章等の基礎的表現能力（Ｋ）
建築計画・建築構造・建築環境などで学んだ、建築や地域に求められる基本的な内容を、図面や文章等を
使って的確に表現することができる。

建築生産に関わる能力（Ｎ）
建築構法および材料の特徴を理解することができ、安全で快適な建築空間を実現するために合理的な施工
方法やそれに関わる各種法令について理解し、持続可能な建築の計画・設計を行うことができる。

建築・都市の環境・設備・GXに関わる基礎的能力（Ｏ）
快適で健康的な建築を実現するために、建築の内外に形成される環境と人間との関係性を理解することがで
きる。建築・都市における環境問題への対応をGX（グリーントランスフォーメーション）として捉え、その考え方
を理解することができる。

建築構造に関わる基礎的能力（Ｐ）
建築を支える構造の特徴を力学的観点から理解することができ、安全な建築を実現するために構造種別に
対応した設計の基礎的な考え方を理解することができる。

建築デザインのDXに関わる能力（Ｑ）
建築デザイン分野における活動特性を踏まえた情報技術のかたちや活用方法を理解することができる。ま
た、目的に応じた建築情報環境を構築し、設計・分析・コミュニケーション・ものづくり等に応用できる。

分析・考察・提案能力（Ｒ）
建築の基礎から応用までの学習過程で得られた知識・技術を確認し、それらを用いて問題を発見し、解決す
ることができる。

キャリアデザイン能力（Ｉ）
建築関連分野における実社会の動向を理解し、大学院進学も含めて将来の進路を幅広く展望した上で、自
らの進むべき方向を決定することができる。

▶ 建築の計画とデザイン ②

▶ 建築環境学Ⅰ ②

▶ 建築構造のデザイン ②

▶ 建築基礎製図 ② ■ 建築デザイン基礎 ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

▶ 建築デザイン総合演習Ａ ③ ▶ 建築デザイン総合演習Ｂ ③

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 専門ゼミ ①

▶ 日本建築史 ② ▶ 西洋建築史 ② ■ 都市デザイン ② ■ 都市・まちづくり ②

▶ 建築デザイン演習Ⅰ ④ ▶ 建築デザイン演習Ⅱ ④

▶ 建築計画 ②

■ 建築デザイン論 ② ■ 現代建築論 ②

■ 建築再生論 ②

▶ 建築構法計画 ② ▶ 建築材料 ② ▶ 建築施工 ② ▶ 建築法規 ②

▶ 建築キャリアデザイン ① □ 進路セミナーⅠ ① □ 進路セミナーⅡ ①

▶ 建築デザイン情報演習Ⅰ ② ■ 建築デザイン情報演習Ⅱ ②

□ 建築設備総論 ② ▶ 建築環境学Ⅱ ② ▶ 建築設備学 ② □ 建築環境学Ⅲ ② ■ サステナブル都市・建築 ②

□ 建築環境設計Ⅰ ② □ 建築環境設計Ⅱ ②

▶ 建築構造力学Ⅱ ②▶ 建築構造力学Ⅰ ② ▶ 建築構造計画 ② □ 鉄筋コンクリート構造 ② □ 建築構造設計 ②

□ 鉄骨構造 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド
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6 8 D e p a r t m e n t  o f  A r c h i t e c t u r a l  D e s i g n 　学ぶ領域

　キーワード

1建築設計
使いやすく美しい建築を実現するために、建築
空間の機能・構成・意匠等を理解し、自らの感性
を活かした建築を設計する。

　2建築歴史・意匠
建築の計画や意匠における歴史的価値とその背
景を理解し、建築物の文化的な評価と継承に取
り組むための知識や手法を学ぶ。

　

3都市デザイン・まちづくり
都市や地域の役割や特性について、歴史的な背
景を含めて理解し、都市デザイン・まちづくりの
構想や計画を立案する。

　4建築計画
建築計画に関する知識や手法を学び、機能性や
快適性を備えた空間づくり、社会や地域のニーズ
に応える建築のあり方について学習する。

　

5建築情報
建築・都市の計画・設計に必要な情報技術やそ
の活用方法を理解し、目的に応じた建築情報環
境を構築し、実践的に応用できる。

　6建築生産・再生
建築生産を支える組織や建築法規を理解し、持
続可能な建築づくりを学ぶ。

建築設計 建築歴史・意匠 都市デザイン・まちづくり 建築計画 建築情報 建築生産・再生

建 築 デ ザイン学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］
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